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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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幕間






　浅黒く日焼けした男の顔は、半分が髭ひげで覆われていた。

　はげ上がった頭に海賊帽をかぶり、左目に眼帯をつけている。

　年の頃は四十手前で、近海でも恐れられている海賊団の頭目だった。

「なあ先生さんよ。あんた本当に金はいらんのか？　こいつに何ヶ月もかかりきりだろ」

　薄暗い洞どう窟くつの奥で魔ま導どう器き灯の明かりを頼りに、眼鏡をかけた優やさ男おとこは続けていた作業の手を止め、答えた。

「これも世界平和のためですよ」

「俺にゃあ世界がどうだのってのはわからねぇな。だが、あんたが来てくれたおかげで、そいつが使えるようになるのは、きっと日頃の行いが良かったからだな」

　眼鏡の優男は「そうですね」と、淡々と返す。

「けど心配なのは娘たちだ。本当に大丈夫なんだろうな？」

「ええ。問題はありません」

　薄暗い中、眼鏡の男の口元が小さく笑っていることに、頭目は気づきもしなかった。






１　帝都航路は前途多難






　サイラム帝国領の北西。イビサ港から帝都に向けて巨大な客船が出航した。

　潮風の吹き抜ける桟橋の先端で、水平線の彼方かなたに消え行く客船の尻を眺めながらアインは呟つぶやいた。

「あれに乗れたらよかったんだけどな」

　隣でシオンが首を小さく横に振る。

「だからって密航はまずいでしょ？」

　アインは「だよな」と、軽く返した。客として乗船できるのは帝国の貴族や大商人だ。

　雑用でもなんでも良いから「客船で働かせてほしい！」と頼み込んだのだが、どこの馬の骨とも知れないアインたちは雇ってもらうどころか、門前払いされた。

「帝国軍の海兵だけでなく、専属の護衛魔剣士まで雇ってるとは思わなかったわ」

　アインとシオンの間に割り込んで、ティオーレがアインの腕を取り顔を見上げる。

「落ちこんでる場合じゃないでしょ！　アインもシオンも！」

　長い銀髪を振りまくように揺らしながら、ぷくっとほっぺたを膨らませる。

「そうだな。それにしても、ナナシキたちは大丈夫かな？」

「……お待たせいたしました」

　心配したところで、不意に背後から声を掛けられてアインの肩がビクッとなる。

　振り返ると、そこにはナナシキの姿があった。ナナシキと手を繋つないだエペタムが、空いている方の手を上げる。

「ただいまー！」

　無邪気に笑うエペタムにアインは笑顔で返した。

「お帰り。その雰囲気だと、帝都行きの船が見つかったんだな」

　短い黒髪をふるふると左右に振って、エペタムは言った。

「見つからなかったよ！」

　アインが確認するように恐る恐るナナシキに視線を向けると、彼女は普段通りの淡々とした口振りで「残念ながら」と返す。

　これで十連敗だ。乗る船が無いのである。

　アインが頭を抱えると、ナナシキが悲報に付け加えた。

「……ですが、このような募集を見つけました」

　ナナシキから手渡されたのは貼はり紙だった。アインはざっくり目を通す。シオンも隣から文面をのぞき込んで、内容を目で追っているようだった。

「海賊討伐隊員募集……って書いてあるな」

　まとめると、イビサ近海の諸島に海賊団が巣くっており、ここ数ヶ月で略奪が活発化してきたため、討伐隊の志願兵を募集している……という内容だった。

　取り仕切っているのはサイラム帝国海軍省だ。

　アインがシオンに聞く。

「このあたりの海に海賊なんているのか？」

「ええ。情報は剣けん封ぷう結けつ社しやでも掴つかんでたわ。主に狙ねらわれるのは中型未満の貨物船ね。特に魔ま導どう器き関連の資材が狙われてるらしいの。ここまでわたしたちが乗れそうな船が無いところをみると、海賊の襲撃を恐れて出航する船そのものが少ないんじゃないかしら？」

　ティオーレが首を傾かしげた。

「海賊ってなに？」

　ティオーレの仕草をみて、エペタムも同じような角度で首を傾げさせた。

「なぁに？　なぁに？」

　ナナシキが手の中に眼鏡を生成すると、それをかけてこたえる。

「……海賊とは、簡単に説明すれば海の盗賊団です。先ほど港湾管理局にも問い合わせてみたのですが、海賊討伐が済むまで、民間の商船や一般客船は運休とのことです」

　ティオーレは「悪い奴やつってどこにでもいるものなのね」と、感慨深げに呟つぶやいた。

　アインが腕組みをする。

「となると、海がダメなら陸路か」

　あまり時間はかけていられなかった。アインたちが帝都を目指すのも、アインの育ての親であるサードアイを追うためだ。

　サードアイは所属していた反帝国組織──剣封結社の情報を帝国へ売り渡し、さらに帝国の魔剣士ジュークを操ってアインを殺させようとしたのだ。

　育ての親に殺されかけたアインには、その真意を問う必要があった。

　シオンが自らの金髪をつまんで、指に巻き付けるようにいじりながらため息をつく。

「到着までの日数を考えると、陸路は現実的とは言えないわね」

　陸路には山脈が待ち受けていた。越えるに難がたく迂う回かいすれば帝都は遠のくばかりだ。

　アインはハッと気付いて目を丸くさせる。

「なあシオン。海路がこの調子なら、先生も陸路を選んだんじゃないか？」

「ええと……」

　迷うシオンに代わって、ナナシキが眼鏡のフレームを指で押し上げながら告げた。

「……港湾管理局で確認したところ、帝国所属の軍船は運航しているとのことです。サードアイが帝国に亡命したなら、軍船に乗り込んだと考えるのが妥当かと思われます」

　なるほどと、アインは思った。

「そっか。じゃあやっぱり陸路は無しだな」

　手にした貼はり紙の募集要項を再確認して、アインは決心した。

「海賊退治だ」

　ティオーレが瞳ひとみを輝かせる。

「悪い奴をやっつけるのね！」

「まあ、帝国からすれば所属してる魔剣士を倒して、砦とりでで大暴れしたあげく略奪までした俺たちって、海賊よりたちが悪いかもしれないけどな」

　悪童っぽくアインは笑った。村を出た頃より少年は精神的にたくましくなっていた。

　それが帝国軍の募集であっても、物もの怖おじしない。

　シオンがため息混じりで返した。

「陸路を選ぶよりは早いかもしれないけど、わざわざ海賊退治にアインが参加しなくてもいいんじゃない？　少し足止めはされるけど、港で待っていれば帝国軍が海賊を倒してくれるでしょうし……」

　アインはうなずいた。

「そうかもな。けど、俺たちが手伝えば、その分だけ海賊退治も早く終わるだろ。それに海賊が暴れて困ってる人がいるなら、なんとかしたいんだ」

　アインがまっすぐにシオンを見つめると、彼女は「アインらしいわね」と、微笑ほほえんだ。

　ティオーレも堂々と胸を張る。

「悪いのは襲ってくる連中の方だもの。容赦なくぶっとばしちゃいましょ！」

　ティオーレの言葉にエペタムが少し困ったような顔になった。それに気付いたらしくティオーレが訂正する。

「エペタムは悪くないから！　だからそんな顔しないで！」

「う、うん。ごめ……ありがとう！」

　最初は敵だったエペタムも、今はアインの魔剣として加わった仲間だ。

　アインがナナシキに告げた。

「よし。そうと決まればさっそく応募しに行こう。早いところ海賊を退治して、船の運航を元通りにしないとな。案内してくれナナシキ」

「……かしこまりました」

　ナナシキを先頭に、アインたちは桟橋から軍施設のある、港湾地区へと引き返した。




　アインたちは港からほど近い、軍の駐ちゆう屯とん所にやってきた。

　衛兵に貼はり紙を見たと告げると、さっそく女子供連れなことを怪しまれた。

　さらに衛兵が言うには、もう募集は締め切ってしまったらしい。

「だからほら、帰った帰った。まったく大人をからかうもんじゃないぞ」

　あくび混じりでものぐさそうな衛兵に、アインは堂々と胸を張った。

「見た目で判断しないでくれ。こう見えて俺たちは腕利きなんだ」

　あまりにきっぱり言い切るアインに、衛兵は「まあ、人数は多いに超したことはないと、ゼロン様も仰おつしやっているしな」と、しごくあっさり折れた。

　面倒を嫌ったのか、軍施設に臆おくすることない自信たっぷりなアインの態度を信用したのか、ともあれ無事、講堂に通される。

　集められたのは正規兵が百人ほどと、志願兵が二百人程度だ。志願兵のほとんどは船員風だった。

　奇妙なものを見るような志願兵たちの視線を集めても、アインは堂々としていた。

　兵員の列に並びながら、シオンがそっとアインに聞く。

「あっさり潜り込めたわね。わたしたちのこと、手配書とかになってないのかしら？」

「昨日の今日だし、まだ伝わってないんじゃないか」

　アインの楽観にシオンは少しだけ困った顔をする。その後ろで、ティオーレとエペタムが講堂や集まった人々をきょろきょろと見ていた。

　志願兵だけでなく、正規兵たちまでもアインらの風ふう貌ぼうが気になるらしい。群がるように集まる周囲の視線に、ナナシキが諦あきらめ気ぎ味みに呟つぶやいた。

「……目立たない方が良かったのですが、難しいようですね」

　そうこうしているうちに、講堂の壇上に少年が姿を現した。

　年の頃ならアインとそう変わらない。金髪碧へき眼がんの貴公子だ。隣に少年よりも背の高い、燃えるような赤い髪の美女が立っていた。その眼まな差ざしはルビーのように力強い輝きをたたえている。

　褐色の肌に赤い瞳ひとみという印象的な外見は、いやが上にも目を引いた。

　貴公子が講壇から言い放つ。

「諸君。今回は海賊討伐のため、よく集まってくれた。私はゼロン・マルドゥーク。帝国の名門マルドゥーク家の嫡子であり、彼女──世にも希まれなる名剣にして、我がマルドゥーク家の守護者リットゥの使い手である。つまり、魔剣士だ」












　堂々とした弁舌には自信がみなぎっていた。

　魔剣士と聞いて、シオンがつい身構える。リットゥの燃えるような雰囲気に、エペタムがブルリと身を震えさせた。

「エペタム、あの人怖い」

　ティオーレがフフンと笑う。

「あんなの、ただ背が高くておっぱいが大きいだけじゃない」

　私語を慎まない一角を、壇上の少年──ゼロンが睨にらんでくる。

「そこ。私の訓示中に私語とは無礼だぞ」

　アインが笑顔で返した。

「ごめんな。続けてくれ」

　シオンの表情が凍り付く。

「ちょ、ちょっとアイン……言い方ってものがあるでしょ!?」

　アインが不思議そうにぽかんとしていると、ゼロンが鼻で笑った。

「これだから地方というのは嫌になる。痴しれ者ものめ。私が寛大な性格でなければ、首と胴が離れていたぞ」

　それに対してアインは「ありがとうな」と、屈託無く返した。これにはゼロンの方が毒気を抜かれたように脱力する。

「ほほぅ……マルドゥーク家と聞いて物もの怖おじもしない、その根性だけは認めてやろう。名はなんという？」

「アインだ」

　再びシオンの顔が青くなった。声を殺して叫ぶ。

「そこは偽名でいいでしょ！」

　サードアイの依頼で〝アインを殺せ〟と命じられた魔剣士は、一人とは限らない。もしかしたら彼もその一人かもしれないのだ。だが、ゼロンは満足げに笑った。

「どこにでもいそうな、路傍の石のような名前だな。しかし……女連れで志願するとは、いったいどういう了見だ？」

「あー。ええと……みんな腕利きの冒険者だ。旅をして回ってるんで、自分の身は自分で守れるし、戦い以外のこともなんだって一通りこなせるぞ」

　ゼロンが氷のように冷たい視線でアインを見み据すえる。

「今回の出陣には一般の貨物船を装うため、こうして現地の人間を徴用したのだ。冒険者などに用は無い。今すぐ立ち去るが良い」

　アインはしれっとした顔で返す。

「なんだよつれないな」

　あまりにアインが気き易やすく話しかけるため、シオンの顔から血の気が引いていた。

　実際、ゼロンは不愉快そうにアインに告げる。

「なれなれしいぞ。私と魔剣リットゥがいる以上、我らの勝利に疑う余地は無い。だが、情報によれば愚かしくも、海賊どもにつく魔剣士もいるというのだ。私とリットゥが野良魔剣士ごときに後れを取るなどあり得ぬ。しかしだな……と、ともかく足手まといになるような女子供の出る幕など無いのだ」

「お前だって俺とそんなに歳としは離れてないだろ」

　アインは至ってマイペースに言う。

「う、うるさい！　重要なのは年齢ではなく実力なのだ」

　ゼロンの脇わきに立っていた褐色肌の女──リットゥが、じっとアインたちを見つめてから、口元を緩ませた。

「コイツらおもしろいわ。アタシは好きよ。だから、連れてってやろうじゃないさ」

　ゼロンは前髪のあたりを手のひらで覆うようにしながら、頭を垂れた。

「リットゥ……また気まぐれか。そういうのは止やめろと言ったはずだ。私が主人であるといつになったら理解するのだ、貴様という奴やつは」

「アンタのおしめを取り替えてやったことだってあるのにさ。偉くなったもんだねぇ」

　リットゥの暴露に、笑ってはいけないという講堂内の空気が膨張しかけた。

　集まった志願兵の連中は吹き出すのを必死に我慢している。アインが言った。

「尻に敷かれてるのか？　大変だな」

　アイン自身もティオーレには振り回されっぱなしなので、同情のつもりだった。

　瞬間──講堂内がドッと笑いに包まれる。

　笑いものにされて、貴公子の顔は真っ赤になり表情が引きつった。

「黙れ！　笑うな！　止めろ！　ええい本当に笑うの止めろってバカ！」

　威厳ありげな口調が崩れるくらいゼロンは動揺していた。隣でリットゥは涼しげな顔だ。少しだけ呆あきれ気ぎ味みに呟つぶやく。

「ホントに、もうちょっと落ち着いてほしいもんだねぇ」

　アインが壇上めがけて声を張った。

「ごめんな！　ええと、今のはお互いに苦労するって意味で……」

　アインの隣に立っていたティオーレが、アインの手の甲をぎゅっとつまむ。

「ちょっとアイン、それってどういう意味よ？」

「痛たたた。いや、意味って言われても……」

　シオンが眉み間けんにしわを寄せた。

「アイン、今の発言……危険よ」

　ナナシキがすかさず退路を確認する。

「……出入り口の警備は手薄です」

　壇上からゼロンがアインを指さした。怒りの表情がスッと消えて、じっとアインを注視してくる。その雰囲気の変わりように、巻き起こった笑いも静かに引いていった。

「お互い……と言ったな。どういうことだ？」

　こうなってようやく、アインは自分の発言がどう危険だったのか理解した。

　下手に隠さず素直に白状する。

「お前の魔剣もすごそうだな」

「ということは……貴様も魔剣士か!?」

「ああ、そうだけど」

「なぜ先にその事を言わぬのだ」

　まるで同志を見つけたかのように、ゼロンの表情から険しさが消えた。

「しかし……わかるか貴様にも。いや、魔剣士である貴様だからこそか。はっはっは、このリットゥはマルドゥーク家を守護する誉れ高い魔剣であるぞ」

　アインは首を傾かしげながら続けた。

「そんなの言われなくても、見ればわかるって」

　リットゥが嬉うれしそうに目を細める。

「やっぱり見所あるじゃないさ」

　一転、上機嫌になった貴公子と美女……と、アインの隣に並ぶ幼女と少女の二人。

「エペタム〝も〟すごい？　わーいわーい」

「アインに言われなくて〝も〟すごいわよ」

　逃げる算段を立てていたナナシキさえ、それを中断した。

「それほどで〝も〟ありません」

　シオン以外、全員まんざらではない雰囲気だ。

「なんでこうなるの？　わたしってば、心配しすぎ？」

　気落ちするシオンに気付いてアインが告げる。

「どんまいシオン」

「わたしはミスしてないでしょ」

　呆あきれ気ぎ味みにシオンは返した。

　ゼロンがアインを招くように、手を差さし伸のべる。

「壇上まで上がって来いアイン。貴様はこちら側の人間だ」

「はぁ？　こちら側って？」

　アインは怪け訝げんな顔で聞き返す。

「何を遠慮することがある」

「遠慮なんてしてないし、俺たちはここでいいから」

「それでは示しがつかぬからな。さあ、来るのだ。寛大な私だが、二度は言わぬぞ」

「示しなんて言われてもなぁ」

　脅しともとれる一言にも、アインはマイペースに振る舞った。

　何も考えていないように見えて、内心そうではない。

　ゼロンの申し出を拒否しても、無礼者だなんだと因縁をつけられかねない。

　かといって信用しすぎるのも良くないだろう。ゼロンがアインを近くに呼び寄せてから、いきなり斬きりかかってくる──なんて可能性も無いとは言い切れなかった。

（──寛大な性格ってのを信じたいところだが……）

　アインはティオーレの手を取った。

「付き合ってくれティオ。ナナシキ……もしもの時は二人を頼む」

「……承知しました」

　アインが人の列を迂う回かいしようとすると、志願兵たちが左右に割れてひとりでに道ができあがった。ゼロンが満足そうに言う。

「それで良いぞ愚民ども。魔剣士は選ばれた人間なのだ。道を空けるのは義務である」

　笑われた腹いせと言わんばかりに、見下すようにゼロンは言った。

　アインは左右に分かれた志願兵たちの顔をちらりと見た。一様に皆、怯おびえている。

　だが、ただ恐怖している風でもなかった。羨せん望ぼうや嫉しつ妬との類たぐいの感情が渦うず巻いているようだった。あまり良い気持ちはしない。

　ティオーレの手をとって歩くと、さっさと人の列を抜けてアインは壇上に上がった。

「これよりアインを我が副官に任命する」

「はあああ!?」

　アインの目が点になる。

「光栄すぎて茫ぼう然ぜん自じ失しつか。そもそも私は副官を置かぬ主義だが、魔剣士となれば話は別だ。しかし、このような売り込み方をせずとも、最初から魔剣士だと言えば良かったのだ。とはいえ、いやあ愉快愉快。今回の働きの如何いかんによっては、貴様をマルドゥーク家に召し抱えてやろう」

　ティオーレがぷくっとほっぺたを膨らませた。

「あたし、こいつ嫌い」

　同意するように褐色肌の美女がうなずいた。

「アタシも。なんか偉そうよねぇ」

　ティオーレとリットゥの視線が合う。

「気が合うわね」

「そうねぇ。奇遇だわ」

　ゼロンがうなだれながら落ちこんだ。

「お、おい貴様の魔剣はずいぶんと毒舌ではないか？」

　どうやらゼロンは斬るためにアインを呼び寄せたのでは無さそうだ。剣の間合いに入っても、ゼロンから殺気は微み塵じんも感じられなかった。

　本当に、副官にするつもりなのかもしれない。

「ごめんな。ええと、紹介する。こいつはティオだ」

「ティオじゃないわよティオーレよ！」

　お約束めいたやりとりに、リットゥが笑う。

「あっはっは！　変な連中ねぇ」

　ゼロンが真顔で言った。

「おっと……貴様の魔剣の能力はみなまで言うなよ。戦場で見せてもらおう。こちらの手の内も、同じく戦場にて披露してやるからな。楽しみにしておれ」

　アインは困り顔になった。もしシオンなら、こう言うだろうと思って聞く。

「なあ、魔剣の能力を作戦とか戦術に勘定しなくていいのか？」

「はっはっは。アインは魔剣士になってから日が浅いようだな。この未熟者め」

　アインを見下すように言うゼロンを、リットゥが笑った。

「アンタだってこれが初めての実戦じゃないさ」

「う、うるさい！　才能も技能も学園主席の私が、たかが実戦ごときでつまずくものか」

　気まずそうな空気が流れ、兵たちの士気が下がったようにアインは感じた。

　若すぎる指揮官に百戦錬磨の猛将ぶりは、最初から誰も期待していないだろう。けど、初陣というのはあんまりだ。確認するようにアインは聞いた。

「お前、人を斬きったことないのか？」

　斬って殺すということであれば、アインも殺したことはない。

「この私をお前呼ばわりとは、なんと無礼な。マルドゥーク卿きようと呼ぶが良い」

「あ、ああ。悪いゼロン」

　講壇の下でシオンが今にも泡を吹いて倒れそうなのだが、アインは気づきもしない。

「今、なんと言った!?」

「だから悪いって」

「そ、そうではない」

「じゃあゼロンの方か？　名前を呼んだだけだろ？」

　ゼロンはアインから目をそらした。

「ゆ、許す。特別に許してやろう。ゼロン様と呼ぶが良い」

　何をどう許されたのか、アインにはさっぱりわからない。隣でティオーレも首を傾かしげさせている。

「アイン。こいつ変な奴やつね」

「そうだな」

　リットゥがお腹なかを抱えて笑った。

「あーっはっはっはっは！　ゼロンって同年代の友達がいないのよねぇ。名前で呼ばれたこともほとんど無くて……ねぇ、マルドゥーク卿？」

「う、うるさいぞリットゥ。ともかくアインよ。貴様のような魔剣士になったばかりのひよっこがする心配など、休むに似たりということなのだ」

「海賊にも魔剣士がいるのに、大丈夫なのか？」

「無論だ。この私とリットゥが本気になれば、一ひねりよ」

　居並ぶ志願兵たちがざわついていた。指揮官としての落ち着きに欠けるゼロンの振る舞いに、不安が募っているんじゃないかと、アインには感じられた。

　落ち着きは無いがどこまでも自信たっぷりなゼロンを見て、ティオーレが呟つぶやく。

「やっぱりこいつ嫌い」

　これにリットゥがうなずいた。

「またもやアタシもよ」

　アインはリットゥに向き直り聞く。

「さっきから思ってたんだけど、そんな言い方しなくてもいいんじゃないか？　二人は仲間なんだろ？」

　ずっとリットゥに言われっぱなしなゼロンが、味方を得たりと表情を明るくさせる。

　アインの言葉にリットゥは目を細めた。

「アタシ、アンタみたいなのは好きよ」

　これにティオーレもうなずいた。

「あたしも大好き！　……って、だめよ！　アインはあげないからね」

「なにも取って食ったりしないよ。けど、仲間……ねぇ。なかなか帝都にゃいないタイプの魔剣士じゃないかい？　わざわざ田舎まで来た甲か斐いもあったってもんだよ」

　そう言いながらリットゥはゼロンの頭を撫なでた。

「ほらほら、機嫌直して訓示を続けな」

　指揮官が魔剣に頭を撫でられるというのは、志願兵だけでなく帝国の正規兵の士気にも影響が出そうな光景だった。

「え、ええい！　やめよリットゥ！」

「訓示を済ませるまでやめたげないよ」

　あくまでそっと、ゼロンはリットゥの腕を払いのけた。

「わ、わかった。アインとその魔剣は、私の脇わきに控えているがよい」

「あ、ああ。大人しくしてようなティオ」

「もう、しょうがないわね」

　それからしばらく、鼓舞するような調子を交えながらゼロンは訓示を続けたのだが、一連のやりとりがあったせいか、士気は結局上がらなかった。




　その日のうちに、空の貨物箱を詰んだ大型の輸送船は出港した。

　イビサから南下する途中の群島海域へと舵かじを切る。

　ゼロンに副官として取り立てられたアインは、輸送船の操そう舵だ室しつにいた。

　水平線がどこまでも続く操舵室からの眺望に、思わず吐と息いきが漏もれる。

「すごいな。こんなにでかい船が動くなんて」

　今朝、帝都に向けて出港する姿を見送った大型客船ほどではないが、それを二回りほど小さくした程度で、この輸送船も相当な大きさだった。高出力の魔ま導どう器きが搭載されており、力強く海を渡る姿は、一つの巨大な生物のようですらあった。

　積載量もその巨体に見合うものだ。小さな村一つ、丸ごと運べてしまいそうだとアインは思った。ともあれ、実際に乗り込んでみるとその大きさに驚きを禁じ得ない。

　操そう舵だ室しつの窓に背伸びをしながら貼はり付くようにして、エペタムが船体の脇わきについている小さなボートを指さした。

「ちっちゃいお船！　エペタムみたい！　なぁに？　なぁに？」

　エペタムの質問は隣のティオーレに向けられていた。

　まるで妹にねだられているような雰囲気に、まんざらでもない顔でティオーレは言う。

「あれはね……子供よ！」

「子供？」

「そうよ。そのうち大きくなったら、この船から分離して大きくなるの。そして、どんどん増えるんだから」

　エペタムの瞳ひとみが輝いた。

「わぁあ、ティオーレすごいね。なんでも知ってるね」

「当然でしょ？」

　フフンと鼻を鳴らして、控えめな胸を張るティオーレにナナシキが告げた。

「……あれは非常時に乗り込む救命用のボートと思われます」

　途端にエペタムが混乱しだす。

「え？　ど、どっちがほんとなの？」

　ナナシキの隣でシオンも困り顔だ。












「わたしも救命用のボートだと思う……かな」

　追い詰められたティオーレのほっぺたが、ぷくっと膨らんだ。

「二人とも夢やロマンがないわけ？　エペタムには空想力豊かに育って欲しいのよ」

「……嘘うそを教えるのはいかがなものかと」

　そんなやりとりに、ゼロンがアインに確認した。

「貴様の魔剣が同行するのはわかるが、そのほかの愉快な仲間たちはなんだ？」

「ん？　ああ、シオンのことか？　俺の命の恩人なんだ」

「ほほぅ。女に命を救われるとは、魔剣士にしては惰だ弱じやくであるな」

「そうかもな」

　アインは特に反論しなかった。

「あっさり認めるなどつまらぬやつだ。貴様も魔剣士ならば、もっとプライドを持て」

「プライドって言われても、いまいちピンとこないな」

　ゼロンは「嘆かわしい」とため息を吐ついた。ゼロンの斜め後ろで、壁に背中を預けながらリットゥが笑う。

「魔剣士なんて、みんな女に助けられてるガキみたいなもんじゃないさねぇ」

「う、うるさいリットゥ。だいたい、貴様はなぜ剣の姿にならぬのだ。帯剣できなくては、魔剣士として格好がつかぬではないか」

「アンタの腰こしにアタシが納まるかねぇ。アインだって魔剣を腰につけてないだろぅ？」

　アインは笑った。

「うちはそういう主義だからな。力を貸してもらう時だけ、魔剣になってもらってる」

　リットゥが勝ち誇ったような顔でゼロンに告げた。

「ほぅら。体裁にこだわるのもいいけど、その前にアンタは中身を磨かなきゃねぇ。アタシを腰に提さげるのは、一人前になってからだよ」

「勲功はこの任務で十分手に入る。実戦経験さえ積めば私は一人前だ」

「そういうもんかねぇ」

「そういうものだ。魔剣の貴様には理解できなくとも当然だろうがな」

　にらみあうゼロンとリットゥにアインが告げた。

「二人とも、もう少し仲良くしたらいいんじゃないか？」

「魔剣と仲良くなってどうする」

　ゼロンのムッとした顔がアインに向き直った。

「その方が息もぴったり合わせやすいだろ」

「なぜ私がわざわざ魔剣に呼吸を合わせねばならぬのだ」

　リットゥは笑った。

「そうよねぇ。アタシが合わせてあげなきゃ、アンタ弱いもんねぇ」

「う、うるさいぞリットゥ」

　アインは不思議と納得した。喧けん嘩かはしているのだが、ジュークとエペタムの関係のような、服従関係は二人から感じられない。

　むしろ、魔剣のリットゥの方に主導権があるように、アインには思えた。

　ゼロンが前髪を指で掻かき上あげるような素振りをしつつ、水平線上にぽつぽつと浮かぶ島々を見み据すえた。

「まもなく群島地域であるな。アインよ……田舎者の貴様に教えておいてやろう。この海域に伝わる物語をな」

「やぶからぼうに、なんなんだ物語って？」

「財宝伝説だ。海賊殲せん滅めつはそれの調査任務の一部に過ぎぬ」

　ゼロンは鼻から抜くように息を吐ついた。アインがぼーっとしているため、ゼロンの表情が険しくなる。

「そこはもっと驚くところであるぞ」

「お、おう。財宝なんてすごいな」

「今、面倒くさいやつだと思ったか？」

「ああ……ええと」

　口ごもるアインの顔をゼロンは指さした。

「図星であるな。無礼な奴やつめ。だが、財宝伝説を聞けば、愚鈍な亀かめのような貴様も、思わず駆け出さずには……いや、海上なのだからこぎ出さずにはおられまい！」

　アインは改めて、意外と細かくて面倒くさいやつだな。と、思った。

　村にいたころ、仲が良かった年下の男の子に行動がそっくりだ。

　親が仕事で忙しい時に、アインは良く遊んでやっていた。寂さみしがり屋やで気を引こうとしたがる性格は、ゼロンも一緒なのかもしれない。

　面倒くさいが、そういう子供の面倒を見るのも慣れている。

「どんな財宝なんだ？」

「願いを叶かなえる願望器──この島々のどこかに眠る財宝とは、王国の邪教徒どもがミーティアムと呼ぶものかもしれんのだ」

　アインは困り顔で首を傾かしげた。教会に住んでいたものの、間借りしていただけで教義を知らない。だからミーティアムという単語も初耳だった。

「そうか。田舎者は学も無いのだな」

　読み書きはサードアイに教わったのだが、アインが読んだことのある本は十指に収まるくらいだ。サードアイの蔵書はどれも、古代魔ま導どう文明に関する専門書ばかりだった。

「おう。で、ミーティアムってなんだ？」

「えらくあっさり認めるではないか。素直でよろしい。では教えてやろう。ミーティアムとは十じゆう字じ星せい教きようの主神たる、創世の女神の一部と言われているものだ」

「一部ってことは、いくつかあるのか？」

「二つに分かれたと言われておる。それらが揃そろうことで女神が復活すると、邪教徒どもは本気で信じているらしい」

　ちらりとアインの目の端に、シオンが入りこんだ。彼女はアインの目配せに気付いてうなずく。

「ミーティアムっていうのは初耳だけど、そういえば……どこかで……」

「どうしたんだシオン？」

「ううん、なんでもないわ。ちょっとミーティアムと似た言葉を、十じゆう字じ星せい教きよう関連の何かで見たような気がしただけよ」

　ゼロンは続けた。

「王国の連中ほど愚かな者どももおらぬな。神などなんの役に立つというのだ」

「へぇー。神様の半分が、この海のどっかにあるのか。なんかすごいな」

　信心深い訳ではないが、教会に住んでいたためかアインは素直に思った。

「魔剣士が神を信じるなどナンセンスだ。己の力を信じていればよいのだぞ」

　ずっとアインとゼロンの会話を聞いていたシオンが、アインの隣に立って聞く。

「マルドゥーク卿きよう、質問してもいいですか？」

「なんだ小娘？」

　ムッとするようなこともなく、シオンは続けた。

「ミーティアムがあるなら、どうして王国は調査をしなかったのか気になります」

「そういった説が唱えられだしたのは、ここ数年のことだからな。宝を守る守護者の存在も噂うわさされている。どういった罠わなかは知らぬが、秘宝に触れようとする者を拒む存在があるのやもしれぬ」

　アインはぼんやり「そうなのか」と呟つぶやく。そして首を傾かしげた。

「けど、もしその財宝の……ええと、ミー……なんだっけ？」

　シオンが「ミーティアムよ」と、付け加えた。アインが笑顔でうなずく。

「そのミーティアムってのは、神様の半分なんだろ？　見つけたとして、それだけ持ってても仕方ないんじゃないか？」

「甘いなアインよ。ミーティアムの別名は願望器というのだ。願いを叶かなえる力がある……と、そこまで十字星教のバカ信者どものように真に受けはしないが、なんらかの魔ま導どう文明の遺産であるに違いない。なら、手に入れて損はないだろう。それに、本物の女神の半身ならば、それもまた良いではないか」

「そりゃ、どうして？」

「私が帝都に持ち帰れば、王国も易やす々やすとは手出しできぬ。ゆえに女神の復活も叶わない。実にいい気き味みだ」

「いじわるだなゼロンは」

「むざむざと相手にくれてやってどうする。その女神が魔剣士を滅ぼす力を持っていることも考えられるのだ……可能性は極端に低いがな」

　アインは腕組みをした。

「じゃあ、ゼロンはその低い可能性が現実にならないよう、万が一のために調査に来たっていうのか？」

「そ、そのような言い方をすると、まるで私が下っ端のようではないか！　本当に貴様は無礼な奴やつだ。魔剣士でなければ斬きっているところだぞ」

　アインは「まぁまぁ」と、さも他ひ人と事ごとのようにゼロンをなだめながら聞いた。

「そうそう、海賊に魔剣士がいるから手に負えなくて、ゼロンが来たんだよな？」

「調査任務と海賊討伐。それを同時にこなす適任者は私しかいなかったのだ」

「相手の魔剣士が降参したら、どうするんだ？　仲間にするのか？」

　ゼロンはフフンと笑みをこぼす。

「それは相手の出方次第だ。魔剣士だからといって、無条件に認めるわけではないぞ。私には人を見る目があるからな。人面獣心など見破ってくれるわ！　ハーッハッハッハ！」

　自分はゼロンのお眼鏡にかなったのかと、アインは心の中でひとりごつ。

「このあたりで停泊して、連中の出方を見るとしよう。襲撃はおそらく日が落ちてからだ。月下の夜戦とは心が躍る」

　アインも覚悟を決めた。

　自分が殺さなくても、帝国兵と海賊の間で斬った張ったの命のやりとりが行われる。

　殺さずに殺されないようにすることだけを、アインは考えることにした。






２　海賊団の魔剣士と、ナナシキの強引な忠誠






　大小百近い島々の連なる海域で、輸送船は往生したように無人島沖に停泊していた。

　狼煙のろしのように煙を上げる。機関部の故障に見せかけるためだ。

　月が高くなると、輸送船を囲むように青白い光がいくつも現れた。まるで海域を徘はい徊かいする鬼火のようなそれは、海賊船団の投光器からの照明だった。

　羊が狼おおかみの群れに囲まれるように、輸送船は包囲されつつある。

　輸送船の甲板には帝国兵が、木箱を隠かくれ蓑みのにして戦いに備えていた。船員たちも操船をしながら、いよいよとなれば武器をとらなければならない。全員が迎撃の配置につく。

　輸送船の船首にゼロンとリットゥが立つ。脇わきには伝令の兵卒が数名、いつでも指示を受けられるよう待機していた。

　包囲を完了してからも、海賊船側からは音おと沙さ汰たが無い。

　副官に任命されたアインも、シオンたちを引き連れてゼロンとリットゥのそばに立つ。

　アインが投光器の光を見み据すえながら呟つぶやいた。

「ナナシキはシオンについていてくれ」

「……よろしいのですか？　今回のような状況では、私が適任と思われるのですが」

「状況に応じて呼ぶよ」

　ティオーレがにっこり笑う。

「ま、当然よね。アインもわかってるじゃない」

「ティオは相手の魔剣士が出てきてからだな」

「ええっ!?　じゃあどうするのよ？」

　ティオーレは怒るより先に驚いていた。アインが黒髪の少女を手招きする。

「エペタム。ちょっと様子を見てきてくれ」

「うん！　エペタムがんばる！」

　アインがそっとエペタムの手をとる。小さな身体からだが光に変わり、短刀となってアインの手元に収まった。ゼロンが振り返りながら、目を点にさせる。

「アインよ。それが貴様の魔剣なのか？」

「そうだけど、どうしたんだ？　驚いたような顔して」

「い、いや。てっきり私は、その長い銀髪の小娘が魔剣かと思っていたのだが……しかし短刀か。意外であったな」

　不思議そうにアインは首を傾かしげてから、ああ……と思った。

　魔剣士の原則から自分は逸脱しているのだ。それをゼロンは知らないのだから、この反応も当然だ。

　アインは鞘さやからエペタムを引き抜いて見せる。そこには有るべきはずの刃やいばが無い。

「おい！　刃が無いではないか!?」

「エペタムはそういう魔剣なんだ。じゃあ、ざっとでいいから見てきてくれ」

『いってきまーす！』

　アインがエペタムを振るう。アイン以外には不可視の刃は飛ひ翔しようすると、輸送船の周囲をぐるりと旋回して、敵方の戦力を確認した。

　そして一分もしないうちに、不可視の刃が戻ってきた。

　アインの手から離れて少女の姿に戻ると、エペタムは指さし言う。

「あっちの船は、人少ない。後ろの船は、人多い。みんな武器持ってる。あと、あっちの船は大砲積んでて、こっち狙ねらってた。で、一番奥の船に、強そうなのいる」

「そっか。ありがとうな」

　エペタムの頭をアインは優しく撫なでる。すると、全身をプルプルっと震えさせるようにして黒髪の少女は喜んだ。ゼロンが小さく唸うなる。

「むう……その情報、確かなのか？」

「たった今見てきたことだから間違いないって」

　リットゥが伝令の兵卒を手招きした。

「海賊の主力は船尾側の船みたいだし、そっちの警戒を強めておきなさいな。左さ舷げん側の砲撃はアタシらで対処するわ」

　兵卒は急いで伝令に向かった。ゼロンがため息混じりで言う。

「また勝手な真ま似ねを……」

「アタシが言わなくたって、結局そう指示するんだから一緒じゃないさ」

「フンッ……左さ舷げん側に向かうぞ。アイン、ついてこい」

　二人についてアインたちも船首から左舷側に回る。リットゥが対処するというのだが、どうやって砲火を防ぐのか、アインも知っておきたかった。ゼロンに聞く。

「なあ、大砲なんて撃たれたらやばくないか？」

「私がリットゥを振るえば砲弾など恐るるに足らぬ。しかし、海賊ども……ただ包囲するだけとは、いったいどういう了見だ？　積荷をよこせとも言ってこぬとは」

「こっちの作戦がバレてるのかもな」

　アインの言葉にゼロンはうなずいた。

「集めた船員の中に海賊の間者が紛まぎれておったのやもしれぬな。だが、それも想定内だ」

「強がってないか？」

　金髪の貴公子はムッとすると、早口でまくしたてた。

「そ、そのようなことはないぞ！　そもそも海賊船が何隻いようが私の力の前では関係ない。そうだ！　今からそのことを証明してやろう。向こうから来ぬというのなら、我が力で一隻沈めてくれる。リットゥよ我が刃やいばとなれ」

　ゼロンがリットゥの手首を握って引っ張った。だが、リットゥはその場に立ったまま、ぴくりとも動かない。褐色肌の美女は退屈そうにあくびをしながら、主人に告げる。

「先に手出しするのは、あんまり気が乗らないねぇ」

「な、なんだと!?」

「だいたいアタシがなんで雑ざ魚この相手をしなきゃいけないのさ？　それに沈めたら海賊がびびって逃げるかもしれないじゃない。乱戦にするんじゃなかったかしらねぇ？」

　二人がにらみあっている間に、遠方から砲火が響いた。

　海賊船からの砲撃が輸送船めがけ放たれたのだ。それは輸送船の積荷の空箱に着弾し、派手に爆発を起こす。輸送船の甲板が燃え上がった。

　アインの耳元でシオンが息を呑のみながらささやく。

「これって、まずいわよね」

　ナナシキがシオンを庇かばうように前に立った。

「……私のそばから離れないでください」

　その間にも、二射目の砲弾が甲板に着弾した。海賊たちは、まるで積荷など無いことを知っているかのようだった。ゼロンがもう一度リットゥの腕を掴つかむ。

「先に二度撃たせた。もう十分だろう？」

　リットゥは首を左右に振った。

「それより、あのボウヤの力を見せてもらおうじゃないさ」

　命じられるまでもなく、アインの意識は戦闘時のそれへと切り替わっていた。

　エペタムの小さな手をとる。うなずくと彼女の身体からだは再び短刀となった。抜き払いアインは不可視の刃に語りかける。

「エペタム。見えるか？」

　砲撃をしてくる海賊船をじっとアインは見み据すえた。

『うん。見える。アインの目はエペタムの目』

　遠く、くぐもった砲声にアインは反応するようにエペタムを振るった。

　直後──海賊船と輸送船の中間点で爆発が起こる。

　アインは飛んでくる砲弾をエペタムで切り払ったのだ。ゼロンが目を見張る。

「ほ、ほほう。そういうこともできるのか」

「ここは俺とエペタムが防ぐ」

「ならば任せてやろう。私のために存分に働くが良い」

　ゼロンが伝令で船を進ませた。向かうは正面奥の海賊船だ。

　手前に陣取った兵力の手薄な海賊船の脇わきを、輸送船は突っ切って先へと進む。

　脇からの砲撃はすべてアインが切り払った。

　奥に陣取った海賊船は他の船よりも大きく、外装まで立派なものだ。船首に女神像を掲げ、魔ま導どう器き動力船ながら帆を張り、その帆には海賊らしくドクロが描かれている。

　エペタムが「強そうなやつ」を発見したのも、この船だろう。

　月明かりとそれぞれの船の投光器によって、お互いの船の乗員が視認できる距離まで、近づいた。そのまま船は行き違うように進路をすすめる。

　輸送船が海賊船に横付けした。斜め後方に置き去りにした敵船からの砲撃が止やむ。

「これだけ味方の船に近づかれたら、あっちも撃ってこられないよな」

　アインはエペタムを手元に戻す。

「ありがとうエペタム。ちょっときつかったか？」

　少女の姿に戻ると、エペタムはちょこんとうなずいた。

「あっついの苦手。ちょっとあつかった」

「よくがんばったぞ。少し休んでてくれ」

「はーい！」

　エペタムは両手を万歳させて笑う。無む茶ちやをさせたかと心配だったアインもほっとした。

　輸送船の船尾側では、剣けん檄げきと怒声怒号が上がっていた。

　兵員を載せた海賊船が追いつき、海賊たちが輸送船にハシゴを掛けて乗り込んでくる。それを迎え撃つ帝国兵や輸送船の乗員たちと、たちまち乱戦になった。

　輸送船の甲板のそこかしこが、小さな戦場と化す。

　まだ船首側には海賊の雑兵は回ってこない。帝国兵たちは精せい鋭えい揃ぞろいなのか、数の不利にも負けていなかった。アインはティオーレに聞く。

「調子はどうだ？」

「ばっちりよ。まかせてちょうだい！　エペタムも良くがんばってたけど、美お味いしいところは、もれなくあたしが受け持ってあげるんだから」

　憂うような表情を浮かべて、シオンがアインに言う。

「ナナシキも連れていってあげて。わたしだって海賊くらい倒せるし……」

　シオンがそっと自分の剣の柄つかに手を掛ける。腰こしに帯びたその剣は、イビサでそろえたものだ。良い剣だが魔剣ではない。アインは首を左右に振った。

「シオンも一緒だ。みんなでまとまって行動しよう」

「け、けど……わたし、またみんなの足をひっぱるかもしれないし」

　ティオーレが笑い飛ばすように言う。

「シオンってば、いっつもそれなんだから」

　アインが手を差さし伸のべた。

「俺が守るよ」

　シオンの頬ほおが赤らむ。

「あ、ありがとう。けど、こんな状況で言われたら……その……へ、変な風に勘違いしそうになるじゃない」

「……？」

「べ、別になんでもないわ！　気にしないでお願いだから！」

　首を傾かしげるアインに、シオンは恥ずかしそうにしながら、ぷいっとそっぽを向いた。

　と、同時に輸送船が大きく揺れる。輸送船に海賊船がぴたりと横付けされたのだ。

　他の海賊たちよりも二回りほど大きい髭ひげ面づらの眼帯男が、海賊船からハシゴを渡って輸送船に降り立った。海賊帽をかぶった風体と、そのふてぶてしいまでに堂々とした態度から、男が海賊たちの頭目だと見当が付く。

「積荷が帝国兵たぁ驚いたな」

　男はアインを見つけると、鼻で笑った。

「なんだガキ？」

「ガキじゃない。アインだ。そっちこそ何者だ？」

　眼帯男の腰には、海賊が好んで使うカトラスが携たずさえられていた。ティオーレが不思議そうに首を傾げる。

「魔剣士っぽくないわね」

　アインもうなずいた。エペタムに視線を送ると、黒髪をフルフル揺らして「違うよ」と呟つぶやく。どうやらエペタムの言う「強そうなやつ」は別にいるようだ。

　眼帯男は開いている隻眼でアインを見み据すえた。

「俺はここらの海域を仕切ってる海賊団の団長、カイリュウだ」

　アインはカイリュウを睨にらみ返かえす。ティオーレが心配そうにアインに聞いた。

「ね、ねえアイン？　どうしたの？　黙っちゃって」

「倒していいんだよな？」

「当然でしょ！　こいつをやっつけて、海の平和を取り戻せば帝都に行けるし！」

　二人のやりとりに海賊団長──カイリュウは苦笑いだ。

「ガキが言ってくれるじゃねぇか」

　アインがティオーレにそっと手を差さし伸のべる。

「やっとあたしの出番ね」

　満足そうにティオーレが微笑ほほえんだ矢先──。

「アインよ、そこまでだ」

　リットゥを引き連れてゼロンがカイリュウの前に立った。先ほどから出るタイミングを計っていたようだ。

「ちょ、ちょっと！　なに出てきてんのよ！」

　ティオーレが顔を真っ赤にさせて抗議する。

「銀髪の小娘も下がっているが良い」

「小娘じゃないわよティオーレよ！」

　アインが「まぁまぁ」とたしなめる。ゼロンの乱入でアインとしても集中力が途切れてしまった。ゼロンはカイリュウの顔を指さし告げる。

「ずいぶんとわかりやすい海賊の姿をしているではないか。わかりやすすぎて滑こつ稽けいだぞ」

　カイリュウが大きく口を開けて威圧するように返す。

「こういう商売ってのは、そのわかりやすさこそが重要なんだよ！　びびらせた者勝ちなんだ。ガキにゃあわからんだろうがなぁ」

　アインが嘆息混じりに、ぽつりと呟つぶやいた。

「なるほど。けど残念だったな。この船には海賊が脅しとるような物なんてないぞ？」

　すでに帝国兵が応戦している時点で、この輸送船が偽装船であることは明白だ。

「まあそれならそれで構わねぇ。いや、むしろ魔剣士が乗ってる方が好都合だからな。おっと、理由はあえて言わねぇぜ。ここでお前ら皆殺しなんだしよぉ」

　挑発的なカイリュウの視線はリットゥを捉とらえていた。だが、リットゥはといえばカイリュウのことなど眼中に無いらしい。

「ふああぁ……なんだかやる気が出ないねぇ。アインたちに任せましょ？」

　リットゥの宣言にゼロンが目を丸くさせた。

「な、なにを言うのだリットゥ！」

「もっと燃えるような相手じゃないとねぇ。それにアインの力も見てみたいじゃないさ」

　ゼロンは軽くせき払いを挟むと、リットゥの説得を始める。

「先ほどアインは力を見せたではないか。魔剣も消耗しているのだし、この窮地に手を差し伸べてやることで、アインも私に畏敬の念を抱くというものだろう」

「それはどうかしらねぇ？」

　不敵な笑みを浮かべるリットゥに、ティオーレが小さくウインクする。

「わかってるじゃない！」

　そんなやりとりの一方で、アインはカイリュウの妙な余裕が気になっていた。

「というわけで、俺たちが相手をする。そっちの魔剣士はどこにいるんだ？」

　アインの問いかけにカイリュウが髭ひげ面づらを緩ませる。

「そうかそうか。ガキ二人ってのはそういう理由だったか。赤毛のお前も魔剣士ってんなら、こりゃあ狩り甲が斐いもあるな」

　カイリュウは振り返ると海賊船めがけて声を上げた。

「来い！　愛あい染ぜん！」

　海賊船のマストの上から、影が跳ぶ。輸送船の甲板に着地し、アインとカイリュウの間に割って入った。

　髪は短く胸の膨らみもかすかだが、体つきは少女のそれだ。身長に見合わない大太刀を腰こしに提さげていた。

「父さんを傷つけるやつは、ボクが許さないぞ」

　アインを睨にらみつける表情は険しい。アインの脇わきでエペタムがぶるりと震えた。

　シオンも咄とつ嗟さに身構える。魔剣士相手に戦えない彼女を、そっとナナシキが庇かばう。

　ゼロンがため息混じりに告げる。

「なんだ女の魔剣士か。興ざめだな」

　リットゥはといえば、先ほどとは打って変わって、興味津々という面持ちだ。

「今日は本当に驚くことばっかりねぇ。とりあえずお手並み拝見といこうじゃないさ」

　アインたちに戦わせる方針は変わらないらしい。視線を向けなおしてアインが聞く。

「親子なのか？　全然似てないな」

　海賊の魔剣士──愛染は首を左右に振った。












「父さんはボクらを拾ってくれた恩人だ。本当の親子じゃなくても父さんだ！」

　なるほどと思いかけてアインは首を傾かしげた。

「あれ？　『ボクら』って……他にもいるのか？」

　これにティオーレが気付いて、耳打ちするようにアインに言う。

「ほら、きっとアレよ。魔剣と魔剣士ってつながりが深いでしょ。自分と魔剣がセットで拾われたって思ってるのよ」

「あー、なるほどな。ティオって頭がいいな」

「当然じゃない！　ずっと隠してたけど、実はあたしって知識の宝庫なのよ！」

　背後でナナシキの「……はぁ」というため息が漏もれ出たのだが、ティオーレは気付かなかった。シオンが愛あい染ぜんの魔剣を確認してアインに告げる。

「どうやら刀みたいね。刀型の魔剣はテンゲン幕府に所属してる魔剣士が使う事が多いわ。わたしたちが知らない剣術を使ってくるかもしれないから、気をつけて」

　アインはゆっくり息を吐き出しながら、小さくうなずいた。愛染が大太刀の柄つかを握る。

「行くよ蛍ほたる丸まる！」

　アインはゼロンとリットゥをちらりと見た。ゼロンは不満げだが、リットゥがすっかり観戦を決め込んでしまったらしく、この場はアインが抜かなければならなそうだ。

「……まずは私がお相手しましょう」

　唐突にナナシキがアインの隣に立った。

「……私の役割は相手の力をみるためのものです。ティオーレの性能は希け有うなものですが、汎はん用よう性においては私の方が上と判断します」

　これにティオーレが反発する。

「相手に力を使われる前に、速攻で叩たたき折ってもいいじゃない！　相手は女の子なんだし怪け我がさせるよりも……ハッ!?」

　ティオーレが急にしゅんとなった。シオンとのことを思い出したらしい。

「うう、ご、ごめんねシオン。あれはわざとじゃなくて……ううっ」

「……決まりですね」

　ティオーレのテンションは自責の念で下がってしまった。それを見るなり、ナナシキの方から積極的に手を取ると、アインに自身を抜かせようとする。

　これにゼロンが「あっ！」と声をあげ、リットゥは「やっぱり」とでも言いたげな顔をした。ナナシキに先を越されて、落ちこんでいたティオーレが再び声を上げる。

「あっ！　ちょ！　ずるいわよ！」

　見る間にナナシキの身体からだは光に包まれ、長剣となりアインの手に柄を握り込まれた。

「……早い者勝ちです」

　アインは少しだけ、困ったような顔になった。

「強引だな」

「……初見の相手ですから」

　目を白黒させたまま、一部始終を見ていたゼロンがアインに詰め寄った。

「ど、どういうことなのだアイン！　貴様の魔剣はその黒髪の子供ではないのか？」

「エペタムもナナシキも、ティオも俺の魔剣だぞ」

　アインのそばでシオンが「全部正直に言わなくてもいいのに……」と、小声でぼやく。

　ゼロンは引きつったような笑みを浮かべた。焦りや強がりが表情に浮かんでいる。

「お、おもしろいではないかアイン！　そのような魔剣士、聞いたことがないぞ。見せてもらおうか。貴様の力を！」

　アインはうなずくと、改めて愛あい染ぜんと対たい峙じした。

「魔剣士はみんな……ボクらの敵だ」

　愛染はそう呟つぶやくと、ゆっくりとした所作で大太刀──蛍ほたる丸まると呼ばれた刀を抜き払った。

　その刀身が薄ぼんやりとした緑色の光を纏まとって、夜の闇やみに浮かびあがる。

　幻想的な光景と、魔剣を抜いた緊張が重なる刹せつ那な、先に仕掛けたのは愛染だった。






３　純粋にして無垢なる剣






　小柄な愛染の身体からだには不釣り合いな大太刀──蛍丸。

　だが、身の丈に合わなくとも、愛染は蛍丸を自身の手足の一部のように扱った。

　その一撃は速く重い。が、アインも負けていなかった。愛染が憎しみを込めた視線で、アインを見み据すえながら上段から斬きりかかる。

「死ねええええ！」

　殺気の凝縮された一撃を受けきると、アインは返す。

「なんでそんなに魔剣士を憎んでるんだ？」

「ボクらを利用するだけじゃないか！」

「そういうお前だって魔剣士だろ？」

「違う！」

　続けて放たれる愛染の攻撃を、アインはきっちりと受け止める。ナナシキの能動的な防御アシストはほぼ、使われていなかった。

　アイン自身の判断で、相手の攻撃に反応できている。

　二合、三合と打ち合ううちに、間合いが詰まってきた。踏み込めば懐に入ることができるのだが、アインは攻撃に出ない。

「なにが違うんだ？」

「違うったら違うんだ！」

「なあ、そっちの魔剣の……蛍ほたる丸まるだっけ？　事情を聞かせてくれ」

『…………えぇと』

　アインの呼びかけに、困惑するような声が愛あい染ぜんの手元からこぼれ落ちる。おっとりとした、おとなしめで穏やかな声こわ色いろだ。

　愛染がアインをいっそう睨にらみつけた。

「蛍丸に話しかけるな！」

「いいだろ別に。減るもんじゃないんだし」

　これにはアインの手の中から反論が出る。

『……戦闘中です。集中してくださいアイン』

「集中はできてるぞ。むしろ調子がいいくらいだ」

　アインは軽くナナシキの柄つかを握り込んだ。まるでうなずくように、ナナシキの切っ先が軽く上下する。

『……たしかに、今の攻防において、アインは私の補助をほとんど必要としませんでしたが……懐に入る好機をわざと逸したのは理解できません』

　そうだな。と、アインは呟つぶやいてから愛染を見み据すえた。

「俺は知りたいんだ。どうしてお前は魔剣士になったんだ？　なんで戦うんだ？」

　見つめられて愛染はバッと後方に飛とび退のいた。アインへの警戒心はそのままだ。

「それを教えたら、大人しく殺されるのか？」

「そんな約束はできない。俺にも守らなきゃならないものが、たくさんできたからな」

　アインは笑った。戦いの最中であっても、こういう性格は変わらないと、アイン自身呆あきれるほどに思う。

「だったら教えない！」

「そこをなんとか、教えてくれ！」

「ふ、ふざけてるのか！」

「こういう性格なんだ」

　観戦していたゼロンが笑う。

「アインよ。貴様はバカか？　敵の事情など知ってどうする。早々に倒してしまえ！」

　リットゥはといえば、アインの言葉に口元を緩ませっぱなしだ。

「いいわねぇ。変な子は大好きよぉ」

　ゼロンがフンッと鼻を鳴らす。

「では、私はリットゥに好かれていないようだな」

「なに言ってんのよぉ。アンタが一番好きに決まってるじゃないさ」

「その言葉、純粋なる忠誠心と思っておこう」

　その間にも打ち合いは再開されていた。

「死ねええええええ！」

　愛あい染ぜんが蛍ほたる丸まるを真一文字に薙なぐ。それをアインはナナシキで防いだ。刃やいばがぶつかり合う度に火花が散る。

　アインは戦いを拒否せず、愛染の攻撃に向き合うように応じ続ける。

　シオンもエペタムも、アインの性格は百も承知と黙って見ていたのだが──。

「あぁん！　もう！　そこよ！　チャンスじゃない！　もっと踏み込んで！　今！　今のタイミングで反撃できるでしょ！」

　抜いてもらえなかった鬱うつ憤ぷんを晴らすように、ティオーレが声を上げた。

　アインがティオーレに向けて返す。

「無む茶ちや言うなってティオ！　結構防戦で手一杯なんだぞ」

　手の中でナナシキが呟つぶやいた。

『……ティオーレの言うタイミングで、反撃は可能でした』

　愛染がフーフーと息を切らし、肩を上下させる。

「喋しやべってばっかで、ボクのことをなめてるのか!?」

「真剣に戦ってるぞ」

「嘘うそだ！　父さんどうしよう。こいつ、すっごく硬いよ」

　愛染の後ろで腕組みしながらカイリュウは言う。

「愛染よ。お前なら大丈夫だ。思い出せ。願いを叶かなえるんだろう？」

「う、うん。だけど……」

　泣きそうな顔で愛染はそっと首だけ振り返る。隙すきだらけだ。

『……攻撃の好機ですアイン』

　アインは動かない。似ても似つかぬカイリュウと愛染の親子関係が、気になるのだ。

　カイリュウは続ける。

「この海域で魔剣士を倒せば、その死の瞬間に放出された干渉力が願望器に蓄ちく積せきされる。それでお前たちの願いを叶えられる。いや、いいんだ愛染。みなまで言うな。お前の親を思う気持ちはよぉおおく解わかる。だがな、俺の願いはもうとっくに叶ってるんだ。お前たちという可愛かわいい二人の娘を得られたことこそ、俺にとってなによりの幸せだ」

　その言葉に愛染の瞳ひとみにぶわっと涙が浮かんだ。

「と、父さん……」

「俺は本当の父親じゃあない。だが、お前たち二人の幸せを心から願ってる。それが俺の……父さんの唯一の望みなんだよぉ」

「ありがとう父さん！　ボク……こいつを殺すよ！　父さんと蛍丸のために！」

　愛染が向き直るとアインを見み据すえた。再び蛍丸を構え直す。次の瞬間──。

　アインの身体からだが吹き飛んだ。

「──ッ!?」

　瞬時に対応したのはナナシキだった。愛染は一瞬で間合いを詰めると、アインの身体を斬きり上げたのだ。

『……戦闘力30％低下』

　強固なナナシキの刃はが欠けるほどの一撃に、アインは目を見張った。空の木箱に背中から叩たたき付つけられる。威力を殺しきれず、木箱が爆はぜるように砕け散った。

　瓦が礫れきの中からアインは立ち上がる。痛みもあるが、それ以上に身体からだが重い。

「あいつ、急に無む茶ちや苦く茶ちや強くなったな」

『……原因不明。おそらく魔剣固有の能力かと思われます。近接戦による打ち合いはこちらの不利と考えます』

　愛あい染ぜんが追撃のため、蛍ほたる丸まるを構えてアインめがけ突進する。動きだけは直線的で読みやすいのだが、その威力は段違いに跳ね上がっていた。

　咄とつ嗟さに横に跳んでアインは逃げる。避よけるというのであれば、そこからの反撃もあり得るのだが、反撃など考えずにアインは跳んだ。

　積んであった木箱が愛染の空ぶった一撃で吹き飛ぶ。まるで嵐あらしのようだ。

「死ねええええええええええええええええええええ！」

　泣きながら魔剣を振るう愛染は、半ば暴走状態にあった。振り回した蛍丸を甲板に叩きつける。すると、それだけで甲板の一部が崩落するように崩れた。自分でやったことなのに、それすら理解する余裕もないのか、愛染は瓦礫の下に没する。

　ゼロンがやれやれと笑う。

「どうやらここまでか。これ以上暴れられて船を壊されても面倒だ。行くぞリットゥ」

　少し残念そうにリットゥが息を吐つく。

「仕方ないねぇ」

　ようやくマルドゥーク家に伝わる由緒正しき魔剣が、その重い腰こしを上げようとしたところでアインは声を上げた。

「来てくれ！　エペタム！」

「はーい！」

　アインのピンチに飛び出す準備のため、軽く屈伸運動までしていたティオーレが、膝ひざを折って屈かがんだまま両腕で膝を抱えてうつむく。

「どうしてよ！　ここはあたしの出番でしょ？　そう思うわよねシオン！」

「そ、それは……ええと……」

　ティオーレはほっぺたをぷくーっと膨らませた。

「アインの……バカ……」

　アインはナナシキからエペタムに持ち替えた。エペタムが短刀へと姿を変え、入れ替わりでナナシキが少女の姿に戻る。

　その髪から艶つやが消え、すっかり傷いたんでしまっていた。

「ティオ！　ナナシキを頼む！」

　スッとティオーレは立ち上がった。

「アインはあたしのこと使ってくれないの!?」

「一番頼りにしてる。ティオで負けたら俺たちは終わりだ」

　臆おく面めんも無くアインは言う。ティオーレの顔が耳まで真っ赤になった。

「そ、そうよね。あたしがアインの切り札だもんね」

　ティオーレの言葉にうなずきながら、アインは手中のエペタムに告げる。

「愛あい染ぜんは大振りだ。うまく隙すきをついてくれ。ただし、必殺の一撃は無しだぞ」

　エペタムの正しい使い方は暗殺だった。回復のいとまも与えず首を落とす──今のアインの技量ならできなくもない芸当だが、その戦い方はエペタムもアインも、望むところではなかった。

『やってみるね！』

　自分で崩落させた甲板の中心から飛び出して、甲板に着地すると、愛染はアインに憎しみをぶつけるように口を開いた。

「よくもやったな！」

「それはお前が自分でやったんじゃ……」

「問答無用！」

　愛染が突撃の一歩目を踏み込む、それより早くアインは手首を返すようにしてエペタムを放った。不可視の刃やいばの風切り音は、ほんのかすかなものだった。にもかかわらず──。

『愛染ちゃん、気をつけて』

　蛍ほたる丸まるが愛染の突撃を制止した。蛍丸の声に愛染は、まるで凍り付いたようにぴたりと動きを止める。

　先ほどまで流れっぱなしだった愛染の涙が、優しげな声を聞くなり止やんでいた。その様を見てカイリュウが「チッ」と舌打ちする。

「こいつのムラッ気はどうしようもねぇなぁ……ったく」

　小声でカイリュウは呟つぶやいた。愛染が請うように手中の大太刀に聞く。

「わかったよ蛍丸。ど、どうしたらいいかな？」

『ええと……どうしましょう？』

「困るよ蛍丸！　集中してるときに、あんな風に言われたら力が抜けちゃうだろ？」

　魔剣と魔剣士の意思疎通が図れていない、まごついた状況をアインは……いや、エペタムが見逃さなかった。

『くるんくるんくるんすぽぽーん！』

　陽気な声で不可視の刃が愛染の身体からだのラインを採寸するように、くるくる回る。その光景がきちんと見えていたのは、エペタムと契約しているアインだけだった。

　つい、心配になってアインは不可視の刃を目で追いがちなのだが、そんな心配が現実のものとなった。

「お、おいエペタム！　別の意味でやり過ぎだって！」

『ふえ？　でもでも、エペタムがんばったから！』

　がんばったならしかたな……くない。と、アインが言う前に、事は終わっていた。

　エペタムの刃はが柄つかに戻ると、同時に愛あい染ぜんの衣服が、はらりはらりと花の花弁が舞い散るように落ちていく。

　アインの視線の先で愛染は一糸まとわぬ姿になった。

「う、うわああああああああああああああ！」

　蛍ほたる丸まるを手にしたまま、あいてる腕で愛染は胸を覆うように隠す。

　ティオーレが指さし言った。

「裸族よ！　変態が出たわよ！」

　シオンが隣で「ティオーレが言うのはちょっと、どうなのかしら」と、困り顔だ。

　シオンたちに合流したナナシキもうなずく。

「……隠すのであれば、胸よりも下が優先ではないでしょうか？」

　戦いの場が一気に弛し緩かんし、愛染から向けられた殺気も消し飛んだ。

　そのままアインは海賊団長カイリュウに降伏勧告を促す。

「愛染は倒したぞ。魔剣士抜きじゃ、そっちに勝ち目は無いんじゃないか？」

　カイリュウは隻眼でアインを睨にらみ返かえす。

「娘を辱めてただで済むと思うなよ」

　ゼロンがアインを擁護するように口を挟んだ。

「殺されなかっただけ良かったと思うがいい。海賊の団長よ。大人しく従うのであれば、命だけは助けてやろう」

　カイリュウは鼻で笑う。

「お偉い帝国の貴族様らしい、型にはまったセリフじゃねぇか」

「う、うるさい。今のを型にはまったと負け惜しむ時点で、貴様自身が型にはまった人間だと告白したようなものだ。そもそも進んで求めずとも、私のような才人からは後光のように個性がにじみ出てしまうのだ！　はーっはっはっは！」

　ゼロンが高笑いをしている間、アインは愛染の様子に首を傾かしげたままだった。

「なんか……変だな」

　野性の勘にも近い、アイン自身が持つ本能のようなものだった。愛染の身体からだは美しく均整がとれすぎている。そういう四し肢しや裸体を、アインは見たことがあった。

「綺き麗れいだな」

　愛染がアインを睨みつける。

「こんなことしておいて言うことか！」

「ごめんごめん」

　アインにしてみれば、謝る気持ちは本心からなのだが、いかんせん軽すぎるため余計に愛染の怒りを買ったらしい。愛染の手の中で大太刀が告げた。

『愛染ちゃん、ちょっと交代しよっか？』

「気をつけてね蛍丸。あいつ、今まで倒した連中とはなんか違うよ」

　そう言うと愛あい染ぜんの身体からだが、唐突に光を発した。アインが目を丸くする。その光景は、ティオーレやナナシキやエペタムが、少女から魔剣に変わる時のそれと良く似ていた。

　そして愛染の手中にあった大太刀は、長い黒髪も美しい、しとやかそうな少女に姿を変えた。思わず言葉が漏もれる。

「いったい、どうなってるんだ？」

　アインだけでなく、シオンもナナシキもゼロンも目を皿のようにしていた。アインの手中のエペタムは『？』と、驚く素振りはないのだが、なにが起こったんだろうと、不思議に思っているようだった。

　リットゥはうっとりした顔で「今日はついてるわねぇ」と、ひとりごつ。

　入れ替わるように現れた長い黒髪の少女に、ティオーレが聞いた。

「あれ？　愛染が消えちゃったけど、あなたもしかして……」

「蛍ほたる丸まると申します。そして、これが愛染ちゃんです」

　蛍丸と名乗った少女は短刀を鞘さやから抜き払い身構えた。

　見事な刀だが、蛍丸のように刃やいばが薄ぼんやりと光ったりはしていない。

『ボクの仇かたきを討って！　蛍丸！』

「あの方の服を脱がせてさしあげればよろしいのかしら？」

　どことなく上品で、ゆったりとした優しい口振りは、アイン以上にこの場の空気を読まないものだ。












「俺が脱いだら剣を納めてくれるか？」

「どうしましょう。お父様はどう思われますか？」

　カイリュウは「がっはっは」と笑ってから続けた。

「お前は愛あい染ぜんと違って、どうにも戦いにゃ不向きな性格だな。いいか蛍ほたる丸まる……敵は殺せ。殺して殺して殺し尽くせ。それがお前たちが幸せになれる唯一の方法だ」

「そう……ですか。困りましたわ」

　眉まゆを八の字にさせて蛍丸はアインに切っ先を向けた。

「ということなので、殺されてはもらえませんか？」

「それは無理な相談だ」

　アインの背筋がぞくりとする。愛染よりもなにを考えているのか、とらえどころがなくて蛍丸は不ぶ気き味みだった。違和感を覚えつつも、アインは手中の魔剣に告げる。

『行くぞエペタム！』

「うん！」

　アインは愛染の時と同じようにエペタムを放った。

　飛ひ翔しようする不可視の刃やいばに蛍丸はにっこり微笑ほほえむ。

「こうかしら？　うふふ」

　愛染を振るうと、甲かん高だかい金属音とともにエペタムの軌道がずれた。アインが目を白黒させる。まるで見えていたかのような反応だ。

「エペタム！　もう一度だ！」

『が、がんばる！』

　アインはエペタムの軌道を変えて、今度は逆回りで蛍丸に仕掛けた。蛍丸はといえば、じっとアインの方を見たまま身を翻し、同時に愛染を振るう。

　再び金属同士が打ち付け合う音とともに、エペタムは戻ってきた。

「だ、大丈夫か？」

『うう……ちょっと硬い』

　刃はを柄つかに戻してアインは聞く。

「どうしてエペタムの軌道がわかったんだ？」

　それも魔剣の能力なのだろうか。アインは聞かずにはいられなかった。

　蛍丸の手中に握られた短刀が、自慢げに言う。

『そんなの教えてやるわけないじゃん！』

　蛍丸はゆっくり首を左右に振った。

「意地悪なことを言っていると、友達ができなくなってしまいますわよ？」

『い、いいんだ！　ボクには父さんと蛍丸さえいてくれれば！　それにだいたい、あいつらは殺すんだから友達になんかならないし！』

「困りましたわね。わたしも願いは叶かなえたいですけれど……あ！　ええと、アイン様とおっしゃりましたかしら？」

「あ、ああ」

「せっかく見えない刃やいばを飛ばせても、あなたが目で追ってしまってはいけません」

　アインは「なるほど！」と、思わず声に出してしまった。エペタムのことがつい、心配で自然と視線で追いがちなのだ。そして言う。

「蛍ほたる丸まるこそ、俺の弱点を教えるなんてお人ひと好よし……いや、この場合はお魔剣良しだな」

「あっ！　言われてみればそうですわね」

　端はたでやりとりを注視していたシオンの表情が、疲れたように弛し緩かんする。

「なんだか、どことなくつかみ所が無いところも、妙に正直なところも似てるわね」

　ティオーレが口を尖とがらせた。

「アインってば、そろそろあたしのことも抜いてよね！」

　アインはティオーレの言葉にうなずいた。

「エペタム、ありがとうな」

「はーい！」

　短刀は光に包まれ、黒髪の少女の姿になると、そっとアインの元を離れていった。

　アインがティオーレに手を伸ばす。

「お待たせティオ」

「遅いわよ！　けど、抜いてくれるなら許してあげる」

　駆け寄ってきたティオーレは、アインに飛び込むように抱きついてきた。そんな彼女の身体からだを受け止め、手を取ってくるりとターンしながら、アインはティオーレを抜く。腕の中の少女の四し肢しが光に包まれ、それは一振りの美しい長剣に姿を変えた。ゼロンが唸うなる。

「三本だと……二度あることは三度あるとも言うが……」

　隣でリットゥがじっとティオーレの刀身を、燃えるような赤い瞳ひとみで見み据すえた。

「なるほどねぇ……やっぱりアレが本命……いやさ、正妻ってとこかねぇ」

「リットゥよ。どうだ？　アインの魔剣から力を感じるか？」

「そんなもんは、見てればわかるさね」

　アインがティオーレを構えて言う。

「ティオ。どういうわけかわからんけど、愛あい染ぜんと蛍丸は魔剣同士で契約してるっぽいんだ。変わった連中だな」

『そうみたいね。けど、やることはいつもと変わらないでしょ？』

「悪い奴やつに無む理り矢や理り契約させられてるなら、助けたいって思うんだけどな」

　アインにはカイリュウが舌先三寸で、愛染と蛍丸を丸め込んで利用しているようにしか見えなかった。

『じゃあどうすんのよ？　向こうはやる気みたいだし』

　蛍丸よりも、彼女の手中で魔剣の姿をとっている愛染の方が、アインたちと戦う気満々という雰囲気だ。

「わたしとしては、話し合いで済めばと思うのですが」

『蛍ほたる丸まるはすぐ、そうやって敵に情けを掛けるんだから！　悪い癖だ！』

「情けだなんて、そんなつもりは無いのだけれど……それに、相手が話せる人かどうかはこれでも選んでいますし」

『話す時点でおかしいんだって！　ほら行くよ！』

　蛍丸の身体からだが魔剣の愛あい染ぜんに引きずられるように前に出た。

「しかたありませんわね。では、一つ勝負と参りましょう」

　アインがそれに応じる。

「わかった。いくぞティオ！」

　アインはティオーレを構えて自分から打って出た。短刀を振るう蛍丸は舞うように避よける。その身のこなしは優雅で、まるで流れる水のようになめらかだ。ティオーレが叫ぶ。

『あっ！　こら逃げるな！　打ち合いなさいよ！』

「うふふ♪　捕まえてごらんなさい」

　蛍丸の手中で愛染も吠ほえた。

『避けてばっかじゃ勝てないよ！』

　焦り気ぎ味みな愛染をたしなめるように、蛍丸は告げた。

「なんだか嫌な予感がしますの。あちらの魔剣は打ち合いが得意みたいですし」

　アインの攻撃も鈍い。蛍丸からは殺気が微み塵じんも感じられないのだ。そういう相手に自分がめっぽう弱いということを、アインは実戦の中で理解することとなった。

「うわ……やりにくいな」

　殺気が無いのに挑んで来る。しかも技量が高いとなると、厄介なこときわまりない。

　魔剣と人間で差別するようなこともなく、一人の女の子として捉とらえてしまいがちなのだから、余計にアインは蛍丸を本気で攻撃できなかった。

　愛染の時のように、殺気をみなぎらせてくれたほうが、いくらかマシだとさえ思う。

　アインが振るうティオーレは、蛍丸の巧たくみな体たい捌さばきにすべてかわされた。

　かといって、アインが手を出さなければ愛染の切っ先がアインを狙ねらってくる。

　急所は外しているし、殺気も無い。だからこそ読み切れないのだ。

　蛍丸の突きが、アインの肩のあたりから大きく外れた虚空に放たれた。察知して反射的にティオーレが回避行動をとる……が、不運にも、突きの放たれた側に逃げてしまった。

「あらあら、当たってしまいましたわね」

　アインの肩に裂れつ傷しようが加えられた。表面を撫なでた程度だが、愛染の切れ味は抜群だ。

『アイン！　大丈夫？　ご、ごめんね！　避ける方向間違えちゃった……』

　ティオーレも蛍丸の殺気の無さに困惑しているようだった。

「大丈夫だ。集中しようティオ！」

　蛍丸は攻撃の手を緩めない。

「ふふふ。行きますよ」

　最初はまぐれ当たりのようなものだったが、これが二度三度と続くようになった。

　アインもティオーレも、相手の攻撃の挙動がつかめない。

　狙ねらいがわからないため、本能的に急所を守ろうとしてしまうのだが、蛍ほたる丸まるの攻撃はことごとく急所を外してくるのだ。ゆえに当たってしまう。

　ならば急所をがら空きにして、それ以外の隙すきを守れば良いのだが、頭で理解できていても実践に移すのは容易ではない。蛍丸の気が変わって、突然、急所に攻撃が飛んでくる可能性を否定する要素は、何も無かった。

「こいつはまずいな」

　アインの傷から血が止まる。ティオーレの止血と治療で干渉力がいくらか消費された。

　わずかとはいえ、これを重ね続ければいずれ干渉力切れを起こすだろう。

　蛍丸の戦い方は、持久戦なのだとアインは感じた。

　問題は蛍丸側が、アインの干渉力の大きさを知らないことにある。

　三本の魔剣を受け入れてなお、余裕のあるアインの干渉力は底なしだ。致命的な一撃ならともかく、こういった小傷は与え続けても、数時間は持ちこたえてしまう。

「お父様。ここはわたしが引き受けますから、撤退の準備をなさってください」

　蛍丸の奮戦を見続けていたカイリュウが唸うなる。

「娘が親に意見しようってのか？」

「愛あい染ぜんちゃんも少し疲れていますし、相手の魔剣士は二人。たとえこの殿方を倒せたとしても、続けて戦えるだけの力が残っているかどうか」

「お前ならできるぜ蛍丸。それに愛染！　お前だってまだまだやれんだろ？」

『ボクなら元気だよ父さん！』

　カイリュウの顔が緩んだ。

「ほぅら、愛染もこう言ってるじゃないか」

　蛍丸は舞うように戦いながら、一瞬だけ眉まゆ尻じりを下げた。アインがそれに気付く。

「なあ、俺とゼロンが一緒に蛍丸を攻撃したら、どうなるんだ？」

「さすがに二対一で同時に攻めかけられては、とてもかないませんわね」

「よし！　ゼロンも手伝ってくれ！」

　ゼロンが腕組みしながら胸を張る。

「断る！　私に命令するなど百年早いぞアインよ」

「命令じゃないって。手伝って欲しいんだ」

「二対一など卑ひ怯きようではないか」

　リットゥが笑った。

「偽装した船で海賊を騙だますのは、卑怯じゃないのかい？」

「うるさい！　リットゥよ。貴様は性能がおおざっぱすぎるのだ。助太刀に向かぬ」

「アンタはあたしを使えるってだけで、使いこなすにはほど遠いからねぇ」

　加勢は期待できそうにない。アインは蛍丸との戦いに集中しなおした。

「二人がかりででも、お前を追い詰めればそっちは引くしかないと思ったんだけどな」

「あてが外れたようですわね」

　微笑ほほえみながら急所を外した斬ざん撃げきを放つ蛍ほたる丸まる。斬きられたアインの傷はすぐにふさがった。

『アイン！　もっとしゃきっとしなさいよ！』

『蛍丸！　そんなんじゃ、いつまで経たっても殺せないよ！』

「「まあまあ」」

　敵であるはずの使い手同士の声が共鳴するように響いて、お互いの魔剣はいっそう不機嫌になった。

　アインは思う。最初は不ぶ気き味みに思えた蛍丸だが、それは殺気の無さから来るものだった。剣を下げ全身の力を抜いて立つ。ティオーレの切っ先が甲板に着いた状態だ。

『アインなにしてんのよ！』

「俺に考えがある。ティオ……全部、ゆだねてくれ」

『そんなの無理……だけど……』

　無防備なアインの懐に蛍丸は飛び込む。剣を下げたアインの首はがら空きだ。

　急所をさらすアインに、蛍丸の手中で愛あい染ぜんが叫ぶ。

『死ねええええええええ！』

　蛍丸が愛染を振るった。

　その刃やいばは真一文字に……アインの胸元を割く。首を落とせる間合いにもかかわらず、蛍丸はまたしても急所を外した。

　アインが口角を「にっ」と上げる。戦いの最中、敵を信じることがあるなどとアインは夢にも思わなかった。だが、蛍丸ならこうすると、アインは信じたくなったのだ。

　アインは賭かけに勝った。ティオーレを下段から振り上げる。

　踏み込み短刀を振り抜いたばかりの蛍丸は避よけきれず、かろうじて構え直した愛染で、ティオーレの刃を受ける。

　瞬間──甲かん高だかい金属音が、周囲の島々にまで鳴り響いた。愛染の刀身にティオーレの刃が合わさり、そこから虹にじ色の光こう芒ぼうが散るように広がる。

　アインは手て応ごたえを覚えた。蛍丸の表情が苦く悶もんに歪ゆがむ。

『まだ浅いわアイン！』

「もとより折るつもりはないからな」

　ティオーレの言葉にそう返すと、アインは再び身構えた。

　蛍丸以上に、愛染が困惑していた。

『う、うわあああああああああああああああ！　なんかやばいよ！　やばいよこいつ！』

　怯おびえと狂乱の混ざった口振りに、蛍丸は「落ち着いて愛染ちゃん。お父様！　これ以上は無理ですわ」とカイリュウに再び撤退を懇願した。ゼロンが得意げに胸を張る。

「どうやら勝負あったな。わざわざ私が戦うまでもなかったか。なあリットゥよ……おいリットゥどうした？　なにを震えているのだ？」

　ふとゼロンが隣を見ると、リットゥは震えていた。

　ずっと傍観者を決め込んでいた褐色の美女が吠ほえる。

「良いわ！　あの光どういう力なのかしら。受けてみたいわねぇ……ゾクゾクしちゃう」

「い、いかん。逃げろアイン」

　ゼロンの言葉にアインは耳を疑った。

「逃げろって、どうしたんだ急に？」

「言葉の通りだ。とっとと救命ボートに乗れ。リットゥのやる気に火をつけたのは貴様だからな。死んでも怨うらむなよ」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべると、リットゥはゼロンの腕をとった。

「さぁ抜きなさいゼロン。その気がなくたって、アタシが抜かせてあ・げ・る♪」

　ゼロンの手を取るとリットゥの姿が光に包まれた。ゼロンが叫ぶ。

「ぐうおああああああああああああああああああ！」

　獣のような声が甲板に響いた。

「おい、大丈夫かゼロン!?」

「ハァ……ハァ……に、逃げろアイン。私がこいつを押さえ込めているうちに！」

　アインは困惑しながらも、後ろに跳んで蛍ほたる丸まるから距離を取った。シオンたちの前にアインは立つ。注意はすでにゼロン……いや、リットゥに向いている。

　蛍丸も下がると、団長カイリュウを庇かばうように立った。

　ゼロンの手にした魔剣──リットゥの刀身からは、炎が爬は虫ちゆう類るいの舌のようにチロチロとわき上がっている。

『身体からだが火ほ照てってしかたないわぁ。少し発散させてもらうわねぇ！』

　ゼロンの身体はぎこちなく動いた。

「やめるのだリットゥ！」

『嫌よぉ。さあ、受けてちょうだい。アタシの愛を！』

　契約者の意思を踏みにじり蹂じゆう躙りんするように、リットゥはその刀身をゼロンに振らせた……かに、アインには見えた。アインが初めてティオーレを抜いた時、魔剣どころか剣の扱い方もろくに知らなかったアインを守ろうと、ティオーレがアインの身体動作に干渉してきた時と似ている。

　だが、決定的に違うのはそれが防御のためではなく、攻撃のための動きだったことだ。

　ゼロンに自身を振らせたリットゥは、その刃やいばで円を描く。

　その円は炎の環わとなって、船上のあらゆるものを吹き飛ばしながら広がっていく。

　ゆっくりと迫り来る炎の円環にカイリュウが叫んだ。

「こりゃやべぇな。ずらかるぞ蛍丸」

　蛍丸を置いてカイリュウが先に、リットゥの広がる円環から背を向け海賊船に戻った。

　このまま円環がどこまで広がるかはわからないが、消える気配は微み塵じんも無い。放ほうっておけなかった。アインはティオーレを構えて円環の一端を受け止める。

『あっつうううううい！　なによこれ！』

　引きそうになったアインに、ティオーレは強がった。

『大丈夫ちょっと熱いだけよ！　それよりシオン！　脱出準備しておきなさいよね！』

　ゼロンは円の中心で甲板に膝ひざをつく。魔剣に力を吸われて立つこともままならない。

　アインも円環をティオーレの刃やいばで受けるだけでいっぱいいっぱいだ。呼吸すれば肺を焼くような熱風にさらされていた。

『こんのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　アインではなくティオーレが奮起の声をあげた。

　円環を断ち切ろうとする……のだが、刃を持たないティオーレには、それを斬きることはできなかった。ゼロンの手の中でリットゥの高笑いが響く。

『アーッハッハッハ！　良いわ良いわよぉ！　じゃあ、これならどうかしら？』

『アインッ！　すごいのが来るわよ！』

　柄つかを握る手にアインが力を込めた瞬間──。

　円環に沿うように次々と小さな爆発が巻き起こり、リットゥの放った一撃によって輸送船の船首側甲板は吹き飛んだ。

　身体からだは海に投げ出され、爆発の衝撃でアインの意識はしばらく途切れるのだった。






４　漂着






　波の音に気付いて目を覚ますと、そこは大きな岩の陰だった。

　アインはゆっくりと身体を起こす。

　背中には白く細かい砂がついていた。

「ここは……どこだ？」

　顔を上げると、エメラルドグリーンの海と白い砂浜が続いている。

　小さなボートが浜に打ち上げられていた。

「アイン起きたのね！」

　ティオーレが安心したように笑う。

「ここはどこだ？　俺、死んじまったのか？」

　天国と言われたら信じてしまうほど、目の前に広がる光景は美しかった。水平線の彼方かなたまで見渡す限り、陸地が見えない。

「死んでたら、あたしが一緒にいるわけないじゃない」

「あっ……そっか」

　アインは立ち上がった。

「ほかのみんなは？」

「ちゃんといるわよ！」

　ほっと息を吐つくと、アインは空を見上げた。雲一つ無い晴天だ。

「あのあとどうなったのか教えてくれ」

「あたしとアインは海に放ほうり出されたけど、すぐにナナシキが救命ボートを降ろして救助してくれたみたい。で、アインとあたしを回収したまでは良かったんだけど……」

　リットゥの暴走で海賊船団は撤退。そして激しく損傷した偽装貨物船も、イビサ方面に戻っていってしまったらしい。貨物船はアインたちを助けに戻る余裕もなかったらしく、救命ボートで一晩漂流した結果、運良くこの島に流れ着いた……と、ティオーレは身振り手振りも交えて一生懸命教えてくれた。

「なるほどな。救助が来るまで、しばらくここで生活しなきゃならないか」

　アインが浜の方に出て行くと、船が漂着したのが島の入り江だとわかった。三日月のような湾を前に立つと、背後側には小高い山があり、鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。

　シオンがその森の中から、木ぎれを抱えて姿を現した。

「アイン！　大丈夫なの？」

　泣きそうな顔のシオンにアインは笑顔で返す。

「よかった。そっちも無事みたいだな」

「わ、わたしは戦ってもいないし、元気なのは当然だけど……身体からだは痛くない？」

「ピンピンしてるぜ。ティオのおかげかもな」

　ティオーレの加護もあって、アインの傷は全すべてふさがっていた。

「かもじゃないでしょ？　治癒するのは当然じゃない！」

「ありがとなティオ。いつも助けてくれて。さてと、じゃあ次は俺がみんなの役に立つ番だ。さっそくキャンプの準備をしよう。シオン、生木じゃ焚たき火びはできないぞ」

　シオンが集めてきたのは生木だった。

「え、そ、そうなの？」

「燃えやすいよう落ちた枯かれ木がいいだろうな。ええと、水はどうだ？」

　シオンが申し訳なさそうにうつむいた。

「救命ボートに……けど、何日もって量じゃなくて……」

　ティオーレが少し焦った口振りでフォローする。

「あ、あたしたちは飲まず食わずで大丈夫だからね！」

「助かるよティオ」

　いつもは一緒に食事をすることにしていたアインだが、今回は状況が状況だった。

「大きな島みたいだし、どこかに人が住んでればいいんだけどな……」

　ふと浜辺を見ると、人影が二つこちらに近づいてきていた。この島の住人……ではなく、ナナシキとエペタムだ。

「……もう大丈夫なようですねアイン」

「ああ、心配かけたな。エペタムはどうだ？」

「元気だよー！」

　ナナシキが抱えて来たのは、乾いた流木だった。

「さてと。エペタムは飛べそうか？」

「あんまり飛べないかも」

　昨晩の戦いから洗うことができておらず、魔剣少女三人の髪は傷いたんでいた。それに伴って、エペタムの飛ひ翔しよう能力も落ちているらしい。

「できる範囲内でいいから、ぐるっと見てきてほしい。人がいれば一番だけど、誰かが住んでた痕こん跡せきだけでもあれば利用させてもらおう」

「わかった！」

　普段は抜かれたがるティオーレも、さすがに今回は自己主張しなかった。

「あたしの分までがんばって飛んでくるのよ？」

「はーい！　ティオーレお姉ちゃん！」

「い、今なんて言ったの？」

「ティオーレお姉ちゃん！」

　ティオーレはむきゅーっと、エペタムを抱きしめた。

「か、かわいいこと言うじゃない。この子はあたしが育てるわ！」

　アインがため息混じりに「おいおい」と呟つぶやいてから続ける。

「しかし、エペタムは自分の魅力を十分に知ってるんだな。ティオが骨抜きだもんな」

　ティオーレに抱かれたまま、エペタムは不思議そうに首を傾かしげさせた。




　飛翔したエペタムは、島の中心部にある山を越えることができず、その手前で戻ってきた。太陽の位置からして、島の東側の湾にアインたちは漂着したらしい。

　戻ってきたエペタムが、へろへろになりながらアインに報告する。

「あっちにちっちゃい小屋があったけど、人はいなかったよ」

　エペタムが指さした方角は北だ。砂浜にそって進めばたどり着けそうだった。

「よくやったエペタム！　偉いぞ！」

「えへへ」

　アインがそっとエペタムの頭を撫なでる。黒髪はすっかり艶つやを失いごわついていた。早く手入れをしてあげたいのだが、真水が無い。

「さっそく移動しよう」

　アインの言葉に、シオンが救命ボートから帆布製のリュックを取り上げた。

「中身は保存食に、布のシートでしょ。それから火打ち石にロープに手て斧おのに医療品に……あとはえっと……」

　帝国の装備品だからか、かなり充実していた。

「俺が持つよ」

　アインがそっとシオンからリュックを受け取った。

「……わたしにお任せください」

　そのアインの手から、リュックがひょいとナナシキの手に渡る。

「え？　いやでも……」

「……アインは体力を温存してください。貴方あなたが死ねば私たちも消える運命です」

　そう言いながら、ナナシキはボートを浜から陸側に押してすすめた。砂浜の漂着物がないあたりまでボートをあげる。ティオーレが首を傾かしげた。

「そんなとこまでボートを押してどうするのよ？」

「おそらく潮が満ちても、ここまで運べば船が流されてしまうということはないでしょう。水の入ったタンクも私が運びます」

　リュックを背負い、両手に水の入ったタンクを手にしてナナシキは歩き出した。

　さすがに全部任せすぎに思えて、アインが聞く。

「なあ、本当に大丈夫なのか？」

「……力仕事はすべてお任せください。先ほどエペタムで探索を行ったように、アインにしかできないことがあります。いざという時、それができなくては困ります」

　じっと見み据すえられてアインは「それじゃあお言葉に甘えさせてもらうよ」と笑って返すのがやっとだった。

　ナナシキがかき集めてきた流木の束を抱えて、アインもそのあとを追い砂浜を歩いた。

　足を取られて荷物も重いはずなのに、ナナシキの足取りは誰よりも速い。

「少し急ぎすぎじゃないかナナシキ？　エペタムに合わせてもらえると助かるんだけど」

「……失礼しました」

　アインの忠告でナナシキの歩む速度が緩やかになった。

　歩きながら、アインは今後のことを全員に相談する。

「とりあえず俺とシオンが死なないようにしなきゃな」

　魔剣士との戦いで命の取り合いをする以外に、遭難してサバイバルで命がけになるとはアインも思っていなかった。シオンがうなずく。

「そうね。せっかくの綺き麗れいな海だけど、楽しんでる場合じゃないってことよね……」

「もしかして泳ぎたかったのか？」

　アインの言葉にシオンはそっぽを向いて顔を赤らめた。

「こんな時に不謹慎よね。死ぬか生きるかなんだし」

「そんなことないって。落ち着いたら海水浴しようぜ。きっと大丈夫だ。みんなで協力しあえば乗り切れる。救助だって来る」

　前向きなアインにシオンはうつむくと、風に消え入りそうな小声で呟つぶやいた。

「アインがいてくれて……よかった」

「何か言ったか？」

「ううん。なんでもないわ」

　アインとシオンの後ろで、手を繋つないで歩くティオーレとエペタムが、二人ともばらばらででたらめな鼻歌を奏でる。

「ふんふふふんふん♪」

「ふふふんふふふんふふふんふふふん♪」

　アインは振り返って二人に聞いた。

「そういえば磯いそっぽい匂においが苦手だったよな？　大丈夫か？」

　ティオーレが上機嫌に返す。

「街の港の臭においはちょっと苦手だったけど、この海は綺き麗れいだし余裕ね」

「そうなのか。エペタムはどうだ？」

「匂いよりも暑いの苦手」

　ティオーレがうなずいた。

「じゃあ脱いじゃいなさいよ！」

「そっか！　ティオーレお姉ちゃん天才！」

　歩きながらエペタムは服をぽいぽいと脱いでいく。脱いだ服はそばから光の粒子となって空気に溶けて消え、あっという間に下着姿になってしまった。

「はぁー生き返る」

「エペタムのパンツって、変わってるわね」

「変？」

　彼女の下着はパンツというよりも、締め込んだ布のようだった。

「なんだかきつそうだし、こういうのにした方がかわいいわよ！」

　ティオーレがスカートをたくし上げて、アインに買ってもらったパンツを見せる。

「アインに買ってもらった一いつ張ちよう羅らなんだから」

「おぉーう。えっと、こういうの？」

　エペタムの下着が一度、光の粒子に溶けて消えてから、再び具現化する。

　ティオーレがうんうんとうなずいた。

「いいじゃない！」

「えへへ。お姉ちゃんといっしょ！」

「けどパンツ丸出しじゃ変態だから、スカートにしましょ？」

「こういう感じ？」

　エペタムの服装が軽装なものに変わった。

　一部始終を見ていたアインに、隣でシオンが告げた。

「ねえアイン。前見て歩かないと危ないわよ。それにずーっと見て無くても良かったんじゃないかしら？」

「いや、目を離すと予想外のことをしたりするから……つうか、今したんだけど……」

　アインが前を向くと、いつの間にかナナシキとの距離がすっかり空いてしまっていた。

「ああ！　待ってくれナナシキ！」

　シオンがため息混じりに言う。












「常識が逃げていく……って感じね」

　この先、救助がなければずっとここで暮らすことになるかもしれない。

　そんな不安もあるのに、仲間のおかげでアインは楽観的でいられた。




　入り江の北。海岸線から少し離れた小高い丘に、小さなあばら屋が建っていた。

　エペタムが見つけてくれた、人の暮らしていた形けい跡せきだ。家主はおらず小屋はしばらく使われていないようだった。

「しばらくやっかいになろう」

　エペタムが見つけてくれなければ、一から拠点を作ることになっていた。それを考えると幸運すぎると思いつつ、アインは小屋の周囲を見渡す。

　するとアインの視線に気付いたのか、ナナシキが荷物を置いて一本の木を指さした。

「……あの植物は本で読んだことがあります。確か、椰や子しという植物です」

「あの木か？　上の方にたまっころみたいなのがついてるな」

「……実の中身が飲食可能と考えます。一つ取ってみてはいかがでしょうか？」

「緑色だし、熟うれてないんじゃないか？」

「……未成熟なもので良いようです」

　アインはうなずくと、ナナシキが持ってきたリュックから手て斧おのを取りだした。

「なんでもエペタムに頼っちゃ悪いからな」

　がっしりとした大きな木を選んで幹に飛びつくと、アインは身軽な動作で登っていく。あっという間に上まで登りきり、眼下のナナシキに声をかけた。

「おーい！　落とすからキャッチしてくれ！」

「……承知しました」

　鈴なりになった青い実を一つ、斧おので切り落とす。ナナシキは落ちてきたそれをキャッチした。アインは続けて二個三個と落とす。

「あたしも取るわ！」

「エペタムも！　エペタムもー！」

　二人もキャッチして、最後の一個をシオンが受け止めた。

「これ、なんだかちゃぽちゃぽ音がするわね」

　シオンの言葉にティオーレとエペタムも不思議そうに椰や子しの実を振る。

「……この中には飲料に適した液体が入っています」

「へえぇ……不思議な実ね。け、けど、あたしはいいわよ！　別に飲まなくても大丈夫だし。それよりシオンは喉のどが渇いてるでしょ？」

「ええと……」

　アインが樹上から声をかけた。

「ざっと見たところ同じ木がたくさんあるから、みんなで飲んでも大丈夫そうだぞ」

　ティオーレが目を輝かせる。

「いいの!?」

　エペタムも笑顔になった。

「わーい！　わーい！」

　ナナシキは独り「……私には不要です。お気遣いなく」と辞退した。まだ実はいくつもついているのだが、アインはそれ以上は収穫せずに、木の上からするすると降りた。

　台座に椰子の実を置いて、手て斧おのでその実のてっぺんあたりを切り落とす。

「……青い実のものは中の果肉部分が食用になります。液体は飲用に適しているかと」

　四人分用意すると、アインは一つ手にとった。

「じゃあさっそく……」

　ティオーレがアインに待ったをかける。

「ここはあたしがいくわ！　せめて毒味役くらいさせなさいよ！」

　不服そうにナナシキが呟つぶやいた。

「……私の情報を信じてくださらないのですか？」

「そ、そうじゃないけど、味見よ味見！　すっごーくまずかったら大変でしょ？　それじゃあ、いただきまーす！」

　椰子の実の縁を削って作った飲み口に、ティオーレがそっと口をつけて実を杯のように傾ける。

「んぐんぐ……ぷはー！　なにこれ！　ちょっと青臭いけど悪くないわね！」

　青い豆の料理は苦手なのに、これは許せるらしい。飲んで恍こう惚こつとした顔になるティオーレに「エペタムも！　エペタムも！」と、黒髪の少女が声をあげる。

　アインがうなずいた。

「じゃあ、エペタムもどうぞ」

「いただきます。んぷ……んぷ……はぁ……不思議味」

　エペタムの表情も、うっとりしたようなものだった。シオンが手にした椰や子しの実の中身をじっと見つめる。

「味見は万全みたいね。それじゃあ……いただきます」

　ぐびぐびっとシオンも実の中を満たすジュースを飲み干した。

「お、美お味いしい！」

「じゃあ俺も」

　アインも椰子の実のジュースを一口飲んだ。

「うわ。なんか……変わった味だな。けど、けっこういいんじゃないか？」

　ほのかに甘く、水よりも口当たりがよい液体は、何より渇いた喉のどに染みるような感覚で、アインを満たしてくれた。




　アインは小屋の外に石を重ねて竈かまを造り、火をおこした。

　この煙火は救助を呼ぶ狼煙のろし代わりだ。エペタムに留守番を頼みつつ、シオンとナナシキには食料探しに出てもらい、アインとティオーレは森で湧ゆう水すいを探すことにした。

　緑の木々に天井を覆われ、鬱うつ蒼そうとした薄暗い森の中を緩やかに登りながら、ティオーレがアインに聞く。

「この島を脱出したら、やっぱり、サードアイって人を探すの？」

　言いながらティオーレは少しだけ困ったような顔をした。

「ああ。先生……だめだな。やっぱり先生って言っちまう」

　アインの心中は複雑だ。最も信頼していた人間に殺されそうになったのが、今も信じられずにいる。殺されかけた事実と、信じたいという感情はあまりにかけ離れていた。

「いい人だったの？」

「育ててもらった恩がある。だから、自分が殺されそうになった理由を知りたいんだ。ティオを俺に預けた理由も聞いてないしな」

　サードアイが「平和のため」と言っていたことをアインは思い出し、言葉を漏もらす。

「俺が死んだら世界が平和になるのかな」

　ティオーレが声を荒あららげた。

「な、なにいきなり言い出すのよ！　そんなわけないじゃない！」

「それもそうだな。人一人、死んだところでどうなるわけでもないか」

「そういう言い方も、あたしは嫌いよ。アインの代わりなんていないんだから。だから、死のうなんて絶対に考えないで。それに……あたしと契約できてるから代わりがないっていう意味じゃなくて、たとえアインが魔剣士じゃなくても、死んで欲しくないのよ」

　かすかに瞳ひとみを潤うるませるティオーレの頭を、アインはそっと撫なでた。

「心配してくれるなんて、ティオは優しいな。魔剣なのに斬きれないのも、もしかしたらティオが本当は誰も傷つけたくないからなのかもしれない」

　ティオーレは頭を振って、アインの撫でる手から逃れながら抗議した。

「ひっどーい！　斬れないの、すっごく気にしてるんだから言わないでよ」

「ごめんごめん……あれ？　ちょっとだけ静かに……」

　アインは耳を澄ませる。

「あっちだな」

　見当をつけたところで、アインは再び歩き出した。音のする方に向けて足を進めると、しばらくして森の中から突き出るような巨岩に出くわした。

「どうやら、ここみたいだ」

「この岩がどうしたの？」

「岩の根元を見てくれ」

　小さなくぼみの中に砂地があった。その砂を吹き上げるように湧ゆう水すいがわき上がり、洗面器ほどの水たまりを作っている。貯たまりきった水はコップの縁から溢あふれるように流れて、か細い小川になっていた。

　ティオーレが手で触れてみる。

「わぁ！　冷たくて気持ちいい！」

　アインも湧水に手を入れた。洗面器ほどしかないので、ティオーレの手とふれ合う。

「アインの手って、水の中でも温あたたかいのね」

「そうか？」

「そうよ。抜いてもらう時にいつも思うし」

　そっと片手ですくってアインは水を舐なめてみると──真水だった。

「これで飲み水もなんとかなりそうだな」

「ねえアイン。髪を濡ぬらしてみてくれない？」

　ティオーレがツインテールを解く。ストレートの銀髪は傷いたんでいた。船上でリットゥの一撃を受けた衝撃が尾を引いたままだった。

「そうだな。シオンに石せつ鹸けんを借りてくればよかった」

　それこそジャブジャブと湯水のように使うわけにはいかないが、アインはそっと手で水をすくうとティオーレの髪を濡らす。

「ひゃん！　冷たいじゃない！　首の裏とか敏感なんだから」

「わ、悪い。ええと……こんな感じでどうだ？」

　濡らした手で挟むようにして、アインは銀髪を優しく撫でるように洗った。

「ん……ふぅ……」

　少し艶つやっぽい声が少女の口を衝ついて出る。

「大丈夫か？」

「冷たくてびっくりしてるだけよ！」

　顔を真っ赤にさせると、ティオーレはぷいっとそっぽを向いてしまう。

　アインはいたわるように髪を整えた。一通り洗い終えたところで、少女はうなずく。

「少し楽になったかも。ありがとアイン。日のある所に出れば、すぐに乾きそうだし」

「どういたしまして」

　ひとまず汚れを落とせたものの、水だけではティオーレの銀髪に光沢は戻らなかった。




　アインたちが小屋に戻ると、エペタムがせっせと掃除をしていた。作業の手を止めて、戻って来たアインとティオの元にやってくる。

「おかえりー！」

　アインにぱふっと抱きついて、エペタムは顔を見上げた。

「いいことあった？」

「あったぞ！　水場が見つかったんだ」

「お水大事！　あ！　ティオーレお姉ちゃん、ちょっときれいになってる！」

「いいでしょ？　一番に水を見つけたご褒美なんだから」

　まだ濡ぬれて渇かず少し重そうな銀髪だが、ティオーレは自慢げだ。

「いいなぁ」

「あたしはしてもらったから、あとでナナシキが戻ってきたら、アインに一緒に連れてってもらえばいいんじゃない？　焚たき火びの番くらいしててあげるから」

「わーい！」

　エペタムがお姉ちゃんと呼ぶようになってから、ティオーレもすっかりその気だ。本当の姉妹みたいだなと、アインは素直に思った。

　しばらくエペタムの掃除の手伝いをしつつ、焚き火に使う枯かれ枝などをアインが集めていると、シオンとナナシキが森の奥から戻ってきた。シオンが笑顔を弾はじけさせる。

「見て見て！　大収穫よ！　まだまだたくさんあるみたい！」

　リュックはパンパンで、中には色とりどりの果物がどっさり詰め込まれていた。あまり獲とりすぎない限り当面は大丈夫そうだと、アインは胸をなで下ろした。




　もともと、マイペースでそれほど心配性な性格でも無いのだが、水と食料、それに救助の目印になる狼煙のろしと、風雨をしのげる場所まで確保できると、アインは人心地がついた。

　シオンもどこかほっとしたような表情を浮かべている。

「一時はどうなるかと思ったけど、急場はしのげそうね」

「独りだったらお手上げだったけど、みんなで協力すればなんとかなるもんだな」

「あとは火を絶たやさず、救助を待つくらいかしら？」

「この島を探検するのもいいんだけどな」

「少し余裕ができたからといって、油断大敵よ」

　まだ日は高い。シオンはさざ波の寄せて返す海を見つめていた。

「どうしたんだ？　海なんかじっと見て」

「べ、別に……」

「心配なことがあるなら、相談に乗るぞ」

　少し考えるような間があった。シオンは息を吐ついてうなずく。

「あのね。心配事じゃなくて、後悔というか……うまく言えないのだけれど、結社のことを考えていたのよ……」

　まとめきれないのか、つっかえ気ぎ味みのシオンの言葉をアインはじっと待った。

「まだ、みんなが死んだって信じられない。涙も出なくて、そんな自分が薄情に思えて……わたし一人、生き残って……」

　シオンの所属していた剣けん封ぷう結けつ社しやは、サードアイの裏切りにあって全滅させられた。アインを保護するため、別行動をしていたシオンだけが助かった格好だ。

　その指示を出したのも、サードアイだった。

「シオンが気に病やむことはなんにもないんじゃないか？　涙だって出るときになったら出るさ。今はその時じゃない。ただそれだけのことだよ」

「そう……なのかな」

「そうだって。今はきっと前を向いて進む時なんだ。って、言っても説得力に欠ける状況だな。救助を待つしかできないわけだし」

　アインは笑った。シオンも「ふふっ」と釣られて吹き出す。

「そうね。今はその涙を取っておくことにするわ。教えてくれてありがとうアイン」

「俺はなんにも教えてないって。あっ！　そうだ。むしろシオンが俺に教えてくれよ」

　シオンは不思議そうに首を傾かしげた。

「今日は色々あって疲れてるだろうから、明日からでも剣術を習いたいんだ。前に教えてくれるみたいなことを言ったよな？」

「え、ええと……いいけど、わたしの型にアインがはまっちゃわないかしら？　今のアインの剣技って、剣術を知らないからこそ出せる天衣無縫さがあると思うのだけれど」

「なんだそのてんいなんたらって？」

「自然に生まれた感じっていうのかしら。魔剣士になる人間って、少なからず剣技を鍛きたえたりしているもので、その剣技や剣術を基礎にしながら、手にした魔剣の特性とすりあわせていくのよね」

　アインは「うーん……」と唸うなる。いまいちよくわからない。

「普通はそれでいいというか、そうするしかないの。だから自分の剣術と魔剣の特性が真逆で、相性が悪い魔剣と魔剣士だった場合、干渉力が十分に供給できたとしても、関係が歪ゆがんでしまうこともあるの」

　ふと、アインの脳裏にジュークとエペタムの姿が浮かんだ。うなずくアインにシオンが続ける。

「アインは剣術の訓練を受けたことがないでしょ？　だから、まったく特性の違う三人の、それぞれの良さを生かして戦えてるとも思うのよ」

「そうなのか？」

「ええ。言うなれば無型剣術……ううん、魔剣術ね。わたしの習った剣術を知ってしまうと、それにとらわれてしまうんじゃないかって、心配なの」

　アインは首を左右に振る。

「魔剣術ってかっこいい言い方をしても、つまりはでたらめなだけだろ。少しはちゃんとしたい。シオンの剣術はどういうのなんだ？」

「どういう……って、そうね。あえて一言で言い表すなら『守り』かしら。相手の攻撃を防いで防いで、自分の身を守ることに主眼を置いてるわ。だから、本当は攻めるのが苦手なのよね。カウンター主体だし」

「そうだったのか。シオンの剣は速くて連続攻撃って感じがしたんだけどな」

　旅立ちの朝に行われた決闘の印象が、アインには強かった。シオンもアインの意見に何を連想したのか察して、頬ほおを赤らめる。

「あ、あれはその……ちょっと気持ちが荒あらぶっていたから……って、恥ずかしいから思い出させないで！」

「ご、ごめん。それでも俺はちゃんとした剣術を覚えて、少しでもみんなの力を引き出せるようになりたいんだ。だから、明日から特訓を頼めないか？」

「え、ええ。そういうことなら協力させてもらうわ。救助がいつ来るかはわからないけど、アインは呑のみ込みも早いから、短期間でも成果は出そうだし。厳しくいくわよ！」

「よろしくな！」

　約束を交わす二人に、背後からティオーレが声を掛けた。

「二人して、何をこそこそしてるのよ？」

　アインが振り返って告げる。

「別にこそこそなんてしてないだろ」

「そうかしら？　それより、他にやることはないの？」

「そうだな。まだ明るいうちに、ナナシキとエペタムを湧わき水のところまで連れていって……あ！　シオン、石せつ鹸けんを貸してほしいんだけど」

「え、ええと……言いにくいんだけど……」

　シオンが気まずそうな顔をした。

「どうしたんだシオン？」

「輸送船の船室に手荷物を置いたままにしてて、石鹸もそっちなの」

「お、おう。まいったな」

「ごめんなさい。こうなることも予測しておくべきだったわ」

「いや、俺の方が悪いんだって。全部シオンに任せっきりで、魔剣士としての自覚が足りなかった。肌身離さず持っておかなきゃな」

　ティオーレが小さく肩を上下させた。

「まったく、二人ともだめだめね。アインも今後は、いっそう魔剣を愛するよう努力するように。シオンはそんなアインを支えるように。いいわね？　それに、石せつ鹸けんが無いのはしょんぼりだけど、水ですすいでもらうだけでも、結構気持ちいいものよ」

　励ましにアインもシオンも反省しきりだ。ティオーレはにっこり笑った。

「じゃあ、それならさっそくやらなきゃならないことがあるわ！」

「やるって何をだ？」

「決まってるじゃない！　この白い砂浜と綺き麗れいな海を満喫しないでどうするのよ？」

「満喫って……まさか」

「泳ぐに決まってるでしょ！」

　アインとシオンの手をとって、ティオーレは海際まで引っ張っていった。

　そこではナナシキとエペタムが三人を待っていた。アインは困惑しきりだ。

「泳ぐって本気かティオ？」

「本気よ。だってそこに海があるんだもの。しかも港の海と違って、この透明感よ？　シオンも泳ぎたいんじゃない？」

　シオンがうなずきかけて、ハッとした顔になった。

「え、ええと……わたしは遠慮しておくわ」

「どうしてよ？」

「その……み、水着が無いから」

「だったら裸で泳げばいいじゃない！　理由のある全裸ならいいんでしょ？」

　アインは心の中で頭を抱えた。

「なあティオ。無理強いはよくないんじゃないか？」

「アインは泳ぐわよね」

「お、俺は……」

　アインの視線がナナシキに助けを求めた。

「……ご心配なく。衣類を水着に変えることで泳ぐことが可能です」

「いやいや、そういう心配をしてるんじゃなくてだな……」

　エペタムが砂浜でぴょんと跳ねた。

「エペタム、水着知ってる！　あのねあのね！　こういうのだよ！」

　エペタムの衣服が一度、光に溶けて形を変える。光は少女の身体からだを覆いながら水着となって再構成された。

　飾り気のないワンピースタイプのものだ。色は新雪のような純白だった。

「えへへ。似合う？」

　その場でくるんとターンをしてみせる。その仕草一つとっても、エペタムは小動物的で可愛かわいかった。アインも思わずうなずいてしまう。

「似合ってるぞ。色もエペタムらしくてぴったりだ」

　アインの一言に、ナナシキがうなずいた。

「……そろそろ私も水着に着替えようかと思います」

「ナナシキも泳ぐのか!?」

　アインはてっきり、エペタムとティオーレばかりが泳ぎたがっているものと思い込んでいた。

「……エペタムの水着はその体型に適合したものと考えます。が、同様の水着を私が装着しても、適合するとは限りません。自身の体型に合った水着というものを、私の中に蓄ちく積せきされている文献などの情報等を踏まえつつ、独自の解釈を加え再構成した結果が……こちらとなります」

　能書きをたれつつナナシキの衣服も光となって再構成された。

「……事前に下着は脱いでおきましたので、安心してご覧ください」

　一応、ワンピースタイプには分類されるのだが、彼女が具現化したのは布地の面積が少ない、スリングショットタイプの水着だった。

「最初から泳ぐ気満々だったのかよ！　というか、安心して見られないから！」

　思わずアインは顔を背けた。エペタムなら〝ちびっ子〟で済むのだが、ナナシキの場合はそうもいかない。基本的にアインにとって魔剣は女の子と変わらないのだ。

「……このように水着の上下が一体化してあるため、不意の波に水着がさらわれてしまうという心配もありません」

　アインは天を仰いだ。

「他にあるだろ。心配というか、問題点が」

「……？」

　不思議そうに首を傾かしげるナナシキを、アインは見られなかった。少し激しい運動をすれば、細い紐ひものような布地から、今にも二つの果実がこぼれ落ちてしまいそうだ。

　困るアインを見てティオーレは理解した。

「わかったわ！　水着が取れる心配があるってことね！　それなら、対策は簡単よ」

「なんかティオの心の中が読めるぞ……」

「以心伝心ってやつね！」

　魔剣と魔剣士の心が通じ合ったというような、絆きずなの場面ではなかった。

　言うが早いか、ティオーレの元々あった少ない布地の衣服が、光に溶けて消える。

　彼女は生まれたままの姿になった。

「これで完かん璧ぺきでしょ！」

　シオンがさすがに見ていられず声をあげる。

「水着に着替えられるんだから、ちゃんと着なきゃだめでしょ！」

　ティオーレがむくれた。

「えー。いいじゃない減るもんじゃないんだし」

　アインは思う。それは覗のぞきをする男側のセリフだ……と。

　シオンが首を左右に振ると、ティオーレは「泳ぐのにシオンだけ裸になったら不平等でしょ？　この裸はアインのためとかじゃなくて、シオンが泳ぎやすいようにっていう、あたしなりの配慮なのよ！」と、胸を張った。

　シオンはうなずいた。アインがぎょっとなる。

「おいシオンまさか……」

「ち、違うから！　脱がないからね！　ティオーレの心遣いには感謝するけど、わたしは泳がないから、遠慮無く水着姿になって……ってことよ」

　ティオーレは軽く自分のあごに手をあてて、考えこむような素振りをみせた。

「うーん、勢いで脱がせられるかと思ったけど、そうはいかなかったか」

「いいからティオは水着に着替えて！」

　シオンの説得で、ティオーレはしぶしぶ水着を具現化させた。大事なところだけをかろうじて隠せるくらいの、それはそれは小さなマイクロビキニだった。




　アインは上着を脱いでズボンを膝ひざ上うえまでまくり上げると、浅瀬に立った。

　引き潮で足下の砂が沖に流されて行く時の、吸い込まれる感覚にアインは驚く。

「うわ。なんかすごいな」

　その視線の先では、腰こしの辺りまで海に入って、エペタムとティオーレがキャッキャとはしゃぎながら、水をかけあっていた。

　太陽光がしぶきに反射してキラキラとまぶしい。戯れる二人の仲の良い姿に、アインはつい見入ってしまう。ハッとなって二人に手を振って忠告した。

「あんまり沖の方に行くなよ！」

「はーい！」

「わかってるわよそれくらい～！」

　ナナシキはといえば、顔を水面につけないようにしながら、漂ただようように泳いでいる。

　おのおの楽しんでいる中、アインが振り返ると、上着を脱いで黒のワンピース姿になったシオンが砂浜を手で掻かいていた。

「なにしてるんだシオン？」

「え、えっと……砂遊び」

　恥ずかしそうにシオンは呟つぶやく。

「おっ！　いいなそれ」

「子供っぽいって思ったでしょ？」

「俺は嫌いじゃないぞ。山を作ってトンネルを通そうぜ！」

　むしろアインの方が子供っぽく笑って、シオンと一緒に砂山を築き上げた。

「……なんでしょうか。不思議な敗北感があります」

「わあぁ！　エペタムもお砂場遊びしたい！」

「二人とも海の楽しみ方を間違えてるわよ！」

　結局、魔剣少女の三人も陸に上がってきて、砂山作りにいつの間にか混ざっていた。




　午後になって、アインはシオンに焚たき火びの番を任せると、魔剣少女三人を連れて再び森へと入った。飲料水の確保といっしょに、三人それぞれの髪を洗うためだ。

　到着早々、アインはナナシキに向き直る。

「じゃあ、ナナシキからだな」

「……私は後で良いのですが」

「エペタムより髪が長いし、少しでも早く洗った方が乾き易やすいだろ？」

　エペタムは「そうだね！　その方がいいね！」と言うのだが、ティオーレが抗議した。

「髪の長さなら、あたしが一番だから、あたしじゃない？」

「ティオはさっき一度洗ってるから、一番最後だな」

「えー！　なによそれ！」

　と、文句を言いつつも「けど、しょうがないわね。お姉ちゃんだから譲ってあげるわ」と、ティオーレは続けた。

　お許しも出たところでナナシキがそっと髪留めを解くと、湧ゆう水すいの脇わきにあった比較的大きめな石の上に腰こし掛かける。

　触れてみると、ごわつく一歩手前といった髪質だ。石せつ鹸けんがあればもっと綺き麗れいにしてあげられるのにと思いながら、アインは湧水でナナシキの髪を濡ぬらし、清めた。

「……あっ……ふう……さすがにアインでも、水だけでは限界があるようですね」

　アインの手が薄ぼんやりと光を帯びている。きちんと洗髪ができる環境でアインに研がれると、普段の冷静さが嘘うそのように乱れてしまうナナシキだが、今は少し頬ほおを赤らめる程度にとどまった。

　アインは優しく、髪の表面の汚れだけを拭ふき取るように手で撫なでていく。

「……少しぞわぞわします」

「わ、悪い。我慢しないで、違和感があったらすぐに言ってくれ」

「……問題ありません。続けてください」

　ほんのり火ほ照てったような顔で、熱っぽい吐と息いきを交えつつナナシキは返した。

　一通りアインがナナシキの髪を洗い終えて、手を止める。

「これくらいでどうだ？」

「……五十パーセントといったところでしょうか。ちなみに、海水浴で汚れた分はあまり関係ありません。すでに昨晩の戦闘で残存三十パーセント未満にまで、私の力は損耗していましたから。ただ、これ以上の回復はこの方法では見込めないと考えます」

「半分まででも回復したなら上々だな」

「……はい。ですが、やはりしかるべき施設の利用が望ましいでしょう」

　ナナシキが立ち上がり、それを見てエペタムがティオーレに聞く。

「ティオーレお姉ちゃん、先にいい？」

「い、いいわよ。お姉ちゃんに二言は無いわ」

　ぷるぷると小型犬のように震えながら、二言が無いというわりにティオーレはそわそわしていた。アインが首を傾かしげる。

「無理してないか？」

「してないわよ！　ほら、早くしちゃいなさい！」

「お先です。お先に失礼します」

　エペタムらしくない敬語風な口振りに、不意打ちを受けたみたいになって、ティオーレとアインはついつい吹き出してしまった。

　アインがそっと、小さな少女の黒髪に触れて言う。

「エペタムにもいっぱいがんばってもらったからな。お前がいなかったら、あの小屋も見つからなかったし」

「エペタム偉い？」

「ああ、とっても偉いぞ」

「はわぁ……そ、それほどでも」

　自分で聞いておきつつ、褒められた途端に謙けん遜そんしながらデレデレ顔になった少女に背中を向けさせて、アインは湧ゆう水すいを手で汲くみ上あげると告げた。

「ちょっと冷たいけど我慢してくれよな」

「エペタム大丈夫！　さっき海に入ったし、冷たいのくらい……ひゃあああ！」

　黒髪が濡ぬれた瞬間、エペタムは小さな悲鳴をあげた。

　アインの手が黒髪の汚れをぬぐっていく。

「あ、ああ、あふ……な、なまごろし！」

「え？　なまごろしって？」

「笑いそうで、あひゃ……でも……わ、笑わない……」

「そういえば、エペタムは強めにごしごししないと、笑っちゃうんだよな」

　優しく研ごうとすると暴れてしまうエペタムだが、やはり水だけでは刺激が足りないのか、時々笑いがこみ上げそうになるものの、笑い転げるようなことはなくアインの手で洗われた。

「寸止めつらい」

「水だけでごしごしするのはさすがに良くないだろうし。今はこれが精一杯なんだ」

「はーい」

　アインの言葉に従うように、黒髪を揺らしてエペタムはうなずいた。

　しばらく洗っているうちに慣れたのか、エペタムは気持ちよさそうに目を細めると、コクリコクリと首を縦に揺らし始める。

「ふあぁぁ……気持ちいいなぁ」

　お昼寝モードに入ったエペタムを微笑ほほえましく思いつつ、アインは髪を洗い上げた。

「よし。こんなとこだろ」

「ありがとうございましたぁ」

　眠そうに目をこすりながら、振り返ってエペタムはちょこんとお辞儀をした。

「どういたしまして。じゃあ、最後はティオの番だな」

「やっとようやくあたしの番……って、べ、別にわくわくしながら待ってたわけじゃないし！　だけど、アインが望むなら……させてあげなくもないっていうか……」

「なんだかはっきりしない変な言い方だな。ほら、座って」

　髪をほどいたティオーレを椅い子す代わりの石の上に座らせると、アインはそっと銀糸のようなそれを撫なでた。といっても光沢を失った今はいぶし銀だ。

「二回目だからって、手を抜いたら承知しないわよ！」

「わかってるって」

　水で濡ぬらして洗い清める。アインもだんだんとこなれてきた。ティオーレは静かに呼吸を整えている。

「大人しくしてると別人だな」

「別人って、どういう意味よ？」

「うーん、なんだかお姉さんっていうか……そうだ！　落ち着いた雰囲気の時のティオは、女神に似てるぞ」

「や、やだ。アインってば、いつのまにお世辞なんて言えるようになったの？」

　アインは意外そうに目を丸くした。

「お世辞じゃないけど、ティオのことだから『当然でしょ！』とか言うと思ってた」

　手を止めたアインに振り返ってティオーレは言う。

「め、女神って褒め言葉にしては、ちょっとオーバーすぎるからびっくりしたのよ」

「いや、本当なんだ。俺が住んでた教会にもあるんだけど、十じゆう字じ星せい教きようの女神像の雰囲気と、ティオってどことなく似てるんだよ」

「へ、へぇ」

「気のせいかもな。やっぱりティオはティオだ」

「なんだか今、ちょっとバカにされたような気がするんだけど」

「してないって」

　アインが髪を清めるのを再開すると、ティオーレはため息混じりに「女神なんて言うから、てっきりアインはあたしのこと、本当に女神に見えてたのかと思ったのに……像なんかと一緒にしないでほしいわね」と、不満そうにぶつぶつ呟つぶやくのだった。






５　帰還






　日が落ちてからは下手に動かず、焚たき火びを絶たやさないようにして狼煙のろしを上げ続けた。

　火の番も兼ねて、アインは焚き火のそばで横になり身体からだを休めていた。

　風雨さえなければ外でもさほど冷えはしない。むしろ夜風が心地よいくらいだ。

　炎の揺らめきを眺めるうちに、安らぐ波音も合わさって、いつの間にかアインは眠ってしまった。

　パチッ！　と、薪まきの爆はぜる音でアインは眠りの底から引き戻される。

　見上げれば、眠る前よりも月が夜空の高い位置にあった。一時間ほどだろうか。仮眠にしては十分だ。少し勢いの弱まった焚き火に薪を追加する。

　ふと海を見ると……月明かりの下に人影があった。

　シオンだった。一糸まとわぬ姿でゆっくりと、沖の方に歩いていく。

　美しい光景だが、だんだんと海に飲まれていくシオンの姿にアインは恐怖を覚えた。

　このまま彼女がいなくなってしまうような、不安な気持ちになるのだ。

「シオン！　待てシオン！」

　アインは飛び出すように海へと走った。砂浜に足を取られながら、シオンの背中に手を伸ばすと──。












「あ、アイン！　やだ、起きてたの!?　ちょっ、ちょっと待ってこっち来ないで！」

「行くなシオン！　早まるな！」

「早まってないから！」

　胸を腕で覆うようにしてシオンは振り返った。腰こしから下は海の中だ。

　アインは膝ひざまで海に浸つかったまま、惚ほうけたようにシオンを見つめた。

「は、早まってないんだな」

「なんでわたしが自殺しなきゃいけないのかしら？」

「じゃあ、何してるんだ？」

「す、砂遊びだけじゃ物足りなくて……けど、水着もないし」

「こっそり泳ごうとしてたのか？」

　アインの問いにシオンはうなずいた。

「ちょ、ちょっとだけ……灌水浴器シヤワーが無いのは知ってるけど、こんなに綺き麗れいな海なんだもの……それより、じっと見ていられると困るわ」

「ご、ごめん。いや本当に驚いたんだ」

　落ちこみながら安あん堵どするアインがおかしいらしく、シオンは吹き出した。

「ああもう、アインってば……そうだわ。この際だし一緒に泳ぐ？」

「この際ってそれは……まずいだろ色々と」

「冗談よ。じゃあ、浜辺で見ててちょうだい。あんまり近づかれると困るから」

　アインは砂の中に沈んだ足を引き上げながら、重い足取りで浜辺まで戻る。

　シオンは髪を濡ぬらさないように気をつけながら、月を映す海を独り占めにして、しばらく海水浴を楽しむ。

　アインはそんなシオンが満足するまで、浜辺から彼女を見守り続けるのだった。




　翌朝、果物と椰や子しの実のジュースで朝食を済ませると、魔剣少女の三人はそれぞれの役割に分かれた。ティオーレは水場に水を汲くみに行き、エペタムは焚たき火びの薪まきを集め、ナナシキは食料になる果物を探しに出る。

　誰に命じられたわけでもなく、自然と分担ができていた。

　こうして三人に仕事を任せたアインはというと、シオンに剣術を習うことにした。

　森で拾った手頃な木の棒を手に対たい峙じする。稽けい古こ場は白い砂浜だ。

　夜の海水浴は二人だけの秘密で、お互いにそのことには触れないでいたのだが、いざ二人きりになると自然と思い出されて、少しだけぎこちなくなる。

　遠目にもシオンの一糸まとわぬ姿が、アインの目には焼き付いていた。

　稽古が始まって早々、シオンのことを直視できなくなってアインは怒られっぱなしだ。

「少したるんでるわよ。集中して。ちゃんとこっちの動きを見てちょうだい」

「お、おう！」

　雑念を振り払うようにアインは声をあげた。

　シオンは教える技をしぼりこみ、反撃に転じるための心得や体たい捌さばきを中心に教えた。

「驚いたわね。少し見ただけで、ある程度形になるなんて」

「シオンの教え方が上手なんだよ。学校の先生になれるんじゃないか？」

　乾いた海綿のようにアインはシオンの技を吸収していった。実際のところ、シオンの教え方は実践的で無駄が省かれ、アインにはわかりやすかった。

「そ、そうかしら」

　まんざらでも無さそうに呟つぶやきながら、シオンの口から一緒にため息がもれる。

「この調子だと一週間もあれば、教えることがなくなっちゃいそう」

「じゃあ、剣術の指南が終わったら、次はシオンが知ってることを教えてくれないか？」

「わたしの知ってること？」

「ああ。世界は俺の知らないことばっかりだろ」

「わたしが知ってる世界なんて狭いものだし、そんなものでも教えちゃったら、ますますわたしの立場が無くなっちゃって……寂しいわ」

　首を傾かしげるアインに、少し焦った口振りでシオンは続けた。

「だ、だって……魔剣も使えなくて、剣の技術と一般的な知識はあるけど、それもアインが知っちゃったら……わたしはティオーレたちみたいに、アインの力にはなれないから……もっと、役に立ちたいのに……」

　うつむくシオンにアインは優しく語りかけた。

「役に立つとか立たないとか、そういうことは抜きにして、俺はシオンにそばにいてほしい。それだけで、ほっとするんだ」

「アイン……そ、そんなこと言うなんて……少しずるいわ！　アインがそう言ってくれるなら、このままの自分で良いって、言い訳できちゃうじゃない……はい！　やめやめ！　この話は終了よ。まだ教えてない技があるうちは、わたしの方が先生なんだからね！」

　まくし立てるとシオンも剣に見立てた木の棒を構え直した。

「じゃあ、今度はどこを打つか言わないで攻撃するから、うまくいなしてみせて」

「お、おう！　やってみる！」

　シオンの攻撃は巧たくみなフェイントも織り交ぜながら、アインを翻ほん弄ろうした。

　魔剣を手にすれば力の差は歴然だが、魔剣を持たないアインでは、シオンから一本取るのはまだまだ先のようだった。




　島での生活も三日が過ぎた。その間にもシオンからの剣術指南を受け続け、アインの反撃技もある程度形になってきた。

　島の豊かさのおかげもあって、だんだんと島暮らしを楽しむ余裕さえ持てるようになっていた。そんな矢先──。

　狼煙のろしを上げ続けた成果が実り、帝国の軍船が島の沖に姿を現した。

　期待していたよりも早く、救助がやってきたのだ。

　軍船から魔ま導どう器きの動力付き小型ボートが降ろされる。ボートの船首には、リットゥを引き連れたゼロンの姿があった。

　上陸するなりゼロンはアインの顔を指さす。

「よく無事でいたなアインよ」

　アインはほっとした顔で返した。

「ずいぶん早く見つけてくれたんだな。助けに来てくれてありがとうなゼロン」

　ゼロンは首を左右に振った。

「誰が助けに来たというのだ。貴様には失望したぞ」

「え？　じゃあ、何しに来たんだ？」

　アインの背後にはシオンら四人の少女が並び立っている。一様に「嫌な予感」がしているらしく、表情にも緊張が浮かんでいた。

　ゼロンはせき払いを挟んでアインに告げる。

「アイン。貴様を逮捕する」

「はぁ!?」

「帝国への反逆罪だ。まさか砦とりでを襲った大罪人だったとはな」

　ティオーレが一歩前に出た。

「襲ったんじゃなくて、色々と理由があったのよ！」

「釈明があるなら後で聞こう。それともこの場で極刑に処すか？」

　ゼロンの背後でリットゥが「やれやれだねぇ」と、口元を緩ませた。彼女の髪は立ち上る炎のように光り輝いて見える。

　一方、ティオーレもナナシキもエペタムも、その髪は艶つやを失い張りも潤いもない。

　ティオーレがアインの手をとった。

「アイン……あたしは準備も覚悟もできてるわよ」

　アインはそっと首を左右に振ると、ゼロンに向き直る。

「釈明の余地はあるのか？」

「私も鬼ではない。さあどうする？」

「わかった。投降するよ」

　アインは両腕をそろえて差し出した。

「いいだろう。その心がけに免じて、こちらも手て荒あらな真ま似ねはしないと約束しよう」

　随伴した兵士によって、アインの両手には縄が掛けられた。囚とらわれの身ながら、アインは注文をつける。

「ティオたちは縛らないでくれ」

「憂うな。最初からそのつもりはない。この縄は貴様の屈服の証あかしだ。そもそも拘こう束そくなどせずとも、私とリットゥの力であれば、今の貴様らなどまとめて葬るのはたやすいからな」

　アインら一行はゼロンに引っ立てられるように、小型ボートに乗船すると軍船まで護送された。

　そもそも、あまり長居するつもりの無かった島だが、遠のくにつれてアインは少しだけ寂しく思えた。




　アインたちが漂着した島は、本土からさほど離れてはいなかった。

　軍船は離島からすぐにイビサ港へと引き返す。

　何事にも動じずアインは大人しく従った。

　イビサの海軍司令部に連行されると、まず輸送船に残されていた私物を返還された。シオンの手荷物も無事戻る。それが終わるとアインだけ別室に移され、シオンたちは控え室に取り残された。ゼロンはリットゥに控え室で待つよう指示をする。つまらなそうな表情を浮かべながら、リットゥはそれに従った。

　魔剣士同士の話し合いか。と、心の中でアインはひとりごつ。

　通された部屋は狭く机と椅い子すがあるだけで、小さな窓も採光用のそれだった。アインを扉から離れた奥の椅子に座らせて、ゼロンも着席するとそっと腕を組む。

「さて、貴様はとんだ食わせ者であったな」

「なんのことだ？」

「とぼけるな。帝国軍に弓を引いたその手で、海賊討伐に志願したというのか？　盗みに入った店に買い物に来るようなものだぞ。これが食わせ者でなくてなんとする？」

　アインは「あー」と、抑よく揚よう無く呟つぶやいた。

「イビサの南方に帝国の砦とりでがある。そこを襲撃した魔剣士と、貴様らの風ふう貌ぼうの特徴がほぼ、一致したのだ」

　ゼロン曰いわく、襲撃犯の詳しい情報が海軍司令部に届いたのは、アインたちとともに海賊討伐に出立した直後のことだったらしい。あくまでゼロンは海賊討伐のため、帝都から派遣された魔剣士で、管轄が違うこともあって情報の共有が遅れたというのだ。アインは悪びれるでもなく言った。

「それ、たぶん俺たちだな」

「では一体どういう了見だ？　貴様らは海賊の手の者か？　それとも王国の間者か？」

　睨にらみつけるゼロンをアインは見返した。

「仲間を守ろうとしたら、いつの間にかこうなってた」

「そのような説明でこちらが納得するとでも？」

「事実だからな。俺は帝国の魔剣士ジュークに命を狙ねらわれたんだ」

「ジューク？」

「同じ帝国の魔剣士だろ。知らないのか？」

「知らぬな。力のある者ならば、その名も自然と耳にするはずだ。そうでない路傍の小石の事など、いちいち覚えてはいられぬ。しかし、なぜ狙われた？」

「俺の元保護者とジュークが繋つながってたみたいで、依頼したのはその元保護者のサードアイって男なんだ」

「聞かぬ名だな」

「剣けん封ぷう結けつ社しやっていう組織じゃ、幹部だったらしい」

　ゼロンは少しだけ目を見開いた。

「おお、その結社とやらなら聞いたことがある。帝国にはびこる雑草のごとき反乱分子どもであるな」

　帝国側からみれば、そうなるのだからとアインは言い返すようなことはしなかった。

　ゼロンは首を傾かしげる。

「その結社の幹部が貴様の親なのか？」

「いや……なんて言ったらいいんだろう」

　元来、アインは駆け引きができない性格だった。嘘うそを吐つくのが下手なので、できることといえば、あえて言わないことくらいだ。

「どうした？　言えぬのか？」

　ティオーレたちを人質にとられて、ゼロンの機嫌をそこねるのも危険だった。

「俺の両親は俺が物心つく前に死んだみたいで、サードアイに育てられたんだ。けど、サードアイは帝国の魔剣士に俺の殺害を依頼した。そして、サードアイは剣封結社に所属してたのに、それを裏切って帝国に結社の情報を売り渡して、帝国に取り入ったんだ」

「ふむ。では貴様からすれば、その元保護者の男というのは裏切り者ということか」

　アインは肯定も否定もしなかった。

「まだ、よくわからない。俺が砦とりでに行ったのも、最初はサードアイが魔剣士ジュークに捕らわれたと思って、それを助けるためだった。で、待ち受けていたジュークとサードアイに、今言ったようなことを知らされたんだけど、そのあとサードアイは失しつ踪そうしたんだ」

　ゼロンは眉み間けんに小さくしわを刻む。

「ともあれ帝国に敵対する意思があって、砦を襲撃したというのではないのだな。ふむ……話は変わるが、そのジュークとかいう魔剣士は倒したのか？」

「ああ。魔剣士として再起不能にした」

「そうであるか。ならば良かろう」

　厳しい表情をかすかに和らげてゼロンは息を吐く。今度はアインの方が困惑した。

「良かろうって……俺を捕まえて処罰するとか、処刑するつもりじゃなかったのか？」

「またしても食えぬことを言う。解げせぬ部分もあったが、ようやく全ぜん貌ぼうが把握できたぞ。貴様が大人しく従ったのも、私が貴様らを殺さないと思っていたからであろう？」

　半分は当たっていた。アインは腕を後頭部に回すと、掻かきながら言う。

「殺すつもりなら、あの場でやるだろうしな」

「ほうれ、私の言った通りではないか。呆あきれた奴やつだ。私ほどの人間ともなると、貴様の考えていることなどお見通しなのだよ」

　勝ち誇って満足げなゼロンに、アインは呟つぶやく。

「お前、変な奴だな」

「貴様……自分の立場がわかっていないのか？　殺さぬが処罰せぬとも言っておらぬぞ」

「あ、ああ。ごめんなさい」

　つい、敬語で謝るアインにゼロンは「ぷっ」と吹き出す。

「別に貴様だから許すというのではないからな。それだけは先に言っておこう。砦とりで襲撃の件は不問とする」

「いいのか!?」

「そもそも貴様の事情など知ったことではない」

「はあ？　事情を言わせておいてそれかよ」

「まあ最後まで聞くのだ。無知な貴様にわかるよう、極力簡単に説明してやる」

　せき払いを挟むと、ゼロンは続けた。

「帝国のルールについてだが……貴様のレベルに合わせて簡単に言うとだな……まず、魔剣士は普通の人間よりも偉いのだ。そして、勝った者が正義である。歴史書は勝者が書き記す物であるからな。敗者は口を挟むことを許されぬ」

「つまり……どういうことなんだ？」

「襲われた砦を守りきれなかった魔剣士が悪いのだ。無論、貴様が帝国に敵対を表明するなら看かん過かできぬが、そうでない限り、貴様は私の副官のままだ。異議申し立てのある者もおらぬしな。おっと、一つ言い忘れていた。この帝国のルールには皇帝陛下も含まれる」

「皇帝陛下って、帝国で一番偉いやつか？」

「無知なる者よ。そのようなたわけた口振りで陛下を愚ぐ弄ろうするとは救いがたい。が、その不ふ遜そんも許されるのだ。陛下を倒した者が次の皇帝となる。最も強い者が全すべてを手に入れる……それがこの国の掟おきてであるぞ」

　アインは複雑な気持ちになった。つまり、アインは魔剣士だから許され、ジュークに勝利したから認められたのである。

「だから剣けん封ぷう結けつ社しやが生まれたのか」

　ゼロンは目を細めた。

「ほう……貴様はそちら側か」

「どっちとか言われてもわからないけど、帝国のルールっていうのには賛同できないな」

「ではどうする？　私と戦うか？」

「お前は変だけど、ジュークみたいに悪い奴やつでもないから、ちょっとな」

「まるで私を倒せると言わんばかりの自信だな。おもしろい」

　ゼロンはアインを鼻で笑った。正直なところ、今のアインではおそらく勝てないし、戦う理由もない。ゼロンがティオーレたちを人質に取るような非道なやつなら、挑む気持ちも生まれるのだが、闘志すらわかなかった。

「ティオたちを研がせてもらえれば、良い勝負ができると思うぞ」

「バカは休み休み言え。帝国の名門マルドゥーク家の守護者たる我が魔剣にかなうものか。実際、貴様はリットゥに吹き飛ばされたではないか」

　アインには返す言葉も思いつかなかった。ゼロンがゆっくり息を吐つく。

「さて、尋問はこれにて終了であるぞ」

「解放してくれるのか？」

「副官の任は解いておらぬ。それとも帝国には協力できぬと申すか？」

　ふと、アインの脳裏にシオンの顔が思い浮かんだ。当初から剣けん封ぷう結けつ社しやの仇かたきである帝国に協力することは、シオンの本意に反していたかもしれない。

　ただ、サードアイを追って前に進むためにも、背に腹は代えられなかった。

「俺たちの協力が必要ってことだな」

「べ、別にそこまでは言っておらぬぞ。だが、優秀な人間は人材集めも怠らぬのだ。働き次第で召し抱えてやると言ったではないか。俸ほう禄ろくをはみ放題だぞ」

「はみ……え？　なにがはみ出るって？」

「貴様……やはりバカだな」

「お前には言われたくない」

「うるさい。つまり……家来になれと言っている」

「えー。お前の家来になるのか？」

「ああまったく、リットゥといい貴様といい、どうしてこうも私が気に入る相手というのは、私への敬意を表さず無礼者揃ぞろいなのだ」

「友達ならいいけど、家来はちょっとなぁ」

　と、アインが漏もらした途端にゼロンの顔が真っ赤になった。

「い、今なんと言った！」

「友達ならいいって……」

「ば、ば、バカを言うな！　友など不要だ！　まったく……田舎者の貴様にはマルドゥーク家に仕えることの意味がわからぬようだ。なのでこうしよう。どのみち、海賊退治はせねばならぬ。やつらをこの海域から排除し、隠し持つ秘宝ミーティアムを見つけるのに協力しろ。私を満足させる働きをみせたなら、足の速い軍船で帝都まで送っていってやる」

　アインはうなずいた。

「最初からそう言ってくれればいいのに、面倒くさい奴やつだな」

「まてまて、まだ話は終わっておらぬぞ。帝都にてマルドゥーク家の威光を存分に見せつけてくれよう。そうすれば、貴様も仕官することにやぶさかでもなくなるであろうな！」

　妙に気に入られてしまったと思いつつ、ともかく帝都行きの便を用意してもらえるならと、アインは提案を受けることにした。

「じゃあ、話は決まったな」

「おお！　やっと理解したか。ではこれからも副官として私のために働くが良い。リットゥらも加えて、食事がてら作戦会議といこうではないか！」

　上機嫌でゼロンは笑った。




　控え室に戻ったアインを、ティオーレもナナシキもエペタムも笑顔で迎えた。独り、シオンだけは心配しきりな表情を崩さなかったが、アインがゼロンとの取り決めについて語ると、シオンもようやく少しだけ落ち着きを取り戻した。

　そして、ほどなくして夕食となった。ティオーレたちとテーブルを囲んで座り、対面にゼロンが着く。彼の脇わきにはリットゥの姿があった。

　テーブルには縁にレースのあしらわれた純白のクロスが敷かれ、磨き込まれて曇くもり一つないナイフやフォークがずらっと並ぶ。

　アインは困惑しつつ、小声でシオンに聞いた。

「な、なあシオン。なんでナイフとフォークがこんなにあるんだ？」

　シオンも困り顔で返す。

「順番に料理が出てくるのよ。たしか外側から順に使っていくんだと思ったけど……」

「貴族ってめんどくさいんだな」

　ティオーレとエペタムがナイフとフォークを手にして両腕をあげた。

「美お味いしいもの食べさせないと暴れるわよ！」

「あばれるぞー！」

　ナナシキがたしなめるように呟つぶやく。

「……二人とも行儀が悪いですよ」

　三姉妹に例えるなら、長女はナナシキのような気がする……と、アインは思った。




　食事は前菜から始まって、サラダ、スープ、パンと続き、イビサ自慢の魚介類をふんだんに使った魚料理のあと、口直しの氷菓という運びとなり、今はメインの肉料理にさしかかった所だ。

　リットゥは食事もほどほどに、グラスに口をつけ赤ワインを傾けている。あまりに様になっているので、アインはつい聞いてみたくなった。

「お酒を飲んで酔っ払ったりするのか？」

「まあ、気分は良くなるねぇ。そこらへんは人間と一緒さ」

　感心したようにアインが「へぇ」と声を上げると、ゼロンがリットゥに「ほどほどにしておけよ」とくぎを刺しつつ自慢げに、アインに感想を求めてくる。

「どうだ。我が家の料理人の腕は？」

「食ったこと無いものばっかりだ。すっごく美う味まいぞ」

　シオンは「さすが帝国の貴族様ね……」と、少し皮肉っぽく呟いた。

「何か言ったか？」

「え、ええと……なんでもないわ」

　愛想笑いで返すシオンに不機嫌さを隠さず、ゼロンはフンと鼻を鳴らす。

「まあいい。さて……アインよ。先日、遭遇した海賊の事だが、あの魔剣士について貴様はどう思う？」

　アインは眉まゆ尻じりを下げつつ返した。

「どうって言われても……うーん、あれってそもそも魔剣士なのか？」

「ふむ。その点、私も判断しかねているのだ。貴様のような魔剣を複数使い分ける魔剣士がいるくらいだから、例外的な存在というのは案外世の中に溢あふれているのかと思ってな」

　愛あい染ぜんと蛍ほたる丸まるは魔剣と魔剣だった。魔剣少女が魔剣を抜いて戦ったのである。

「なあ、魔剣が魔剣を抜くなんてできるのか？」

　アインの問いに答えたのはリットゥだった。

「契約してなけりゃ無理なんじゃないかねぇ」

「じゃあ、あの二人はお互いに契約しあってるってことか。けど、干渉力が無かったら魔剣は……消えちまうんだろ？」

　ナナシキを折ってしまった時のことや、エペタムをジュークから解放した時のことをアインは思い出した。干渉力の供給源が無くなると、魔剣少女は光の粒子に還かえってしまう。再びこの世界に現れるまで、魔剣少女は孤独に耐えねばならないらしい。

　ゼロンはうなずいた。

「ゆえに謎なぞなのだ。もしかすれば、あの海域に隠された願望器の影響やもしれぬ」

　いくら原因を考えてみてもわからない。なら、無理にこうではないかと決めつけることもないと、アインは思って告げる。

「ともかく、あの二人……愛染と蛍丸をなんとかすれば、海賊は大人しくなりそうだな」

「その通りだ。というわけで貴様たちにも働いてもらうぞ」

　ティオーレがほっぺたをぷくっと膨らませる。

「なんでそんなに偉そうなのよ」

「偉いからに決まっているであろう小娘」

「なんだか納得いかないわね。助けに来たのかと思えば、アインのことを捕まえて、誤解が解けたから今度は仲間になるっていうの？」

「仲間ではない。部下にしてやると言っているのだ」

　アインが「まあまあ」と、ティオーレをなだめた。ずっと沈黙を保っていたナナシキが、不意にシオンに聞く。

「……シオンは良いのですか？」

「海賊を倒して前に進まなきゃいけないものね。それになんであれ、島から助け出してもらったわけだし。借りっぱなしじゃ落ち着かないでしょ」

　ナナシキの視線がちらりとリットゥに向いた。

「……船からアインとティオーレが放ほうり出された原因を考えると、貸し借りは無いかと」

　リットゥがナナシキの視線に気付く。

「あれくらいで吹き飛ぶ方が悪いさね。それより一杯付き合わないかい？」

「……遠慮しておきます」

　剛胆な武将のようなリットゥには、さすがのナナシキもお手上げのようだった。

　アインが改めてゼロンに聞く。

「愛あい染ぜんと蛍ほたる丸まるをどうにかしたあと、あの海賊の親分を捕まえれば一件落着だな」

　ゼロンは黙り込んだ。少し間を取ってからアインに返す。

「ふむ……それはそうなのだが、どうにも解げせぬのだ」

「なにがだ？」

「報告書に目を通したところ、この海域には数年前までいくつもの海賊団があったのだが、過去にカイリュウが率いていた海賊団は弱小でな。それが近年、一気に勢力を拡大し、乱立する他の海賊団を吸収して、あれだけの戦力にまでふくれあがったのだ」

「愛染と蛍丸が協力するようになったからじゃないか？」

「おそらくはそうなのだろう。しかし……なぜ協力するようになったのだろうな？」

「本当の親子じゃないけど、親子っぽく振る舞ってたよな。あと、確か……願望器だの願いがどうとか言ってたけど、次に会ったら聞いてみるか」

　ゼロンは口元を緩ませた。

「直接聞けると思っているあたり、貴様は本当におもしろいな。だが、向こうが抵抗するなら倒してしまうことだ」

　アインはこたえず、黙ってメインディッシュのローストビーフを口に運んだ。

　ずっと黙っていたエペタムが首を傾かしげる。

「海賊やっつけるの？」

　ティオーレがうなずいた。

「ええ、そうよ。前回はアクシデントがあったけど、次は油断しないわ」

「海賊はどこにいるの？」

「えっと……う、海よ！」

「海は広くておっきいよ？」

　ティオーレはゼロンに視線を向けた。

「海賊の居場所くらい調べはついてるんでしょうね？」

「先日の戦いでこちらの手勢を何人か海賊船に潜り込ませた。じきに連絡が来るだろう。本拠地さえ判明すれば、すぐにでも落としにいくつもりだ。準備しておくのだぞ？」

　ゼロンの言葉は途中からアインに向けられていた。

「準備って？」

「魔剣を研いでおくのだな。この基地は魔剣士のための設備が充実している」

「そりゃあ、ありがたい。遠慮無く使わせてもらうよ」

　ティオーレたちの髪は水で清めただけなので、ゼロンの申し出は渡りに船だった。




　乳白色の裸婦像が手にした水みず瓶がめから、とうとうと温あたたかい湯が流れ落ちる。

　浅いプールのような浴槽と、広く使いやすそうな洗い場がもうけられていた。

　調度品の装飾にも、そこかしこに金細工があしらわれた豪華な大浴場だ。

　髪を洗うための石せつ鹸けんも、いくつもあった。ティオーレが瞳ひとみを輝かせる。

「わああ！　すごいわアイン！　ちょっと見てみなさいよ！」

「あ、ああ。ずいぶん広いんだな」

　エペタムも浴場の豪華さにそわそわしだす。

「エペタムもいいの？　大丈夫なの？」

　ナナシキがうなずいた。

「……私たちは招待されたのですから、後で利用料として金銭を要求されるようなことは無いでしょう」

　シオンが少し困った顔をする。

「こ、ここはあくまで魔剣を磨くための場所だから……」

　ティオーレがシオンの手をぎゅっと握って、にんまり笑った。

「いいじゃない別に！　シオンもアインも一緒にさっぱりしましょ？」

「お、俺もか!?」

　エペタムがアインの目の前に立つと、うんうんとうなずいた。

「みんな一緒がいい！」

「……異論はありません」

　ナナシキにまで言われて、とても断りにくい雰囲気になったアインは、思い出したように魔剣少女三人に告げた。

「そうだ！　水着になれるんだよな？」

「……衣類を解除します」

「すぽぽぽぽーん！」

「お風呂なんだし裸で何が悪いのよ！」

　魔剣少女三人は服を脱ぎ去った。三人が目の前で一糸まとわぬ姿になり、アインは慌ててそっぽを向く。

「つうか、なんでパンツをはいてないんだ？」

「お洗濯してもらってるのよ！　文句ある？」

　代表してティオーレに言われ、アインは返す言葉もない。そんなアインを少女たちは三方向から囲むと、それぞれが服に手を伸ばした。

「さあ！　アインも脱いじゃいなさい！」

「ぬんぎぬんぎー！」

「……お手伝いいたします」

　アインは観念して叫んだ。

「わ、わかったから脱がせるな！　自分で脱ぐから！」

　ティオーレたちの視線がシオンに向く。飢えた獣のような瞳にシオンは「落ち着いて三人とも！　目が血走ってるわ！」と説得を試みたのだが、それは叶かなわずシオンの衣類は魔の手に落ちる。

　俺にはどうすることもできない……と、アインは心の中で合掌した。




　アインは腰こしにタオルを一枚巻いただけの格好になった。シオンはといえば、アインの視界に入らないよう、こっそりと魔導式灌水浴器シヤワーで身体からだの汚れを落とすと、早々にお風呂につかっていた。

「のぼせるなよ？」

「大丈夫よ。それより、三人をしっかり研いであげてね」

　風呂椅い子すに魔剣少女の三人が並んで座った。お尻と背中をアインの方に向けている。

　アインはシャワーの栓をひねった。設備に使われている魔ま導どう器きが良いのか、シャワーの水流は激しいくらいだ。お湯の温度を調整すると、アインはエペタムの髪を濡ぬらした。

「エペタムが最初？」

　順番にこだわるティオーレが、ぷくっとほっぺたを膨らませる。

「ティオはお姉ちゃんだから、譲ってくれるんじゃないかと思ったんだ」

　アインに首だけ向き直って、ティオーレは少し怒ったような目で睨にらみつけてきた。

「当然でしょ。なんなら最後でいいくらいよ。その分、一番時間をかけて洗ってよね？」

「そうするよ。じゃあエペタム、ナナシキ、ティオの順番でいいな？」

　ナナシキも「……異存はありません」と承諾した。

　エペタムの黒髪にシャワーを当てて、アインは洗うのを再開させる。

「ふやあああ。極楽極楽」

　なんとも年寄りじみた口振りに、思わずアインは小さく吹き出した。エペタムが心配そうに振り返る。

「へ、変？　エペタム変だった？」

「変じゃないぞ。じゃあえーと……しまった、どの瓶を使えばいいんだ？」

　浴室備え付けの石せつ鹸けんは濃縮された液体で、透明な瓶に詰められていた。三種類あるうちの一つをアインは手に出してみる。

「これかな？」

　緑色のジェルのような液体を、そっとエペタムの髪につけてみた。

「わくわく」

　アインは意識して五指を力強く動かす。エペタムの好みは強めの刺激だった。アインの手にうっすらと光が宿るのだが、どうも変だと手を止める。

「なんだこれ。全然泡立たないぞ」

　困っているアインにシオンがやれやれと、浴槽から出てきた。シオンの方をあんまり見ないようにと、自然とアインの視線が下がる。

「ちょっと瓶を貸してみて……あっ、こっちのピンクっぽいのがたぶん洗浄薬液シヤンプーで、この白いのが保湿薬液トリートメント。緑のは調整薬液コンデイシヨナーね」

「俺には何がなにやらさっぱりだぞ」

　見ないようにと意識していたのに、ついアインはシオンに顔を向けてしまった。シオンは逃げるように浴槽へと走っていく。

「わ、悪いシオン。わざとじゃないんだ」

「こっちもつい、油断しちゃってたわ」

　お風呂に飛び込んでシオンがそっと浴槽の縁から顔だけ出す。

「それで、どういう順番でやったらいいんだ？」

　シオンは顔を赤らめながら説明した。

「まずシャンプーで汚れを落として、トリートメントをしばらく浸透させてみて。終わったらコンディショナーで仕上げという感じかしら」

「わかった。とりあえずこのピンクのやつからだな」

　一度、エペタムの髪についたコンディショナーを落としてから、アインは改めてピンクのシャンプーで黒髪を洗った。

　数回もみ込むだけで、あっという間にきめ細かい泡が立つ。

「おっ……おっ……おっ！」

　アインの力強い指捌さばきに、エペタムは半分開けた口からなんともいえない声を出した。

「もうちょっと強くごしごしするか？」

「だ、だめ！　いまくらいでいいから！　エペタム、これ以上強いと変になる」

　ティオーレがそっとエペタムの耳元で囁ささやいた。

「変になっちゃえばいいじゃない」

「あ、ああああぅう！」

　ビクンとエペタムが背中をのけぞらせたのをみて、驚いたアインは手をとめた。

「だ、大丈夫かエペタム!?」

「はふぅ……だ、だいじょうぶ」

「汚れも落ちたみたいだし、泡を流そうな」

　アインはシャワーのお湯をあててエペタムの黒髪についた泡を流す。まるで黒インクのように髪は漆しつ黒こくだ。このまま乾かしても十分に綺き麗れいだとアインには思えた。

　エペタムが首だけ振り向いて聞く。

「おしまい？」

「せっかく色々あるんだし、試してみよう」

　これ以上、どう変わるのだろう。見当も付かないまま、アインは白い瓶を取って、手のひらに液体を広げてみた。浴槽の方からシオンの声が上がる。

「その液は洗うんじゃなくて、髪にしっとり馴な染じませるようにしてあげて。それからしばらく時間をおくといいかも」

「馴染むまで待つんだな？　わかった。エペタムにはちょっとくすぐったいかもしれないけど、我慢してくれよな」

　こくこくとうなずくエペタムの黒髪に、白い粘液をアインはすり込むように優しく馴染ませた。気のせいかもしれないのだが、シャンプーでしっかり汚れが落ちた分、手のひらの液体が髪にぐいぐいと吸い込まれていくような感触だった。

　時折、身体からだをびくつかせるエペタムの反応におっかなびっくりながらも、毛先まで丹念に液体を染みこませ終えた。そして、シオンの言う通り時間をおく間に、アインは続けてナナシキの髪を洗うことにする。

「……よろしく御お願ねがいします」

「あ、ああ。こちらこそよろしく」

　お湯で銀髪を十分に湿らせると、ピンクの瓶からシャンプーを出し、優しく繊細な手つきで、解きほぐすように硬くなったナナシキの髪を洗った。

「……んっ……あっ……」

「苦しいのか？　つらいなら我慢しないで言ってくれよ」

「……これは……苦痛ではありませんので、続けてください」

「わかった。ええと、うなじの方から押し上げるようにしていくからな」

　ナナシキはコクリとうなずいた。アインはそっと左右に押し広げるようにしながら、うなじから頭頂部めがけて洗い上げる。

「……はぁ……極楽です」

　エペタムの口振りが伝染したように、ナナシキは呟つぶやいた。普段から感情を抑制している感じがするのだが、アインが髪を洗った時や、美お味いしいものを食べた時には、ナナシキの口振りもかすかに嬉うれしそうなものになる。

　たまにしか出ないからこそ、感情が漏もれ出た時はわかりやすいとアインは思った。

　一通り洗い終えると、光沢を失っていた銀髪は元通り甦よみがえった。

「エペタムの髪もそうだけど、これで十分綺き麗れいになるんだが……」

　浴槽から「そう言わずにトリートメントもしてあげて！」と、シオンが指示を飛ばす。

　言われた通り、アインは白い粘液をナナシキの髪にも染みこませる。そっと目を閉じてナナシキはなんともいえない、幸福を噛かみしめるような表情になった。

「……ずっと……このままでいられたらいいのに」

　普段と違う口振りで呟くナナシキに、アインは返す。

「このままじゃだめだ」

「……そう……ですよね」

「ああ。ちゃんと手順通りにやって、最後に緑のやつも使わないとな」

「……そういう意味で申し上げたつもりではないのですが……」

「え？　違うのか？」

「……なんでもありません」

　少し残念そうに眉まゆ尻じりを下げるナナシキに、アインは首を傾かしげつつもトリートメントを施ほどこした。エペタムと同じくすぐに流せないので、ナナシキにも待ってもらう。

「お待たせティオ」

「もう、すっかり待ちくたびれて、お尻が椅い子すと融合しちゃうところだったわよ」

　足を前に出してばたつかせながら、ティオーレは無邪気に笑った。

　アインはさっそく彼女の長い銀髪を、シャワーから出るお湯で濡ぬらしていく。最初に出会った時の赤あか錆さびた色こそしていないものの、その傷いたみ具合はあの時と大差なかった。

「ふぅ。温あたたかくて気持ちいい。やっぱりお湯じゃないとリラックスできないわね」

「そうだな。そうだ、重点的にしてほしいところがあったら、遠慮無く言ってくれよ」

「べ、別にリクエストなんてないわよ！　そうやって、あたしの弱点を探ろうとしても無駄なんだか……あふううううう！」

　アインの手がピンクの液体を泡立たせて、ティオーレの髪を洗いだす。ティオーレの髪の長さは三人の中でも一番なので、アインはかなり気合いを入れて洗い上げていった。

「や、やるじゃない。けど、それくらいのテクニックで、あたしがメロメロになると思ったらおおまちが……ひゃん！　いきなり耳の裏は反則よ！」

「いや、こういうところも、しっかり洗っておかないといけないだろうし」

「アインってばデリカシーがなさ過ぎなんだから！」

　デリカシーの話をするなら、嬉き々きとしてシオンや自分の服を脱がしにかからないでくれ……と、思いながらもアインは言うのを我慢した。

「やっぱりティオは一番時間がかかるな」

「当然でしょ！　一番強い魔剣なんだもの」

　強さという意味では、確かにティオーレが一番かもしれない。ただ、彼女が刃やいばを持たない、剣の形をした鈍器であることを考えると、剣としての純粋な汎はん用よう性はナナシキに軍配があがるし、エペタムに至っては、もはや剣の枠組みに収まらない飛び道具だ。

　それぞれ個性的で、その個性を生かすも殺すも自分次第なのだと、アインは思いながらティオーレの泡を優しく洗い流した。




　それからティオーレにもトリートメントを施ほどこしつつ、時間も経たったのでエペタムのトリートメントから落としてみる。

　その髪の感触にアインは目を丸くした。トリートメントの効果で黒髪には、よりしっとりとした弾力と、瑞みず々みずしさが加わったのだ。

　最後に、緑の瓶のコンディショナーを使ってみる。どうやらこれで髪の表面をコーティングするらしく、髪の毛一本一本まで整っていくような印象だった。

　シャワーで流すとエペタムの黒髪は、生まれ変わったと言ってもいいほどに髪色も深まり、まるで黒真珠のような仕上がりだ。

「おしまい？」

「ああ。お風呂に入ってきな」

「はーい！　行ってきます」

　研ぎ終わったエペタムは、一足先にとてとてと浴槽に向かっていった。

　続けてナナシキもトリートメントを落とし、コンディショナーを施ほどこす。

　銀髪は透明感を得て、まるで光を取り込んだような発色だ。コンディショナーを落として、ナナシキの研ぎも終了した。

「……では、私もお風呂に入りたいと思います」

　髪の毛をアップにまとめて、ゆったりとした足取りでナナシキも浴槽に向かった。どことなく満足げな表情で、湯船に肩までつかる。

　ティオーレが少し焦り気ぎ味みにアインを急せかした。

「あ、あたしも早く早く！」

「おう。任せとけ」

　ティオーレの髪のトリートメントも十分に浸透したところで、アインは流し落とす。そしてコンディショナーで髪の表面を整えた。長い髪の根元から毛先まで、きっちりコーティングしていく。

　コンディショナーを流していくと、ティオーレの銀髪は白金にも負けないほどの光沢を放ち始めた。まるで髪自体が光を発しているかのような美しさだ。どことなくナナシキのそれと似ていると、アインは感じた。

「どうだティオ？」

「すっごくいい！　こんなにしてもらえて、アインに抜いてもらって本当によかった」

　目を細めて微笑ほほえむティオーレに、アインは一瞬、ドキッとして手を止めてしまった。

「どうしたの？」

「な、なんでもないよ」

　ティオーレの髪を洗い上げて、アインはなんとも言えない気持ちになる。

　今の瞬間──アインにはティオーレが魔剣少女ではなく、女神でもなく、ごく普通の女の子のように感じられてしまった。

「あ、熱ッ！　　お湯が熱いわよ！　戦いも魔剣を研ぐのも集中が重要なんだからね？」

「ご、ごめん。ちょっとぼーっとしてた」

　温度を調整しなおして、アインはティオーレの髪をすすいでいく。

　最後まですすぎ終えたティオーレの長い髪は、天の星々が集まり流れる川のような、まばゆい輝きをたたえていた。






６　願望器を求めて






　帝国が海賊団の殲せん滅めつを決めたのは、つい最近の事なのだとアインは船上で聞かされた。

　イビサへの航路の安全が脅かされ出したため……というのである。それまで海賊たちは主に王国側の海域において略奪を繰り返していたため、帝国も大目にみてきたらしい。

　だからこそ解げせないと、ゼロンは首を傾かしげた。

　夕日の沈みかけた海上を疾走する軍船の甲板で、ゼロンがアインに告げる。

「不思議なことに、金銀財宝と違って海賊などにはその価値も使い方も解わからぬような、魔ま導どう器き関連の素材や、高度な実験器具ばかりが、帝国所属の輸送船から強奪されるケースが相次いでいる」

　アインも首を傾げた。

「もしかして魔導器関連の素材って、王国の船からは略奪できない……とか？」

「無学なわりによく気付いたな。その通り……王国は魔導器や魔導文明の研究を教会が禁じている。いや教会が魔導器を独占しているというべきか。ともあれ、王国の連中は商船にそれらを積んで運搬などせぬから、帝国船を狙ねらうより他無かったのだろう」

「じゃあ、例の願いを叶かなえる力ってやつを手に入れるために、魔導器に関する素材だのが必要で、軍が動き出すのも覚悟で帝国の輸送船を襲い続けたっていうことか」

　ゼロンはうなずく。

「帝国を敵に回した以上、海賊どもは自身の死刑執行書に署名したも同然であるがな」

　帝国と敵対するのは海賊にとって悪手なのでは？　とアインは思う。願いを叶える力がどれだけすごくても、攻め滅ぼされてしまっては元も子もない。

　考えこむアインの事など気にも留めず、ゼロンが続けた。

「件くだんの願望器の正体だが、奪われた物から察するに、なんらかの特殊な魔導器という推理が成なり立つのだ。かつて魔導文明が繁はん栄えいしていたころの、兵器の類たぐいやもしれぬ。もし、手に入れることができれば、王国打倒にもつながるだろう。そうなれば私の評価もうなぎ登りだ。帝都ではもちろんのこと、学園においても尊敬を集めることは間違いない」

「学園ってなんだ？　学校みたいなもんか？」

「魔剣士を筆頭に、帝国の仕官候補を育成する教育機関であるぞ。優秀な生徒は私のように経験を積むため、在学中から尉官待遇で任務に就くこともあるのだ」

「へー。学園って楽しいのか？」

　ゼロンの表情が途端に曇くもった。

「た、楽しむために通う場所ではないからな。妙な幻想を持つでない」

「リットゥが言ってたけど、ゼロンは友達がいないんだよな？　あ！　わかった。だからみんなに認めてほしくて、海賊退治に名乗り出たんだろ？」

　ジトっとした目をすると、ゼロンはばつが悪そうにアインから視線を外した。

「うるさい。ともかく、アジトのある島の位置さえわかってしまえば、海賊団の壊滅はもはや決まったも同然だ。リットゥがへそを曲げさえしなければ、あの得体の知れない魔剣士もどきの二人も、簡単に黙らせることができるだろう」

　二人とは愛あい染ぜんと蛍ほたる丸まるのことだろう。ふと、アインは思い出す。

　あの二人には叶かなえたい願いがあるらしい。それを願望器を使って叶えることを条件に、海賊団に協力をしているのかもしれない。

　ただ、団長のカイリュウを父親のように慕っていた様子を考えると、一筋縄ではいかないかもな……と、ひとりごつ。

「じゃあ、俺たちの出番は無いかもな」

　そう言いつつも、ティオーレたちの状態はこれまでにないくらい万全だ。

　シオンは「足を引っ張りそうで……」と、少し心苦しそうにしていたが、もちろんアインは彼女にも同行してもらっている。

　ゼロンが覇気の欠片かけらも無いアインを戒めるように睨にらみつけた。

「働かせるために帯同したのだ。そのような腑ふ抜ぬけたことを言うでない」

「そう言われてもなぁ」

　頬ほおを撫なでる潮風に目を細めてアインは困り顔になった。略奪を生なり業わいにして人々を苦しめる海賊に、情けをかけるほど聖人ではないのだが、どうにも二人の魔剣少女が気になって仕方ない。

　ゼロンがアインと肩を組むようにして顔を寄せる。

「そこで勝負といこうではないか？」

「勝負？」

　満足そうにうなずきながら、ゼロンは腕を離すと自分の髪をかき上げるようにした。

「そうだ。先に願望器を見つけた方が勝ちというのはどうだ？」

「俺が勝ったら、何か良いことがあるのか？」

「帝都をガイド付きで案内してやろう。人を探しているのだろう？　帝国の内情に詳しく、顔も利く大貴族様の支援があれば見つかったも同然だな」

　アインはすぐには返事が出来なかった。

「それは助かるんだけど……」

「なんだ、もう勝った気でいるのか。度しがたいな貴様という男は」

　不機嫌そうなゼロンにアインは首を左右に振った。

「悪い。勝負はやってみないとどう転ぶかわからないよな」

「私の勝利は揺るがないだろうが、運が良ければ貴様にも勝ち目があるかもしれんぞ」

「あ、ああ……」

　言いにくそうなアインにゼロンは腕組みした。

「何をそう心配している？」

「俺が探してるサードアイは、剣けん封ぷう結けつ社しやを裏切って帝国についたんだ。帝国っていうのは、強いやつや力のあるやつが優遇されるんだろ？」

「そうだ。出自は問わぬ。帝国に利益を与えるのであれば、どのような輩やからであれ丁重に遇するだろう。それだけの価値がある人間ならばな」

「じゃあ、俺がサードアイを倒そうとしたら……」

「帝国が保護をする可能性を心配しているというわけか？　はっはっは。せいぜい、その男をほしがっている勢力が敵に回るだけだ。いや待てよ……私にとって、その男が有益ならば、私も貴様の前に立ちふさがるやもしれぬ」

　アインの顔に緊張が浮かんだ。それをゼロンは笑い飛ばす。

「だが、そうなる可能性は低いであろうな。そもそも帝国において、私に命じられる立場の人間は数えるほどしかおらぬ。なにより貴様とその男と、どちらをとるかといえば、魔剣士の貴様に決まっておるだろう。安心せい」

　返答の無いアインにゼロンは焦り気ぎ味みに付け加えた。

「で、では、貴様が勝ったら私のとっておきの秘密を教えてやろう！　どうだ？　これほどの条件はまたとないぞ」

「秘密にはそんなに興味がないんだけど……いいのか？　そこまでしてもらって」

　アインの顔をゼロンはそっと指さした。

「も、もう少し私に敬意を払い、興味も持て。これは命令だ。それに遠慮もいらぬ。私は貴様にそれだけの価値を見いだしているのだ。だから失望させてくれるなよ」

「な、なんだよ急に！　おだてられても困るって」

　焦るアインにゼロンは肩を小さく上下させる。

「なぜ上官の私が貴様の機嫌取りなどせねばならんのだ。純粋に、貴様の力……複数の魔剣を従える能力に興味があるだけだ」

「あ、ああ……そっか。俺は魔剣士の基準で言うとだいぶ変人らしいし」

　他ひ人と事ごとのように言うアインに、ゼロンはもどかしげな表情を浮かべた。

「いいかアイン。すっかり勝った気でいるようだが、貴様が負けた場合には私の物になってもらうからな」

「はあっ!?　俺は物じゃないぞ」

「承伏しかねるというなら、この場で貴様を倒してしまうぞ」

　ゼロンはニヤリと笑う。

「なにより今の魔剣の状態なら、リットゥは喜んで本気を出すに違いあるまい。わかるだろう？　リットゥは強者とまみえたがっておるのだ」

「あっ！　だからあんなすごい風呂を提供して、みんなを研がせたのか!?」

「はっはっは！　歴代マルドゥーク家きっての知将とは私のことだ」

　ティオーレたちは磨き上げられ、これまでにない力が引き出されている状態だ。

　アインにはリットゥの性格の、詳しいところまではわからない。

　だが、彼女は一度火が付くと自制が利かなくなり、使い手のゼロンですら制御できなくなるということだけは、刃やいばを交えて確認済みだ。

　少しでも強い相手を求めているなら、全快したティオーレが狙ねらわれてもおかしくない。

「俺とゼロンが戦ったら、海賊討伐はどうなるんだ？」

「知った事か！」

　ひどい知将がいたものだ。アインは心の中で頭を抱えた。

「それは指揮官が言っちゃだめなんじゃないか？」

　ツッコミを入れるとゼロンが嬉うれしそうに笑った。

「おお、さっそく副官らしい諫かん言げんができたではないか。その調子で励むが良い」

　これは何を言っても説得できそうにないな……と、アインは諦あきらめて、ひとまずゼロンの条件を呑のむことにした。




　日が沈み、軍船は静かな海を進むと群島地域にさしかかった。海賊のアジトのある島までは、一つ小島を挟んでもう目と鼻の先だ。小島の陰に身を隠すように軍船は停泊した。

　軍船から小型艇を海上に降ろすと、アイン一行とゼロン、リットゥが乗り込んだ。

　随伴の兵士がいないことにアインは首を傾かしげる。

「行くのは俺たちだけなのか？」

　見送りの兵たちに一いち瞥べつをくれながらゼロンがうなずいた。

「競争には余計だ。まあ、万が一にも何かあれば、リットゥに合図の花火を上げさせる……が、魔剣士二人が乗り込むのだ。手勢を使うまでもなかろう。むしろ、魔剣士でない者など足手まといだ！」

　シオンがそっと小型艇から軍船に戻ろうとした。それをアインは引き留める。

「一緒に来てくれ」

「さっそく足手まといになりそうなんだけど……」

　するとアインはシオンの身体からだを抱き上げた。いわゆるお姫様抱っこというやつだ。

「来てくれないなら、こうしてつれていくぞ」

「ちょ、ちょっと……いきなりこんなことされると、反応に困るでしょ！」

「ご、ごめん。けど、俺の気持ちは変わらないぞ」

　アインの腕の中で、シオンはしおらしくうなずいた。

「アインって妙なところで頑固よね……わかったから、降ろして……恥ずかしいわ」

　一同の視線はアインとシオンに集まっている。

　二人のやりとりにティオーレがほっぺたを膨らませっぱなしだ。

「はいはい。二人とも、あたしが守ってあげるから心配無用よ」

　なぜかゼロンまで不機嫌そうに言う。

「戯れはほどほどにしておくのだぞ。リットゥ、船を出せ」

　全員が乗り込んだところで、小型船の船尾でにやついていたリットゥが、うなずきながら魔ま導どう器きの組み込まれた動力機を起動させた。コンパスで座標を確認し、船を走らせる。

「さて、楽しい楽しい海賊のアジト探検と行こうじゃないさ」

　軍船を残して小型船は夜の闇やみに紛まぎれながら、海賊のアジトがある島へと向かった。




　星空を背景に、島のシルエットが夜空に浮かんで見えた。

　大小百以上ある島の中でも、大きな部類に入る島だ。小型船が近づくにつれて、だんだんとその大きさが把握できるようになった。

　粗末ながらも港湾が整備されていて、海賊船が停泊している。正確な数は人間の目には見えなかったが、リットゥが数えてゼロンに告げた。

「潜伏させておいた連中の報告通りだねぇ。燃やしちまおうかい？」

「いちいち皆殺しにするのも面倒なことだ。頭目さえ押さえてしまえば、寄せ集めの海賊など烏う合ごうの衆でしかなかろう」

　見張りがいないのを確認して、小型船はこっそりと港の隅に停泊した。かがり火も焚たかず、港湾は寝静まったように静かだ。

　アインがエペタムを抱えて船から降ろす。

「高い高いだぁ！　よいしょっと。着地！」

　アインも船を下りて桟橋の上に立つと、手を差さし伸のべた。

　同時に三人がアインの手をとる。

「あっ！　わたしは最後でいいから」

「……いいえ、お先にどうぞシオン」

「ちょ、ちょっと二人とも、何を譲りあってるのよ」

　アインは両手を差し出して、ティオーレとナナシキの手をとった。

「シオンはちょっと待っててくれ」

　アインに手を引かれて、ティオーレとナナシキも上陸する。遅れてアインはシオンに手を伸ばした。

「暗いから足下に気をつけてな」

「え、ええ！　わかったわ」

　身軽な動作でシオンも船を降りた。

　最後にゼロンとリットゥが下船して、桟橋の杭くいにロープで小型船を係留する。リットゥの慣れた手つきにアインが聞いた。

「リットゥは船の扱いが上う手まいんだな？」

「誰かさんができないことは、大概あたしがやってあげてるからねぇ」

　ゼロンがムッとした顔で返す。

「貴様に仕事を与えてやっているのだ。だいたい、いつも退屈だとうるさいではないか。ちょうど良かろう」

「どこかに退屈を紛らわせてくれる、素敵で強い魔剣と魔剣士はいないもんかねぇ」

　向けられたリットゥの視線に、アインは笑顔で返した。

「見つかるといいな」

　屈託の無いアインの返答に、リットゥは一瞬目を丸くすると「ああ、そうだねぇ」と笑って返した。

　ゼロンがせき払いを挟む。

「ではゲームを始めよう。隠された願望器を先に手にした者の勝利だ。先に行くが良い」

「いいのか？」

「私とリットゥは十分ほど経過したら出発しよう。同じ条件でスタートしても、我らが勝ってしまうからな。慈悲としてハンデをくれてやる」

　シオンがアインに耳打ちした。

「きっと、わたしたちに先行させて囮おとりにしようってことじゃないかしら？」

「聞こえているぞ女よ」

　シオンも「それは失礼」と、皮肉を込めた。

「じゃあ囮にならないよう、こっそり行動しよう」

　アインは口元に人差し指を立てて、エペタムに告げた。

「しー。だぞ」

「はー……はぁい」

　元気に返事をしようとして、ハッと気付くとエペタムは小声でアインに返した。

「じゃあ、ちょっと偵察をお願いしようかな」

　アインはエペタムの手をそっと握った。コクコクとうなずくと、エペタムの身体からだが光に変換される。

　その光はアインの手中で短刀の姿を成なす。それを見てリットゥは「うーん、この子は小ぶりなのよねぇ」と、不満げに呟つぶやいた。

　鞘さやからエペタムを抜くとアインは構える。

「人が住んでそうな場所を探してみてくれ。よろしくエペタム」

『いってきまぁす』

　アインが振るうと不可視の刃やいばは水面に跳ねる魚のような勢いで、びゅんと飛ぶ。あっという間に夜空に吸い込まれていったエペタムの刀身は、その速さとは裏腹に風切り音が波音にかき消されてしまうほど、静かだった。

　透き通る刀身は、契約者であるアインにのみ視認できるものだが、刀身に濁にごりなど一切無く、持ち主のアインですら見つけることが難しいほどに、磨き込まれている。

　しっかりと洗い上げた影響が、そのままエペタムの性能を引き上げていた。

　飛び去るエペタムを見送るアインにゼロンが言う。

「ど、どうしたアインよ？　偵察をさせるなど悠長だな。早くしなければ私たちが行動を始めてしまうぞ？」

「闇やみ雲くもに歩き回って見つかるのはよくないからな……って、早いな。もう戻って来た」

　アインはそっと柄つかを頭上に掲げた。視線で追わず気配だけでエペタムをキャッチする。

　エペタムは魔剣から少女の姿になって、アインを手招きした。

「どうしたんだ？」

「秘密のお話」

　アインが屈かがむとエペタムは耳元で報告する。港の西側に館やかたを見つけたらしい。

「そっか。じゃあ行ってみよう。ゼロン、西に館があるそうだ」

　エペタムが「あー！　秘密なのに」と声を上げた。

　報告を聞いてゼロンは眉み間けんにしわを寄せる。

「ほう。そうか、それは親切にありがとう」

　ティオーレが小さく息を吐ついた。

「ちょっと、アインが天然なのにも問題ありだけど、せっかく情報を教えてあげたのにその態度はなによ？」

「私を謀たばかろうというのだろう？　その手には乗らぬ。西に行くと見せかけて東に何かあったのだな。余人はだませても、このゼロン・マルドゥークはだまされなどせぬ」

　これにティオーレは「あっ……こいつバカだわ」と、小声で呟つぶやいた。

「……先へと進みましょう」

「俺とティオで前を行く。エペタムとシオンを挟むようにナナシキは後方警戒を頼む」

「……お任せください」

　アインたちはゼロンに先んじて、港を出ると西へと向かう小道を進んだ。




　森の木々の合間を縫うような小道は、のたうつ蛇のようにうねりながら、島の西へと延びていた。

　ゼロンたちから離れて、シオンの表情がようやく落ち着きをみせる。

「アインが情報を教えた時は、どうなるかと思ったわ。アインはゼロンがあなたを疑って、逆に行くってわかってたの？」

　アインは首を左右に振った。

「せっかく教えたのに素直じゃないな、あいつ」

　アインの隣でティオーレがほっぺたを膨らませる。

「な、何考えてんのよ。負けたらあいつの家来にされちゃうのよ？」

「負けなきゃいいんだ」

「本当にお気楽なんだから……もう！」

　本気で怒っているのではなさそうだが、ティオーレに心配をかけていると思うと、アインの口から「ごめんな。気づかってくれてありがとう」と、素直に言葉が漏もれた。

　ナナシキが後背からアインに聞く。

「……しかし、勝算はあるのですか？」

「これでだめなら、仕方ないさ。最悪の場合、リットゥとも戦うことになるだろうな」

「……万全の状態ではありますが、おそらく、私やエペタムでは力不足でしょう」

　ティオーレが吐と息いき混じりに呟つぶやいた。

「リットゥと戦うことも考えると、ギリギリまであたしの出番は無しってことね」

　そのまま手を伸ばすと、ティオーレはアインのほっぺたを両手でつねるようにして引っ張った。

「温存しすぎて出番無いまま倒されたりしないでよ？」

「ひゅ、ひゅうひひまふ」

　うまく口が回らず「注意します」と言えなかったものの、ティオーレは「よろしい」と、上から目線で言いながら、手を離すなりぱちんと両手でほっぺたを叩たたいた。

「痛ッ！」

「それじゃあ行きましょ！」

　ひりひりするほっぺたをアインがさすっていると、エペタムが心配そうな顔で両手をのばした。彼女のひんやりとした手が、アインを癒やす。

「だいじょうぶ？」

「ああ。ティオも気持ちがはやってるだけで、気合い十分ってとこだな」

　興奮気ぎ味みの子猫に噛かまれたみたいなものだ……と、思ってアインは先へと進んだ。




　館やかたの周囲には壁が巡らされ、正面の門にはかがり火が焚たかれていた。

　見張りの海賊たちの姿があったが、数も少なく、正門のそばで退屈そうにあくびの数を競っている。

　アインは魔剣にしたナナシキの柄つかを握り込んだ。身体能力が強化されているため、壁を軽く蹴けって屋敷の敷地に楽々と侵入した。その足で裏手に回り、勝手口の鍵かぎをナナシキで破壊すると、扉を開けてシオンたちを招き入れる。

　邸内に侵入するのも容易だった。中はうすぼんやりと明るく、人の気配は感じられない。ナナシキを手にしたまま、アインはぽつりと呟いた。

「なんか、ずいぶん立派な屋敷だな」

　シオンが邸内を見ながら言う。

「内装は王国の様式に近いけど、元は魔ま導どう文明の遺い跡せきみたいね。それを元に屋敷に改装したってところかしら」

「見ただけでわかるのか？」

「ええ。同じような建物って、結構あるのよ」

　食事の作法といい、こういったことといい、シオンは博識だとアインは感嘆した。

「すごいなシオンは」

「別に普通よ。それより海賊団長を捕まえて、願望器のありかを聞き出さないとね？」

　アインたちは二階にあがった。広い館の部屋を一つ一つ見て回ろうとしたところで、アインはそっと耳を澄ませる。

「このドアの向こうから気配がするな。みんなは少し下がっててくれ」

『……注意してくださいアイン』

　ナナシキの忠告にうなずきながら、アインはドアの前に立つとノブに手をかけた。

　音を立てないようにゆっくり回す。鍵かぎはかかっておらず、ドアが開いた。

　薄暗い部屋には大きな窓があり、そこからテラスに出られるようになっている。

　豪華な天てん蓋がい付きのベッドが膨らんでいた。何者かが眠っているようだ。

　海賊団の団長が早寝早起きで、こんな時間に寝ているというのもイメージしづらいのだが、アインは掛け布団に手を掛け、慎重な手つきでそーっと剥はぐ。

　ベッドの上には──全裸の少女が寝息を立てていた。胸に短刀を挟むようにして眠る蛍ほたる丸まるだ。その身体からだは薄ぼんやりと緑色の光に包まれていた。が、それがぴたりと止やむ。

　目をこすりながら、彼女は覚かく醒せいした。

　布団がなくなったのに気付いて、ふかふかのベッドに寝そべったまま、蛍丸は薄暗い部屋の中に現れた侵入者に告げる。

「お布団を返していただけませんか？　寒いです」

「あっ……ええと」

　硬直するアインを前にして、蛍丸に抱かれていた短刀──愛あい染ぜんが吠ほえた。

『お、お前はこの前の!?　蛍丸を狙ねらってきたのか！』

　アインは慌てて布団を返そうとする。

「ごめん。人違いだ」

『ごめんで済むか！　蛍丸も寝ぼけてないで！　ボクがこいつらを片付けるから！』

「ふあぁ……あと五分だけ……。ご用は、その後にお願いしますぅ」

　身体を起こすことなく大あくびをする蛍丸に、アインは困惑した。

「いやあの……俺たちは侵入者なんだけど、いいのかそれで？」

　答えたのは魔剣の姿の愛染だった。

『いいわけないだろ！』

「だよな」

『敵のくせに同意すんなあああああ！』

「ところで、どうして寝てるんだ？」

『蛍丸は寝ないとダメなんだ。ボクの分まで寝てるし……』

　アインは首を傾かしげた。

「お前の分までって、変なこと言うんだな」

　眠そうに目をこすりながら蛍丸がうなずく。

「それはぁ……いっぱい寝ると切れ味が回復するからなんですよぉ。だからこうして、いつも一緒に眠るんです……すやー」

『あーっ！　蛍丸ってばっ！　う、誘導尋問とはきたないぞ！』

「いやいや、誘導なんてしてないって」

『つべこべ言うなー！』

　アインの言い分など愛あい染ぜんは聞く耳もたない。が、ともあれどうやらそれが蛍ほたる丸まるの能力らしい。

　再び蛍丸が寝息を立て出すと、うすぼんやりと彼女の身体からだが発光し始めた。アインは蛍丸と愛染にそっと声を掛ける。

「じゃあ、ちゃんと寝ないとな。お休み」

『うん……お休み……って、バカか！　キミはバカなのかッ!?』

「けど、蛍丸が寝てたら誰がお前を使うんだよ？」

『うーッ！　起きて蛍丸！』

　蛍丸は寝返りを打った。

「むにゃむにゃ……あふぅ……もう、食べられませんよぉ」

『ボクらは別に食べ物とか食べないだろ!?　あっ！　起きたらごちそうだよ蛍丸！』

　身体をビクンとさせると、蛍丸の身体の発光現象が止やんだ。むっくりと起き上がる。

「わぁい。ごちそう……どこですか？」

『よかった。やっと起きたね。じゃあボクと一緒にこいつらをやっつけよう！』

「えー。ごちそうは？」

『やっつけたら食べられ……わあ！　ちょっと何するんだよ蛍丸』

　蛍丸は枕まくらを手に取ると、愛染を胸と枕の間に挟み込んだ。

「いけませんよ愛染ちゃんってば。嘘うそをつく子はおしおきです」

『ふががが！』

　これで喋しやべれなくなるものなのか……と、アインは思った。

　改めて、ベッドの上に座る蛍丸と対たい峙じする。

『……アイン。あまりじろじろ見るのはどうかと』

「けど、目を離すわけにもいかないだろ。いつでも抜ける間合いなんだし」

『……そうですね。今の発言は私の判断ミスです』

「ナナシキらしくないな。さてと……蛍丸はまず服を着てくれないか？」

「あっ……それもそうですね。やっぱり契約者の方がいないと、こういうところでなかなか気づけなくて」

『それは蛍丸が天然だからだよ！　契約者なんて関係な……もがが！』

　蛍丸の身体が光に包まれ、装束姿に早変わりした。相変わらず愛染は彼女の胸と枕との間で、ぎゅっと挟まれっぱなしだ。

「とりあえず、みんなにも入ってもらおう」

　アインはドアの外に向かって手招きした。シオンが「見張りはいいの？」と聞き返したが、「廊下にいても目立つだろうし、中で話そう」と、アインは三人を室内に呼ぶ。

　ティオーレが蛍丸と顔を合わせて不機嫌そうに言った。

「探してるのは団長なのに、よりにもよってこいつらの寝室に入っちゃうなんて……」

　蛍丸は気を悪くした様子もなくにっこり笑う。

「わざわざ訪ねてくださって嬉うれしいです。それで、ご用件は？」

『もがー!!　もがががー！』

　愛あい染ぜんの抗議は蛍ほたる丸まるが物理的に押さえつけっぱなしだ。落ち着いて聞けそうだと、アインが質問する。

「海賊の秘宝を探してるんだ。心当たりはないか？」

「ありますけれど、言うわけにはまいりませんわ。お父様との約束もありますし」

　眉まゆ尻じりを下げる蛍丸にアインは続けた。

「約束っていうのは？」

「お父様をお守りする代わりに、願望器が完成した暁には、わたしたちの願いをその願望器で叶かなえるという約束です」

『もがっ！　もがが！　もががもががもが!!』

　枕まくらごとぎゅっと愛染を抱きしめながら、蛍丸は吐と息いき混じりに続けた。

「ですから、お父様とは魔剣と魔剣士のように正式に契約しているわけではありません。すべて口約束なんです」

『もが……もがが……』

　愛染も諦あきらめたのか静かになった。蛍丸は小声でアインに告げる。

「わたしよりも純粋な愛染ちゃんは、その約束が守られるものだと信じています」

　かすかに蛍丸は震えた。

「お前は違うのか？」

「信じたいとは思います」

　引っかかる言い方にアインは質問を続けた。いや、質問というよりは、蛍丸の自問自答を手伝う感覚だ。

「二人にとっては恩人なんだよな？」

「行き場のないわたしたちに、初めて居場所を与えてくれました」

「そっか。良い奴やつなのか？」

「海賊ですから、良い人間ではないかもしれませんね」

「二人にとってはどうなんだ？」

　蛍丸は言いづらそうに黙り込む。二人の境遇は、アインと重なる部分があった。

「俺も信じたいって思う人がいるんだ。けど、その人の本心はわからない。だから、会ってきちんと確かめるつもりでいる。そういうわけだから少しくらいは、お前の気持ちもわかるつもりだ」

　一瞬、蛍丸の緊張が和らいだ。じっとアインを見つめて、彼女は告白を続ける。

「これまでお父様の命令で何人もの魔剣士を退けてきました。お父様が言うには、この海域で魔剣士を倒せば倒すほど、願望器は完成に近づくのだそうです……だから、わたしたちの努力の結果、願望器が完成すれば一番にそれを使う権利があるとも、お父様は仰おつしやるのですが……」

　蛍ほたる丸まるは視線を落とした。

「何か気になることがあるのか？」

　不意に、部屋の扉が外からノックされた。

「起きろ蛍丸！　獲物の方が飛び込んできやがったぞ！　東の砦とりでに侵入者だ！」

　ドアを開いた瞬間、アインたちの視線が声の主に集中した。

　海賊団長カイリュウが、半分口を開けて呆ぼう然ぜんとする。

「な、なんだ貴様ら!?」

「よう。おっさん！」

　アインの軽い挨あい拶さつにカイリュウがゆっくり後退する。

「くそッ！　なんでこっちにまで魔剣士がいやがるんだ！　話が違ちげぇぞ！　見張りの連中はなにしてやがった！」

　毒づくとカイリュウは再び吠ほえた。

「蛍丸。まずはそいつらを殺せ。俺にゃ行くところがある」

「お父様はどちらに？」

「いいから仕事をするんだ。今さらできねぇとは言わせねぇぞ」

　口にしてからカイリュウは慌てて言いつくろった。

「いや、そういうんじゃねぇんだ。お前たちを何よりも愛してる。願望器の完成ももうすぐだからな。そいつを守るためにも、魔剣士は殺せ！」

「はい……」

　カイリュウは蛍丸の返答を確認すると、逃げるように駆けていった。無邪気にエペタムが手を振る。

「ばいばーい」

　ティオーレが声を上げた。

「ちょっとアイン！　あいつ逃げたわよ！　追わなくちゃ！」

　シオンもうなずく。

「そうね。きっと願望器のある場所に案内してくれるはずだわ。見失う前に早く追いかけましょう！」

　アインは首を左右に振った。

「そうしたいのは山々なんだけどな」

　蛍丸が愛あい染ぜんを抜いて、その切っ先をアインに突きつけていた。

「お父様の命です。私がお相手いたします」

「やっぱり、戦わなきゃだめか？」

　蛍丸の手中で愛染が吠えた。

『父さんを狙ねらう不届き者はボクらがやっつけてやる！』

　不意に、アインはナナシキを鞘さやに納めた。蛍丸が首を傾かしげる。

「どういうつもりですか？」

「ここじゃ戦えないだろ」

「だからといって、丸まる腰ごしになるなんて……変な方ですね」

「その丸腰な俺を斬きれないお前も、ちょっと変わってるかもな」

　アインは蛍ほたる丸まるたちに背を向け歩き出した。

　これにはナナシキはもちろん、ティオーレもシオンも唖あ然ぜんとするばかりだ。ただ、エペタムだけは気にせずアインについていった。

　シオンが声をあげる。

「ちょ、ちょっと！　丸腰で背中を見せるなんて、正気なのアイン!?」

「まあ、大丈夫だって」

　アインは思う。蛍丸の心は揺れているのだ。そしておそらく彼女の心を包む迷いの霧は、無防備なアインを背後から斬っても晴れるどころか、いっそう深まる類たぐいのものなのだと、アインは直感していた。






７　願いを叶えし者






　屋敷の外に見張りの兵は無かった。

　屋敷の建物に囲まれた庭園で、アインはエペタムを手にして身構える。

　蛍丸も愛あい染ぜんを携たずさえてアインと対たい峙じした。

「どうしても俺と戦うんだな？」

　使い手の蛍丸ではなく、魔剣となった愛染が応こたえる。

『当然だろ！　父さんさえ信じていれば、ボクらの夢は叶かなうんだ！』

　アインは首を左右に振った。

「夢っていうのは、他の誰かに叶えてもらうものなのかな」

『じゃあ、キミをやっつけて自分の力で叶えるだけだ！』

　愛染とは交渉ができそうにない。アインは改めて蛍丸にも聞く。

「蛍丸も愛染と同じ考えなのか？」

　蛍丸はただ「愛染ちゃんの願いはわたしの願いですから」と、静かに応えた。

「二人の夢って、そもそもなんなんだ？」

「残念ですが……話し合いの余地はありません。お覚悟！」

　蛍丸の方から踏み込んで来た。その身のこなしはしなやかで、舞を感じさせる優雅さだったが、その中には以前に無かったかすかな殺気を孕はらんでいる。

　アインはエペタムを手に、打ち合いを避さけて距離をとった。

『逃げるな！　卑ひ怯きよう者もの！　それに蛍ほたる丸まるもどうしちゃったんだよ？　踏み込みが甘いよ！』

「ごめんなさい愛あい染ぜんちゃん。うまく集中できなくて……心が乱されているみたい」

　言い終えるなり蛍丸は攻撃を再開してくる。その殺気を感じながら、アインは短刀による乱撃を避よけ続けた。紙一重でアインの前髪がはらはらと、何本か切り落とされる。それを見てシオンとティオーレは悲鳴をあげた。

「アイン無む茶ちやしないで！」

「アインってば何やられっぱなしなのよ！」

　独りナナシキだけは戦況を見定めるように、戦う二人の動きを観察していた。

「……問題はありません。先日、戦った時よりも蛍丸の敏びん捷しよう性せいは５％ほど落ちています。一方、エペタムは万全です。近接戦闘は不得手ですが、アインの手でしっかり研がれたことで、実力以上の力を発揮できています」

　ナナシキの見立て通り、アインの体たい捌さばきには余裕があった。

　至近距離でエペタムを振るう。視線が宙を泳ぐ。蛍丸はその些さ細さいな仕草を見逃さない。

「先日、その癖は指摘したのですが直らないものなのですね」

　防御姿勢をとった蛍丸に、アインは〝あるはずもない刃やいば〟で斬きりかかった。

「そうでもないさ」

「まさか……!?」

　蛍丸は身を翻した。アインの視線は囮おとりで、エペタムは飛ひ翔しようしていないと、彼女は咄とつ嗟さに判断したようだ。

　五感を研ぎ澄まし、エペタムの気配を探ろうとする蛍丸。その眉まゆが小さく上がる。

「その視線はブラフということですか。駆け引きが上達なさったのですね」

　それに対してアインは返答をしないまま、エペタムの柄つかを逆手に持った。再び蛍丸に斬りかかる。蛍丸もそれに呼応するように声を上げた。

「させません！」

　アインの剣筋に合わせて蛍丸も短刀を振るった──瞬間、刃同士がぶつかり合うことはなく、二人は空振りして蛍丸が目を見開く。一方、アインは「狙ねらい通り」と言わんばかりに、ひらりと舞うように回転して姿勢を崩さない。蛍丸のお株を奪うような動きだった。

　振り切って硬直した蛍丸に、アインは告げる。

「実はもう、とっくに飛ばしてたんだ。だまし討ちするようで悪かったな」

　同時に蛍丸の衣装が、リンゴの皮を剥むくようにひらひらとほどけて脱げ落ちた。エペタムが声をあげる。

『わーいわーい！　すっぽんぽぽーん！』

「あらあら……まぁ……最初の一振りの時に、本当に飛ばしていましたのね」

　他ひ人と事ごとのように蛍丸の口から気の抜けた声が漏もれる。愛染が代わりに悲鳴を上げた。

『蛍ほたる丸まるを脱がすなああああああああ！　蛍丸はボクだけのものだ！』

　蛍丸はといえば「もしかして、わたしの裸をご覧になりたいんですか？」と、困り顔を浮かべた。飛ばしたエペタムの刃はを柄つかでキャッチしながら、アインは慌てて返す。

「そ、それは誤解だ！」

　エペタムにやらせているのはアインなのだから、アインの意思とも言えるのだが……ともかく、相手を傷つけずに戦意を削そぐ方法というと、これくらいしか思いつかなかった。

　服を再生させることも忘れたように、素肌を月下にさらしたまま蛍丸は呟つぶやく。

「つまりはわたし程度なら、いつでも倒せるということですね」

　アインの力量は蛍丸を上回っていた。ほぼ無音で飛ひ翔しようできるほどエペタムの状態が良かった上に、蛍丸からわずかながら殺気を感じる。それがアインには目印になっていた。

　前回の戦いのような、いつ仕掛けてくるのかわからない怖さがない。

　戦意を失った蛍丸に愛あい染ぜんが言う。

『よくも蛍丸を辱めたな。許せない……蛍丸、ボクに代わって！』

「無理しないでね愛染ちゃん」

　コクリと蛍丸はうなずいた。その手にしていた愛染が光に包まれ、同時に蛍丸自身も光の渦うずへと変わり、二つの光は一つに混ざり合った。

　瞬く間に二人は入れ替わり、愛染が大太刀の蛍丸を抜き払って身構える。

「いくぞおおおおおお！」

　蛍丸を豪快に振り回す愛染に、アインは気け圧おされた。手中のエペタムが聞く。

『ひんむく？』

「こりゃ、無理そうだな」

　蛍丸と違って愛染の殺気は剥むきだしだ。

　そもそも刀身の長い大太刀であれば、かわして懐に入りやすい飛翔刀のエペタムが有利になりそうなもの……だが、アインには嫌な予感がしてならない。

「ナナシキ！　頼む！」

「……承知しました」

　愛染の攻撃にバックステップで距離を取ると、ナナシキにすぐさま持ち替えるべくアインはナナシキを抜く。同時にエペタムは魔剣少女の姿に戻った。

　その一連の流れを、アインは一呼吸もしないうちに完遂していた。

　アイン自身も思いがけずできてしまった早業は、ほんの一瞬とはいえ二つの魔剣を同時に扱ったかのようにも見えた。戦いを見守るシオンが呟く。

「今のアイン……一瞬だけど二刀流してなかった？」

　ティオーレはムムムっと難しげな顔をした。

「そう見えたような気もするけど、きっと気のせいよ」

　ナナシキに持ち替えて、愛染の振るう大太刀を受ける。エペタムが下がる時間稼ぎをしながら、アインは重たい一撃をはねのけた。愛染が吠ほえる。

「剣をちょこちょこ換えるな！　鬱陶しい！」

「できるんだから別にいいだろ」

「この浮気ものおおお！」

　さらに激しく斬きりかかる愛あい染ぜんと打ち合った。愛染の放つ一撃の威力が増していく。

　前回の戦いでアインが感じた、相手の力が〝加速〟していく感覚だ。愛染が魔剣の使い手になるとその傾向はより顕著になった。

「なあ愛染。お前の願いってなんなんだ？」

「そんなの蛍ほたる丸まると一緒にいることに決まってるだろ！　教えてやったんだから、抵抗せずに死ねええええええええ！」

　ナナシキで蛍丸を弾はじくと、蛍丸の刃はが欠けた。それに愛染が狼ろう狽ばいする。同時にさらなる加速をしかけていた、殺気や重圧感も雲うん散さん霧む消しようした。

「蛍丸大丈夫!?　ご、ごめん……ああ、どうしよう」

『心配しなくても大丈夫ですよ。十分に寝貯だめをしておきましたし、わたしの取り柄なんてこれくらいですから』

　蛍丸の刀身がぼうっと光を帯びた。すると欠けた刃がみるみる復元される。

『ふああ……ね？　元通りでしょ？』

　あくび混じりに蛍丸は愛染に告げた。愛染はアインを睨にらみつける。

「次はその首、落とす！」

「それは困るぞ」

　蛍丸の修復能力は持久戦向けだ。一方、未いまだに愛染の力がなんなのか、完全に掴つかみきれないままだが、アインは回避に専念した。

　ナナシキによる身体能力の強化は、これまでにないくらいアインの身体からだを軽くさせている。愛染の攻撃は殺気剥むきだしなうえに、剣技自体が未熟でタイミングもとりやすい。

　だが、速い。大太刀を振るうほど、その攻撃速度は上がっていく。

「当たれ！　当たれ！　当たれ！　当たれえええええええええ！」

　四連撃の猛攻に、アインはナナシキで攻撃を受けさせられてしまった。

　甲かん高だかい金属音とともに、衝撃波が巻き起こってアインの身体を軽く吹き飛ばす。

（──やばい。さっきまでとは威力が桁けた違ちがいだ）

　空中で身を翻してからのアインの着地と同時に、イノシシよろしく愛染が突っ込んできた。突きが来るとアインは読む。愛染の放つ突きは神速に達していた。

　アインは紙一重で避よけ……きれない。左肩の皮膚を切った程度だったが、読みが外れ、ほんの少し判断が遅ければ、左腕ごと持っていかれていたかもしれなかった。

　渾こん身しんの突きのあと、上腕の力だけで愛染は大太刀を振るった。無む茶ちや苦く茶ちやだ。だが、同じような力ちから業わざは、むしろアインも得意とするところだった。

　無理な体勢から互いに打ち合い、刃やいばと刃が火花を散らす。

「こんのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　愛あい染ぜんの、全身を独こ楽まのように回転させた太刀筋をアインは読み切り、上体を低くして懐に飛び込んだ。その動きは、シオンに習った反撃技のそれを参考にしたものだ。

　シオンが思わず身を前のめりにさせる。

「基本が出来るようになったばっかりなのに……これがアインの力なのね」

　刃やいばは立てず、アインは剣の腹で愛染の身体からだに一撃をぶちかました。

「きゃああッ！」

『愛染ちゃん!?』

　二人の魔剣少女の声が共鳴して響き、愛染の身体は弾はじかれるように跳ぶ。

　アインは肩で息をしながら、庭園の花畑に転がった愛染に視線を向けた。

　すぐに愛染は立ち上がるとアインを睨にらみ返かえす。

「い、今のは足が滑すべっただけだ！」

　ティオーレが「なんで峰打ちなのよ！」と声を荒あららげた。アインは笑顔で応こたえる。

「まだ聞いてないことがあるからな」

　お尻についた土つち塊くれをはたき落とす愛染は、表情に不機嫌さをまったく隠していなかった。ムッとした顔でアインに聞き返す。

「話したら……本気出すか？」

　今までと少しだけ愛染の雰囲気が違っていた。峰打ちでなければどうなっていただろう。アインの強さの先が気になっているような口振りだった。

「ああ。約束する。なんであの団長に従うんだ？　あいつ、お前たちをおいて逃げたろ」

「と、父さんは団長だから、いろいろとやらなきゃなんないことがあるんだ！　それに、ボクらの力を信用してくれてるから、この場を任せたんだ！」

「そういう風には見えなかったけどな。本当に大切にしてもらってるのか？」

　愛染は胸を張った。

「当然じゃないか。父さんはボクらを実の娘も同じだって……生き別れた娘にそっくりだって、言ってくれたんだ！」

「うーん、娘か。それがしっくりこないんだ。そもそも団長は二人のうち、どちらかでも抜こうとしてないのか？」

　愛染はフルフルと首を左右に振った。

「それは……父さんには魔剣士の才能がないから……けど、それがなんだっていうんだ！　契約してなくたって、絆きずなは結べるんだぞ！」

　アインは真剣な顔のままうなずいた。

「お前、すごく良いこと言うな。俺も同じ意見だ」

　シオンとナナシキを見ていると、アインには自然とそう思えた。愛染の言葉を肯定しておきながらアインは言う。

「けど、今のでわかった。やっぱりおかしいって」

「な、なにがおかしいんだよ？」

「生き別れになった娘とそっくりで、思い入れがあるっていうなら……なんでこの場を離れたんだよ。もしかすれば俺たちに二人が倒されるかもしれないじゃないか？」

「だ、だから……ボクらが勝つって信じて……それに、父さんはボクらの願いを叶かなえてくれるんだ！　約束したんだ！　ボクと蛍ほたる丸まるが一緒にいられるようにしてくれるって！」

　アインはため息をついた。

「今でも一緒にいるだろ」

「これじゃあダメだ。だって……手も握れないじゃないか。どちらかが人の姿をしていないと、ボクらはダメなんだから……」

　アインは視線を蛍丸の刀身に注いだ。ほんの少し、切っ先がうなずいたように下がる。

『愛あい染ぜんちゃんの言う通りです。そもそもこんな状態で存在していられるのは、わたしの修復能力もあるのですが……なにより愛染ちゃんの力のおかげです』

「蛍丸！　やめて……ぼ、ボクの力のこと……言わないで……」

　アインは眉まゆ尻じりを下げた。

「人に言えないほど恥ずかしい能力なのか？」

「ボクの力なんて、弱すぎて……一人じゃなんにも……できなくて……」

　弱気になる愛染を庇かばうように蛍丸はアインに告げた。

『愛染ちゃんは思いが強いほど、その思いの分だけ力を増幅させるんです。わたしと二人で一人のような形になってしまって、互いの能力が作用するようになって……離れられなくなってしまいました』

　アインは手中のナナシキに視線を落とした。

『……希少な例とは思いますが、アインのような例外があるのですから、ありのままを受け入れるしかないかと。二つの魔剣が一つの存在になってしまった……と考えれば良いのでしょうか。非常に興味深い状態です』

　知識欲のあるナナシキらしい言い方とも思えるのだが、少しだけアインはその口振りにサードアイの面おも影かげを感じてしまった。愛染が再び大太刀を構える。

「わかったろ！　ボクらは今のままじゃ、お互いに手を繋つなぐこともできないんだ。どっちかしか人の姿になれないんだ！」

　アインは首を傾かしげた。

「だったら二人とも魔剣士と契約したらいいんじゃないか？」

「ボクと契約できる魔剣士と、蛍丸と契約できる魔剣士が仲間とは限らないじゃないか。蛍丸と戦うことにでもなったら、ボクは苦しくて死んでしまうよ。父さんはそうならないよう、願望器を完成させてボクらを自由にしてくれるって、約束してくれた……だから信じるしかないんだ。たとえ……父さんがボクらを利用してたって……そうするしか……ないんだ！　でなきゃ蛍丸は、毎日ずっとずっと眠ってなきゃならない……蛍丸ばっかりに辛つらい思いをさせられないよ」

　思いを力に変え、その働きを強めるという愛染の能力は、彼女の思い込みやそうあってほしいという気持ちも強くさせ、具現化するものなのかもしれない。

　アインは笑った。虚勢を張るつもりもなく、ごく自然に笑みと言葉が漏もれる。

「そっか。愛あい染ぜんも結構良い奴やつだな」

「笑うな。お前を倒して、ボクらは幸せになる！」

「俺なら、いや……俺たちなら二人を幸せにできるかもしれない」

　その言葉にシオンが「まさか……本気なの？」と、小声で呟つぶやいた。隣でエペタムが不思議そうに、シオンを見上げて首を傾かしげている。

　アインはそっと手を差さし伸のべた。その視線の先には……ティオーレの姿があった。

「この決着は、俺とティオにしかつけられないみたいだ」

　ティオーレは目を丸くし、肩を大きくびくつかせた。だが、喜びよりも驚きの方が大きいのか、声をひっくり返しながらアインに聞く。

「じょ、冗談でしょアインってば!?」

　シオンも同意するようにうなずいた。

「あなたはもう三人と契約してるのよ！」

　アインの手中でナナシキが諫いさめるように言う。

『……私もその考えには反対です』

　ようやくアインの意図を理解して、エペタムが笑顔で無邪気に両腕をあげていた。

「わーいわーい！　お姉ちゃんが増えるね！」

　愛染はアインたちの反応に目を白黒させて動けない。

　その間に、アインはもう一度名前を呼ぶ。

「来い……ティオーレ！」

「こういう時だけちゃんと名前を呼んで……どうなっても知らないんだからね！」

　ナナシキをそっと手放すと、彼女は少女の姿を取り戻した。

　そして、アインの手が、はせ参じたティオーレの手を取る。ティオーレの四し肢しは光に分解され、その姿形を一振りの剣に変えた。

『はううう！　全裸も捨てがたいけど、やっぱりこの姿だと落ち着くわね』

「集中してくれティオ」

『わ、わかってるわよ。行くわよアイン！』

「おう！」

　これがアインの奥の手だと確信したらしく、愛染も大太刀を払って構え直した。

『見せていただきましょう。あの方の本当の力を』

「きっと大したことないよ。口先ばっかりに決まってる！」

　愛染がアインめがけて飛び込んで来た。蛍ほたる丸まるのためにもアインを倒す！　という思いの強さが、その斬ざん撃げきに乗算される。アインは正面からそれを受け止めた。

「ティオ……いけるか？」

『あたしを誰だと思ってるわけ？　ちょっと重たいけど、これくらいなんてことないわ』

　二合、三合と打ち合った。アインも愛あい染ぜんもその場にべた足で、組み合うような斬ざん撃げきの応酬だ。これにシオンが息を呑のむ。

「本当に無む茶ちや苦く茶ちやなんだから……それがアインらしいんだけど」

　次第にティオーレの刀身が虹にじのような七色の光彩を纏まとい、刃やいばが重なるごとにその光は強く激しく登り詰めるように、輝きを増していく。

　対する蛍ほたる丸まるの刀身は、緑の光に包まれっぱなしになっていた。愛染が悲鳴を上げる。

「なんで!?　なんでボクの速度においつけるんだよ！　なんで死なないんだよ！」

『待って愛染ちゃん……変なの……わたしの身体からだが……』

「蛍丸も蛍丸だよ！　こんなやつの言葉に惑わされて……」

『お願い愛染ちゃん。これ以上は……修復がおいつかないから』

　蛍丸の刀身が欠ける。欠けたそばから緑の光が修復するのだが、アインがティオーレを振るうたび、蛍丸の刀身には細かなヒビが生まれていた。

　それに気付かず愛染はアインと打ち合う。崩壊の瞬間は唐突に訪れた。

『ごめんね……愛染ちゃん……』

　大太刀は虹の輝きをまとったティオーレの刀身とぶつかり合うと、砕け散った。柄つかを握ったまま愛染は硬直する。何が起こったのか理解できていないようだった。

「ほたる……まる？」

　蛍丸は折れ砕けた。愛染の手の中から光の粒子となって抜け落ちると、最後の灯ともし火びを燃やすように、光が少女の形になる。愛染の目の前に立つと、蛍丸は微笑ほほえんだ。

「やっと会えましたね。愛染ちゃん」

「会えたって……だ、大丈夫だよね？　蛍丸なら治るんだよね？」

　弱々しい光に包まれたまま、蛍丸はゆっくりと首を左右に振った。

「折れてしまったら、さすがに……最後まで守ってあげられなくて、ごめんね」

「そんなこと言わないで！　蛍丸と離ればなれになるなんて、死んでも嫌だ！」

　蛍丸は、そっと愛染の身体を抱き寄せた。愛染もまた、蛍丸を失ったことでその身体が光に包まれる。互いに寄り添って存在してきたからこそ、その片方が失われたがために、二人とも光の粒子となって天に昇ろうとしていた。

　蛍丸の頬ほおから静かに涙がこぼれ落ちる。

「せめて最期は一緒に……」

　愛染の落涙も止まらない。

「嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！　誰か助けてよ！　父さん！　約束したじゃないか！　ボクらを救ってくれるって！　嘘うそつき！　嘘つき嘘つき嘘つき嘘つき！」

　静かに終わりを待つ蛍丸と、怨えん嗟さを燃やして声を嗄からす愛染。

　アインはティオーレを手放すと、二人に歩み寄った。

　気付いて蛍丸が涙を指でぬぐいながら、アインに告げる。

「お強いのですね。こんな力をお持ちでしたなんて」

「ああ。ティオはとっておきだからな」

　愛あい染ぜんが憎らしげにアインを睨にらみつけた。

「キミさえいなければ、ボクらは幸せになれたんだ！　怨うらんでやる！　殺してやる！」

　アインは困ったように頬ほおを人差し指で掻かきながら、二人に告げた。

「消える前に相談があるんだ」

　愛染が吠ほえ返す。

「この期ごに及んでなんだっていうんだ！　この人でなし！」

　今にも襲いかかろうかという勢いだ。一方蛍ほたる丸まるは、緩やかな口振りでアインに聞いた。

「なんでしょうか？」

　アインは困り顔のまま告げる。

「俺なら二人の願いを叶かなえられるかもしれないんだ。その……救ってあげられると思う」

　その言葉にシオンだけでなく、ナナシキもどこか憂うような表情を浮かべた。

　蛍丸はじっとアインの瞳ひとみを見つめる。

「何をおっしゃっているのか、わかりません。救うと言われましても……」

　アインはまっすぐな眼まな差ざしで返した。

「二人とも一緒に俺と契約してくれないか？」

「はい？　ええと……一緒に契約と言われましても。どういうことでしょう？」

　すぐさま愛染も声を上げた。

「人間なんかと契約するもんか！　ボクらは普通じゃないんだ！　できっこない！」

　アインは落ち着いた口振りで諭すように告げた。

「俺だって普通じゃない。複数の魔剣と契約してるのは戦った二人が一番解わかってるだろ？　そんな俺が二人と契約できれば、所有する魔剣士同士が敵対して、蛍丸と愛染が戦うなんてことも絶対に起こらないもんな」

　アインの手を離れて少女の姿に戻ったティオーレが声をあげる。

「だ～か～ら～……なんでもかんでも救おうとしてるんじゃないわよ！」

　アインははにかむように笑った。

「けど、このまま二人が消えるのを黙って見てられない」

　アインは両手を差さし伸のべた。弱々しい光に包まれて、今にも消え入りそうな蛍丸が愛染を見つめる。その表情は何かにすがるようだった。

「わたしは……その……」

　思い詰めた顔のまま蛍丸はアインを見つめた。アインは笑顔でうなずく。

「大丈夫だ。俺がしたいからそうしてるんだし、もしこれで干渉力が足りなくなって死ぬようなことになっても、俺は二人を怨んだりしない。自分の力の無さを悔やむだけだ。だから身をゆだねてくれ。消えちまう前に」

　実体を失いかけて陽炎かげろうのように揺らめきながら、蛍丸は返答もできず愛染に顔を向けた。愛染は憤怒の表情で吠える。

「いいよ！　こいつと契約しよう。どうせ口だけでできるはずないんだ。干渉力が足りなくなるのなんて目に見えてるし！　こいつは対価を払いきれずに、ボクらに吸い尽くされて死ぬんだ！　ボクもお前を殺せてせいせいするよ！」

　声を上げる度に愛あい染ぜんの身体からだから光が四散した。彼女も蛍ほたる丸まるを失って消えつつある。

　アインよりも、この状況を見守るしかないティオーレたちの方が緊張しているようだった。お姉ちゃんが増えると喜んだエペタムでさえ、ぎゅっと目を閉じて祈るように手を合わせている。シオンに至っては、アインが死んでしまわないか心配で胸が張り裂さけそうな面持ちだった。

　アインから差し出された手は、じっと二人に取られることを待っていた。

　蛍丸が最終確認をするようにアインに聞く。

「本当によろしいのですか？　死んでしまいますよ？」

「ああ。けど死なない。死んでたまるか。蛍丸もそういう気持ちでいてくれ」

　最後までアインは屈託無く、そして真剣だ。ゆっくりと蛍丸がアインに手を伸ばした。

「そこまで仰おつしやるなら……契約します。たとえこの身がどうなろうと、わたしもあなたを怨うらみません……もし救いがあったなら、全身全霊を捧ささげてお仕えさせていただきます」

　穏やかな口振りの蛍丸とは対照的に、愛染の言葉は強く短かった。

「契約して死ね！」

　二人の気持ちを受け止めるように、アインの手が蛍丸と愛染、それぞれの手を握り返す。ふれあいながらアインは思い描いた。二人が手を繋つなぎ歩く姿を。

　瞬間──アインの手から、蛍丸と愛染に優しく暖かい光が流れ込む。失われていくばかりで希薄になりかけていた二人の姿が、しっかりとしたものへと変わっていった。

　アインは背中に冷や汗を浮かべ、鼓動の異常な速さに内心では困惑しながらも、表情を変えず二人に告げる。

「な？　言った通りだろ？」

　蛍丸と愛染は戸惑いながらも、アインの手の温ぬくもりを自然と受け入れていた。

「ああ……なんて温あたたかい……これがアイン様のお力なのですね」

「こんなに気持ち良いなんて、あり得ないよ！」

「愛染ちゃん。心を落ち着かせて……ね？」

　蛍丸が手を差さし伸のべ、アインと繋いだ手とは反対の、空いている愛染の手を取った。

　すると、循環するように力が流れ始め、アインの身体に戻りだした。吸い尽くされる感覚も和らぐ。さすがに二人いっぺんにというのは、アインにも負荷が高すぎたらしい。

　それでもこの二人とは、同時に契約しなければならないという気がしたのだ。

　蛍丸がアインを見つめて、そっと静かに微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます。おかげでこうして、愛染ちゃんときちんと手を繋げました」

　愛染はというと、表情を崩しながら鼻水混じりに号泣しだす。

「うおわああああああん！　う、嘘うそだぁ！　こんなの嘘だぁ！　信じられないよぉぉ！」












　アインは二人の顔を交互に見てから、落ち着いた口振りで告げる。

「手を離してみるぞ。これで二人が消えなかったら、契約は無事にできたってことだな」

　そっと手の力を緩め合い、三人はそれぞれ手を離した。

　身体からだを包み込んでいた光はゆっくりと止やみ、二人に異常は見られない。

　ティオーレもシオンもエペタムも、表情がほっと緩む。ただ、ナナシキだけは淡々とした眼まな差ざしで、この光景を観察しているようだった。

　蛍ほたる丸まるが深々とお辞儀をする。

「ふつつかものですが、これからお世話になります」

　そう言うと、蛍丸の方から再びアインの手をとった。

「抜いてみてはいただけませんか？」

「そうだな。よっと！」

　アインは蛍丸を抜き放った。光に包まれた蛍丸の身体が大太刀へと変化する。

　アインは構えた。そして自然と蛍丸がどういった魔剣なのかを、理解する。

　大太刀蛍丸。その力は〝修復〟だった。契約者が研がなくとも、自身が眠っている間に戦闘で消耗した切れ味を、ある程度まで回復するという能力だ。さらにその力は他の魔剣にも使うことができた。無人島でアインも感じたのだが、研ぐことができない環境に長時間おかれた場合にこそ、輝く能力と言えた。

　そして刀身の長さから振るうには膂りよ力りよくを必要とした。筋力的なものもあるのだが、干渉力的にも重たい。扱いやすいナナシキや、手足の延長のようにすら感じるティオーレとは別物だ。だが、それだけに広範囲に攻撃もでき、威力も十分にありそうだった。

「なるほどな。ありがとう蛍ほたる丸まる」

『次は愛あい染ぜんちゃんを抜いてみてください』

　アインの手を離れて蛍丸は少女の姿に戻ると、そっと愛染に手を差さし伸のべた。

「さあ、愛染ちゃんも……」

　号泣していた愛染がアインの顔をじっと見つめる。

「な、なんだ？　怒ってるのか？」

　アインを殺す気でいた愛染である。契約できたことにも腹を立てているかもしれない。

　しかも、目の前で蛍丸を抜かれたのだから、大切な人を奪われた……と、愛染が感じてしまってもおかしくはない状況だった。

「……さま」

　愛染は小声で呟つぶやいた。アインが聞き返す。

「えっと、ど、どうしたんだ愛染？」

「……みさま……かみさま……神様……神様……神様！　アインは神様！」

　アインだけでなく、状況を見守っていたティオーレたちまで、半分口を開けて惚ほうけたようになってしまった。愛染はアインの前にひざまずく。

「神様あああ！　こんなことができるのは人間じゃない。アインはボクらの神様だ！」

　どう対処していいか困って、アインは助けを求めるように蛍丸の方を向いた。

「愛染ちゃんは思い込みが激しいんです。だからお父様に……カイリュウにもすっかり心酔してしまって。その信仰心が、今度はアイン様に注がれてしまったみたいですわね」

「神様！　ボクなんでもするから！　どんなことだって命じられればやり遂げるから！」

「え、ええと、よろしくな愛染。それじゃ……あの……抜いていいかな？」

「え？　脱ぐの？　も、もちろん神様のためなら、ボクの身体からだでよければいくらでも！」

　さっそく装束を光に変換しかける愛染に、アインは声を上げた。

「いや脱ぐなって。魔剣になってほしいんだ」

「え、ええ!?　早とちりしてたよ！　ごめんね神様！」

「その神様ってのやめてくれないか？」

「それは無理だよ。ボクはずっと神様に願ってきたんだ。いつか蛍丸と手を繋つないで歩けるようにって。それができるようになったんだから、アインは神様だよ！」

　敵対心を剥むきだしにしてくれていた時の方が、むしろ接しやすかったとアインは思う。

　今は興奮してるだけで、落ち着いたら話を聞いてくれると信じつつ、愛染に確認した。

「じゃあええと……抜いてみてもいいかな？　愛染のことをもっと知りたいんだ」

「ははー！　仰おおせのままに！」

　ひざまずく愛染に手を差し伸べて立ち上がらせると、アインはその手を取って抜く。

　四し肢しが光に分解され、愛染の全身を光が包み身体が短刀へと再構成された。

　アインは愛あい染ぜんを手にし──そして彼女の力を知る。それは感情に由来する〝加速〟だった。強い感情をかければ、その力を増していくというものだ。

　その加速は、使い手の情緒の波によって引き起こされるようだった。

　だがアインは、自分でも自覚があるのだが、性格的におっとりとしていて、追い詰められるまで感情を爆発させるようなことが無い。そのため、愛染の力を引き出せるか心配になってしまった。一方、剣としては、重量的にも均衡の取れた扱いやすいものだった。

『神様の敵は神様の名の下に皆殺しだあああ！』

「こらこら。あぶなっかしいやつだな。みんなとは仲良くするように」

『わ、わかったよ神様！』

　敬意はあっても、ため口は変わらない。それも愛染らしいなと、ぼんやり思いながらアインは愛染を手放した。少女の姿に戻った愛染は、すぐに蛍ほたる丸まるの後ろに隠れる。

「どうしたんですか愛染ちゃん？」

「けど、仲良くしろって言われても恥ずかしいっていうか……気まずいっていうか……」

　つい先ほどまで敵視しまくっていたのだから、こうなるのも仕方ないとアインも思う。

　そんな中、とてとてーっとエペタムが回り込んで、おどおどしながら蛍丸の後ろに隠れた愛染の前に立ち、笑顔で両手を万歳させた。愛染がびくっと身をすくめる。

「よろしくー！」

「よ、よろしく!!」

「あのね、エペタムはエペタムって言うんだよ」

「ぼ、ボクは愛染だよ」

「エペタムは飛んで斬きるのが得意なの」

「ボクはキレて斬るのが得意なんだ」

　エペタムにかかると愛染も急に素直になったのだが、そんなやりとりについ、シオンが声を漏もらす。

「今のってもしかしてダジャレ？　それとも天然なのかしら？」

　ナナシキが補足した。

「……その両方という可能性もあるかと考えられます」

　言いながらアインの元にナナシキがやってくる。

「……ともあれ無む茶ちやをしすぎです。せめて一人ずつと契約すべきだったのでは？」

　ナナシキの後から着いて来てシオンもうなずいた。

「そ、そうよそうだわ！　いくらアインが特別でも、無茶はよくないわよ」

　アインは後ろに腕を回して後頭部を掻かきながら「これからは気をつけるよ」と二人に告げた。時間的にも二人が消えてしまうまで切迫していたし、片方だけと契約した瞬間、もう片方が消えてしまうかもという、不安もあったのだ。

　ティオーレはといえば、新しく二人も加わったことにますます「出番が減るかも」と落ち込み気ぎ味みに呟つぶやいていた。そんなティオーレにアインは優しい口振りで感謝する。

「二人を助けられたのも、全部ティオのおかげだ。本当にありがとう」

「そ、それくらいの感謝は当然よ。あ！　そうね愛あい染ぜん。神様より偉いあたしの言うことは、ちゃんと聞きなさいよね」

「嫌だよ。ボクにとって神様はアインでキミじゃないし」

「な、な、なによ！　あたしはアインよりも偉いのよ？」

「ボクらと同じ魔剣じゃないか。誰が偉いとかないし」

「あたしが一番にアインと契約したから、先輩なの！　敬いなさい」

「先輩風を吹かして偉ぶるなんて、器がちっちゃいなぁ。ボクが先輩だったら、そんなこと言って後輩に威張り散らしたりしないけど？」

　途端にティオーレが涙目になって、アインに訴える。

「あいつ意地悪よ！」

「まあまあ、愛染もティオと仲良くしてあげてくれ」

「神様がそう言うなら、ボクはいいけど」

　愛染の視線がティオーレに向く。ティオーレはあっかんべーで返した。

　二人、それぞれの保護者のようにナナシキと蛍ほたる丸まるが顔を見合わせた。

「愛染ちゃんがやんちゃでごめんなさい」

「……ティオーレの性格が少しアレで失礼しました」

　同時に愛染とティオーレが、保護者二人に抗議した。

「ボクはやんちゃじゃないよ！　普通だよ！」

「あたしの性格がアレってなによ！」

　エペタムがシオンの手をきゅっと握って、ふわふわとした口振りで言う。

「お姉ちゃんが増えて、賑にぎやかだねー」

「え、ええ。そうね。エペタムは賑やかなの苦手？」

「えっとね、すきー！」

「そ、そう。わたしはちょっと苦手かな」

　四人の魔剣少女がシオンの一言に詰め寄った。

「……私はこの中でいえば、かなり物静かな方かと」

「わたしもどちらかというと、静かな方が好きです。お仲間ですね？　きっと良いお友達になれると思いますわ」

「ところで、なんで人間の女の子が神様といっしょにいるの？」

「その話題はあたしたち的に敏感なところなのに、いきなりぶっこんでこないでよ！」

　騒がしい魔剣少女たちにたじたじのシオンは、困ったようにアインに視線を向けてきた。抗議を含んだ眼まな差ざしに、アインは「すまない」と両手を合わせるのだった。






８　秘宝の守り手






　屋敷の敷地から出ると、森へと続く小道の手前でアインたちは一度足を止めた。

　次にどう動くか、考えどころである。

　仮に、団長カイリュウがゼロンとリットゥを撃退するために島の東側に向かったのなら、それを追わなければならない。だが、アインたちと遭遇するなり、逃げたカイリュウの性格からして、ゼロンに挑むようにも思えなかった。

「さて、どうしたもんか」

　アインの後ろにはずらっと魔剣少女たちが居並んだ。まるで将帥と家臣団のようだ。

　蛍ほたる丸まると愛あい染ぜんはアインに忠誠を誓った……と言うと仰々しいのだが、仲間になったため海賊にはもう与くみすることもないだろう。

　蛍丸は愛染のために行動している節があり、愛染はといえば、その願いは蛍丸の隣を歩き続けることだった。それが叶かなった今、願望器も二人には無用の長物だ。

　アインは腕組みをして考える。

「やっぱり、逃げたカイリュウを押さえないとまずいよな」

　アインの示した考えに蛍丸が同意した。

「戦火の広がる危険な場所にわざわざ出向いていったとは思えません。一番偉い人間は一番安全なところにいるべきだ……という人でしたから」

　蛍丸は以前から、カイリュウが自分たちを利用しているだけだと、気付いていたらしい。あくまで愛染のために従っていたのだ。

　その愛染の「信じたい」という思い込みも、アインの登場によって、あっさり上書きされてしまった。愛染は不満げに口を尖とがらせる。

「カイリュウはボクらばっかり働かせてひどいんだ。この屋敷の敷地から出ちゃダメっていうし。蛍丸も普段は眠らせるためにほとんど監禁状態で、何が父親だよ！」

　愛染の豹ひよう変へんっぷりに、少しだけ驚きつつもアインは二人に聞いた。

「この島のどこかに、カイリュウが隠れられそうな場所はないか？」

　愛染はうーんと唸うなるとそのまま固まってしまった。蛍丸が月を見上げて呟つぶやく。

「そういえば……日頃から外出をしないよう言われてきましたが、特に島の北側にある洞どう窟くつにだけは、絶対に近づくなと……」

「そりゃあ、ずいぶんとわかりやすいな」

　愛染が、うんうんと首を上下に振った。

「そうだそうだった！　ボクらが勝手に出歩くと思って疑ってたんだあいつ！　信用ないな。失礼しちゃうよ。神様はボクらを信じて、なんでも言ってくれよな」

「あ、ああ。もちろんだ」

　その洞窟に何かある。そしてそれが何かも、アインにはなんとなく想像がついていた。シオンが補足するように言う。

「きっと願望器が隠されているんでしょうね」

　ナナシキがうなずきながらも懸け念ねんを表明した。

「……ですが、罠わなの可能性もあります」

　ティオーレがふんっと鼻を鳴らす。

「そんなわけないわよ。あの団長、頭が良いとは思えないもの」

　アインは北側に続く道へと、足を向けた。

「それじゃあ行ってみるか」




　小道を進むと途中から道は広がった。荷馬車の往来した跡あとがくっきりと残っている。

「なにか運び込んでたっぽいな」

　アインの分析に蛍ほたる丸まるがうなずいた。

「何度か帝国船を襲撃しましたが、その積荷でしょうか」

　ティオーレがにっこり笑う。

「じゃあ、お宝がいーっぱいため込まれてるってわけね！　エペタム喜びなさい。お宝を見つけたら、明日から毎日ごちそう＆あーんど素敵なお風呂よ！」

　シオンが「確か積荷は魔ま導どう器き関連の資材で、お宝とはちょっと違うような……」と、小声で告げたのだが、ティオーレの言葉にエペタムが瞳ひとみをキラキラさせてしまった。

「エペタムお風呂大好き！　お姉ちゃんたちと入れる、広いお風呂がいいなぁ」

「この子のためにも、お宝はまるごといただきね！」

　金銀財宝は隠されていないだろうなと思いつつ、少女たちを引き連れてアインは馬車の通った跡を追いかけるように歩き続けた。

　十分も経たたないうちに森を抜け、しばらく進むと山の中腹にぽっかりと口を開けた広い洞どう窟くつを発見した。警戒しつつアインたちは中へと踏み込む。

　洞窟の内部に入ると、奥までぽつりぽつりと照明がつけられていた。洞窟自体は道幅も広く、アインたちが横一列に並んでも歩けるほどだ。それに天井も高い。

　とても天然自然にできた物とは思えない。願望器が魔導器の一種とすると、この洞窟も魔導文明の遺い跡せきである可能性が高かった。




　洞窟の奥まで進むと、目の前に継ぎ目の無い一枚岩の壁が現れた。

　その壁の一部がくりぬかれたように開いていて、道はさらに続いている。

　壁の向こうに一歩足を踏み入れると、中にはひんやりとした空気が満ちていた。洞窟の奥だというのに息苦しさが感じられない。新鮮な空気だ。

　続く長い通路は傾斜しており、アインたちは更に地下へと下っていった。

「やっぱりこれって魔導文明の遺跡ってやつなのか？」

　アインの疑問にシオンが答える。

「ええそうね。しかもまだ環境制御の魔ま導どう器きが稼働しているみたい。こういう〝生きた遺い跡せき〟って、中にある水や空気が清浄なのよ。遺跡の中なのに畑があったり、海があったりもして……不思議なのよね。まるでこの中で生きていこうとしてるみたいだって……」

　誰がそう言ったのかまではシオンも口にしなかったが、それらの推測はサードアイのものだろうと、アインは感じた。

　願望器も魔導器の一種というなら、もしかすれば稼働状態にあるかもしれない。改めて気を引き締め直しつつ、傾斜を下りきると、だだっ広い空間にたどり着いた。

　イビサの南に構えられた砦とりでが、すっぽり収まってなお余裕があるくらいの広さだ。

　中央に金属製の巨大な柱が建っており、その付け根部分には蛇のようなパイプが無数に走り、繋つながっていた。

　アインにぴったりくっついて歩いていたエペタムが、ブルッと身震いする。

「どうしたエペタム？」

「なんか……すごく嫌な感じ」

　エペタムだけではなく、魔剣少女たちの顔色がどことなく冴さえない。シオンも巨大すぎる金属製の柱に「遺跡探索には何度か参加したけど、あんなものは見たことがないわ」と、声を漏もらした。

　アインも柱を見上げる。それは四～五階建ての建物ほどの大きさに感じられた。

　柱の周りもアインたちが腕を広げて手を繋いで、半分も囲えない径がある。

　天井までは柱の倍の高さがあって、この空間の広さをアインは理解した。

「これが願望器なのか？」

　アインが独り先行して近づき、柱に触れようとしたところで、男の声が上から響く。

「なんで来ちまうかなぁ。つうか……どういうことだ愛あい染ぜん……って、蛍ほたる丸まるだとぅ？」

　並んで手を繋ぎ歩いてきた二人に、声の主──海賊団長カイリュウは仰天したようだった。柱の上に仁王立ちしたまま、固まってしまう。

　愛染がカイリュウを指さし吠ほえた。

「もう騙だまされないぞ！　よくも今までボクと蛍丸を騙して利用してくれたな！」

「騙すとは人聞きの悪いことを言うんじゃねぇ。しかし……蛍丸よぉ。お前がこいつらを連れてきたってのか？　来るなってあれほど言ったのに、約束破るなんて俺ぁ悲しいぞ」

「ボクらとの約束なんて、最初から守る気無かったんだろ！」

　蛍丸に代わって批難する愛染と、黙り込む蛍丸にカイリュウが首を傾かしげた。

「んなことよりよぉ……なんで愛染と蛍丸が並んでるんだ？　あぁ？」

　アインが答えようとすると、それを制するようにそっと蛍丸が前に出た。

「お父様……と、お呼びすることも、もうありませんね。こちらのアイン様にわたしたちは願いを叶かなえていただきました」

「なんだとぉ？　いったいどうやって？」

　アインが巨大な柱を見上げながら告げた。

「どうやってもなにも、一度折って契約し直したんだ。今は蛍ほたる丸まるも愛あい染ぜんも俺たちの仲間だぞ。というわけだから、観念して願望器の秘密を教えてくれ」

　アインを中心に魔剣少女が並ぶ。一同を見下ろしながら、カイリュウは笑った。

「がーっはっはっは！　何を偉そうに言いやがる」

「頼りにしていた蛍丸と愛染もこっちについた。お前に勝ち目は無いだろ？」

　隻眼をアインに向けて団長は言い放った。

「その生意気な口を叩たたけねぇようにお仕置きしてやらんとな。俺ぁ大人だからよぉ……子供をしつけなきゃならん」

　子供という言葉に、エペタムがそわそわし始めた。

「ど、どうしよう。エペタムお仕置きされるの？」

　ティオーレがそっとエペタムの手を握って励ました。

「あんなやつの言うことなんて、真に受けなくて大丈夫。あたしが守ってあげるわ！」

　すっかりお姉ちゃんが板に付いたティオーレにアインは安あん堵どする。

　そんな矢先、愛染が一歩前に出た。

「神様！　ボクを抜いてよ！　アイツとの決着をつけたいんだ！」

「愛染のことは頼りにしてる……けど、罠わながあるかもしれないし、焦りは禁物だな」

「頼りにされるなんて、ボク感激だよ！　絶対殺す！　今殺す！」

　頭に血が上ったように興奮しながら、愛染はカイリュウを指さし狙ねらいを定めた。

　愛染だけでなく少女たちの視線が集まる中、アインが告げた。

「おっさんだけでどうするんだ？」

「俺だけ？　何言ってんだ？　ここにもう一人いるだろうが。なあ先生さんよぉ」

　カッカッカッ……と、アインたちの頭上で靴音が鳴った。

　背の高い影が柱の上に姿を現す。それはアインのよく知る人物だった。

「せ……サードアイ……」

　先生と言いかけて言葉を呑のみ込んだ。眼鏡のレンズを通して注がれる冷淡な眼まな差ざしに、アインの背筋が震える。シオンもその姿を見て、複雑そうな表情を浮かべた。

「海賊じゃ遺い跡せきの発掘は無理だと思っていたけれど、まさか……こんなところで……」

　シオンの呟つぶやきに加えるようにアインが吠ほえる。

「帝都に行ったんじゃなかったのか？」

　言葉を交わすのが数日ぶりとは思えないくらい、久しく感じられる。そこに再会の喜びは無く、アインの表情はより厳しいものへと変わった。

　問いかけにサードアイは首を左右に振る。

「あちらに行く前に仕上げておきたい仕事がありましてね。しかし……私を追うことを選びましたか……」

　声にさえ感情の起伏を出さないサードアイの言葉尻は、アインが追ってきたことに落胆しているのか、それとも狙い通りとほくそ笑んだのか、判断が付きにくい。

　サードアイから視線を外さず、アインは言葉を放ち続ける。

「聞きたいことがあるからな。だいたい、追わせるように仕向けたのはそっちだろ」

「ええ。そうですね」

　どうやらこの状況はサードアイにとって想定内らしい。罠わなの気配を感じて緊張するアインの感情が、自然と魔剣少女たちやシオンにも伝でん播ぱしていた。アインが指さす。

「カイリュウの味方をするっていうなら、俺はあんたと戦わなきゃならない。いや、そうじゃなくても、どうして剣けん封ぷう結けつ社しやを裏切って、シオンを騙だまして……俺にティオを抜かせて魔剣士にしたのか、きっちり説明してもらう」

　サードアイの口元が緩んだようにアインには見えた。遠目すぎて細かな表情など見えないはずなのに、男が笑っているのが雰囲気でわかる。

「そうですね。では……貴方あなたが生き残ることができたなら、質問に応こたえてあげましょう」

　サードアイが何かを口ずさむと、カイリュウの足下から金属のパイプがわき上がった。

「お、おい！　こりゃなんだ！　なんのつもりだ先生さんよ!?」

「貴方が欲しがっていた願望器ですよ。ただ残念なことに……起動は貴方の命と引き換えですけれどね。安心してください。たかが海賊一人の命の対価としては、考えられないほどの力ですから」

　身体からだ中じゆうを金属の管に絡め取られ、カイリュウの表情が青ざめた。

「な、なんだと!?　おいやめろ！　離せ！」

　淡々とした口振りでサードアイは返す。

「私の協力でこれまで十分に良い目を見てきたでしょう？　貴方程度の人間が近海の海賊をまとめ上げ、その頭目になれたわけですから。せめて最後くらい生体パーツとして私の仕事の手伝いをしてくれても、良いじゃありませんか」

　ずぶずぶと泥沼にはまるように、カイリュウの身体が柱に埋没していった。

「なあ冗談だろ？　俺の命と引き換えだなんて……ち、違うよな！」

　サードアイが小さく首を左右に振る。本気だと解わかったのか、カイリュウが吠ほえた。

「人の命をなんだと思ってやがる！」

「魔ま導どう文明人にとっては、人間など焚たき火びにくべる薪まきのようなものだったのでしょうね」

　アインが声を荒あららげた。

「やめろサードアイ！」

　カイリュウの身体が腰こしまで沈む。

「嫌だ……嫌だ死にたくねぇ！　愛あい染ぜん！　蛍ほたる丸まる！　俺を助けろ！　今までさんざん面倒をみてきてやっただろうが！　俺を裏切るな！」

　愛染も蛍丸も見上げたまま、じっとカイリュウが飲まれるのを見続ける。

　愛染が吐き捨てるように言う。

「都合が悪くなったら命いのち乞ごいか！　そんなんでよく親だとか言えたもんだな」

　続けて蛍丸が、しっとりと落ち着いた口振りでたずねた。

「願望器の起動に人の命が必要だったなんて……知りませんでした。あなたはその命で、わたしたちを救ってくれましたか？」

「そ、そりゃあ救うさ！　救う！　俺だってお前たちのために死ねるんなら本望だ。けど、こんなやつに利用されて死ぬなんてまっぴらごめんだ！　だから助けてくれ！」

　殺されるだけのことをしてきた悪人かもしれない。

　それが目の前で命を奪われようとしている。助けを呼ぶ声はアインにも届いていた。

　エペタムでサードアイを暗殺するという方法が、アインの脳裏をよぎる。

　振り返り、アインはエペタムを見つめた。

「…………？」

　来いと一言、声をかければエペタムは飛んでくるだろう。アインが何も言わないことが不思議なようで、少女は首を傾かしげたままだ。

　いけない。エペタムはもう、誰も殺したくないはずだ。それに……アイン自身もサードアイを殺すという選択肢は、可能な限りとりたくないと思ってしまった。

　少し前まで、あの男はアインにとって、たった一人の家族だった。殺したくもなければ、サードアイに人を殺させたくもない。

　アインは前を向いた。そしてその腕を蛍ほたる丸まるに伸ばす。

「止やめよう。あれがなんであれ、動き出して良いものじゃない」

「ええ、仰おつしやる通りですわアイン様」

　アインは蛍丸を抜き払った。長い髪の先まで光に変わると、アインの手に大太刀となって蛍丸は再構成される。

　柱の表面はつるつるとしていて、とっかかりがない。いかに魔剣の加護で超人的な身体能力を得ていても、垂直にそそり立った壁面を駆け上がることは不可能だ。

　アインは柱に向かうと大太刀を大きく振りかぶった。

　巨大な柱に対抗するには、長い刃渡りの大太刀という判断だ。

　それが正解だと信じて、柱を一刀両断するイメージで蛍丸を振り抜く。

　白刃は──弾はじかれた。柱の表面には傷一つつけられず、晩鐘のように響く金属音だけが地下空間に広がる。

　刃やいばは弾かれアインの腕にしびれが走った。ただ物理的に硬いだけとは思えない。まるで魔剣という存在そのものを弾き返されたような感触だ。

　柱の頂上では、胸の辺りまでカイリュウの身体からだがのみ込まれていた。

「な、なあ先生さんよ！　俺じゃなくてもいいだろ！　俺は海賊団に必要なんだ！　あのバカどもを統とう率そつできんのは俺しかいねぇ！」

　サードアイは口元を緩ませる。

「ずっと隠していましたが、私は海賊が嫌いです。暴力も嫌いです。人が死ぬのも嫌いです。ですが、嫌いだからといって避さけてばかりでもいられません」

　そう言いながら、サードアイはそっとカイリュウに腕を伸ばした。

「お、おう！　俺は信じてたぜ！　あんた俺を助けてくれるんだよな？　悪い冗談はこれくらいにしようや。なあ？」

　カイリュウも差さし伸のべられた手を掴つかもうと、腕を伸ばす。が、サードアイはそれを払うと、再び腕を伸ばしてカイリュウの顔を掴み、上から押し込むようにした。

「より多くの人々を救うための犠牲となってください。これも平和のためなのですから」

「やめろおおおおお！　クソがあああ！　こうなりゃお前も道連れだああああ！」

　最後の力を振りしぼり、カイリュウはサードアイの袖そで口ぐちを掴もうとした。

　易やす々やすと振り払うと、サードアイはカイリュウの顔面を握りつぶすようにする。

　グジュッ……と、男の両目が潰つぶされた。

「ギヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　獣のような悲鳴がアインたちの頭上から降り注ぐ。その断末魔のような声に、エペタムが咄とつ嗟さに耳を塞ふさいだ。

「ひどい……あんなことするなんて」

　シオンの口から驚きと恐怖の入り交じった言葉が漏もれる。彼女の知るサードアイがする行動ではなかった。

　ナナシキも息を呑のんで柱の上を見上げ、ティオーレは怖がるエペタムを守るように抱き寄せる。憎しみを剥むきだしにしていた愛あい染ぜんも、複雑そうな顔で悲鳴を聞くばかりだった。

「見えねぇ！　なんにも見えねぇ！　痛いてぇ！　痛ぇよ！　蛍ほたる丸まる！　愛染！　助けろ！　俺を助けてくれよぉ……なあ……お願いだ……たの……む……」

　カイリュウの顔が柱の中にのみ込まれ、天に伸ばして何かを掴もうとしていた手も、指の先まで柱の中に没した。

　カイリュウが命いのち乞ごいをしながら呑み込まれる間も、アインは懸命に柱を斬きりつけ続けたが、刃はは立たず弾はじき返かえされ、ついには蛍丸の刀身が光を帯びだした。

　手にした魔剣の〝痛み〟に気付けないまま、アインは蛍丸を振るい続けた。

「くそっ！　なんで……なんでそんなことをするんだ！」

　柱は無傷だ。誰でも救おうとするアインの傲ごう慢まんをあざ笑っているようだった。

『アイン様。刃やいばの再生が追いつきません。それにもう……手遅れのようです』

　カイリュウの声が広い空間の残響からも消えた。アインは後ろに跳んで柱と距離を取ると、顔を上げる。

　柱の上にはサードアイが独り、アインたちを見下ろしていた。

「どうしました？　彼は貴方あなたが救いたがるような善人ではありませんでしたよ」

「けど、だからって殺すことはないだろ！」

「はたしてそうでしょうかね？　彼は近隣の海賊団を併へい呑どんする際に、逆らう者は家族もろとも皆殺しにしました。貴方が手にしているその魔剣も『願いを叶かなえてやる』と騙だまし、利用してきた人間です」

　アインの瞳ひとみに黒い気配が宿った。

「それに手を貸すあんたはどうなんだ？」

「もちろん善人ぶるつもりはありません。さて……では準備も整ったところで、願望器を起動させましょう。この海域に伝わる秘宝です。使用してしまうのは考古学的な価値を下げてしまうのですが、仕方ありません」

　柱が光に包まれると、それは魔剣のように形状を変化させ、見る間に人型の巨像に姿を変えた。柱の状態から二回りほど小さくはなったのだが、それでも人間など易やす々やすと踏みつぶせるだろう。この広い地下空間が、まるでこの巨人のために用意された闘技場のようにさえ思えてくる。

　全身を銀色の金属装甲に包んだ巨人の、その肩口にサードアイは立っていた。

　アインは巨人を見上げる。視界いっぱいを塞ふさぐ壁のような体たい躯くから、威圧感が降り注いでくるようだった。ティオーレもシオンも、愛あい染ぜんもエペタムも圧倒されていた。

　ナナシキは独り、ぼんやりと巨人ではなくサードアイを見つめ続ける。

　アインは巨人の姿に思わず声を漏もらした。

「これが……こんなものが願望器なのか？」

　凹凸の無いのっぺりとした頭部には、アインたちの姿が映りこんでいた。

　ティオーレが悲鳴混じりに巨人を指さす。

「なによこいつ……超嫌な感じなんだけど！」

「あうぅ。エペタム怖いよ。危険危険!!」

「ぼ、ボクは負けないからな！　神様！　や、ややややっつけよう！」

　アインの手中で蛍ほたる丸まるも震えた声で告げた。

『なぜだかはわからないのですが、とても恐ろしいですわ』

　やはりナナシキだけは表情を崩さない。そんなナナシキの様子がおかしいことにシオンは気付いて声をかけた。

「さっきからどうしたのナナシキ？」

「……なんでもありません。シオンは下がっていてください」

　ナナシキが庇かばうようにシオンの前に立つ。そんな様子を見ながら、サードアイは淡々と講釈を続けた。

「さて、戦う前に少しだけ語らせてもらいましょう。数世紀前、魔ま導どう文明人に支配される家畜だった人類は願ったのです。魔導文明人を倒したい……と。その想おもいは異世界から魔剣を呼び込み、想いの強き者が魔剣と契約して魔剣士となった。その血はアイン……貴方あなたにも脈々と受け継がれています」

「いきなり……何、言い出すんだよ」

　眼鏡を中指で押し上げるようにしながら、サードアイは続けた。

「一方、魔導文明人は魔剣の破壊と魔剣士の駆除をしようとして……間に合わなかったようですね。彼らが生み出したこの美しい装甲は、魔剣の斬ざん撃げきを無効化します。これが使われなかったというのは実にもったいない……」

　アインは蛍ほたる丸まるの切っ先を巨人に向けた。

「こんなに喋しやべるなんて珍しいな」

「隠していましたが、私は元来おしゃべり好きなんですよ。それに話せるのも、これで最後なのですから饒じよう舌ぜつにもなります」

　サードアイの語る口振りは、どことなく楽しげだ。

「というわけですから、魔剣に対してどの程度性能を発揮できるか、さっそく試してみましょう。魔剣士殺しの力が十分にあれば、これで帝国を滅ぼす予定です」

　アインはゆっくりと長く息を吐ついた。

「世界をぶっ壊すつもりか？」

「壊すだなんてとんでもない。ただ少しだけ、今より良い世界にしたいんですよ」

　アインにはわからないことばかりだ。巨人を使って帝国を打倒するというのなら、なぜ剣けん封ぷう結けつ社しやを裏切ったり、アインにティオーレを押しつけたり、ジュークに狙ねらわせたり……自分を……サードアイを追わせようとするのだろう。

「私の望みは世界の平和です。それを叶かなえるためならどのような犠牲も払います」

「犠牲になる人間はどうなってもいいっていうのか!?」

「これでも選んでいますよ。そもそも、生まれ持った才能のみで支配者ぶる存在……魔剣士を殲せん滅めつすることが、私の目的ですから。貴方あなたもジュークと戦って、魔剣士がどういった人種か理解したはずです」

　アインは首を左右に振った。

「魔剣士が全部、悪い奴やつとは限らないだろ」

「本当に自分は違うと言い切れますか？　救えるだけでも救おうという正義感も、力を得た者の傲ごう慢まんでしょう？」

「それのどこが悪いっていうんだ。こいつを倒して……俺があんたを止める」

　サードアイはフフッと笑みをこぼした。

「いいですね。しばらく見ないうちに、ずいぶんと男らしくなったじゃありませんか」

　続けざまサードアイは呪じゆ文もんのような、アインの聞いたことのない言葉を紡いだ。

　それに気付いてシオンが叫ぶ。

「アイン！　攻撃してくるわ！」

　咄とつ嗟さにアインは飛とび退のいた。そこに巨人の鉄塊のような拳こぶしが打ち付けられる。

　アインは寸前のところで逃れるとその腕を斬きりつける。だが、斬ざん撃げきの効果は無い。

　頭上から男の冷淡な声が響いた。

「どうしました？　その程度の刃やいばでは私に届きませんよ」

　一瞬、サードアイに気を取られたアインを、巨人の腕がなぎ払った。

「──ッ!?」

　声も上げられずアインの身体からだは吹き飛ばされる。シオンが悲鳴を上げた。

「いやあああああああああああああああああああああああ!!」

　いかに魔剣を手にしていても、無事で済むようには見えなかった。

　が、寸前のところで、蛍ほたる丸まるが自律防御を駆使してアインの身体からだを庇かばっていた。衝撃をいなし切れず蛍丸の刃はは崩れ、美しい刀身が蝕むしばまれたようにボロボロだ。

　吹き飛ばされながらも空中で姿勢を立て直し、アインはなんとか着地する。その姿にシオンは安あん堵どするよりも、泣きそうになっていた。

　アインは苦しげな表情を浮かべて謝罪する。

「すまん。蛍丸。油断した」

『ご無事でよかったです』

　再び巨人と対たい峙じしたアインだが、打つ手がない。

　すると突然、巨人の鏡のような顔が歪ゆがみ、そこに巨大な宝玉が単眼のように浮かび上がった。そしてそのまま瞳ひとみのような宝玉が振動を始める。

「きゃああああああああああああああっ！」

　今度はティオーレが悲鳴を上げた。アインが視線を向けると、ティオーレだけでなくエペタムや愛あい染ぜんも耳の辺りを押さえ込んでうずくまり、苦しみだしていた。

「あうううう！　エペタム苦しいよ。つらいよぉ」

「なんだよこれふざけるな！　ボクを苦しめるなら覚悟しろよおおおお！」

　エペタムはぽろぽろと涙をこぼし、愛染は怒声を上げた。

　シオンがこの状況に困惑を隠しきれない。

「これって……わたしには何にも感じられないけど、もしかしてあの目みたいなのが、魔剣のみんなを苦しめてるってことなの!?」

　シオンの視線が巨人の宝玉を捉とらえる。異変はアインの手中でも起こっていた。

『アイン様……急に身体が重くなって……苦しいですわ。今はアイン様に抜いていただいているので、かろうじてこの姿を維持できていますが、このままでは……』

　蛍丸もティオーレたちと同じように苦しみだした。

　再び巨人の肩の上に戻ったサードアイに、アインは吠ほえる。

「みんなに何をした!?」

「魔剣は自身の身体を光に分解できますが、それを強制的に促進しているんですよ」

　シオンが叫ぶ。

「アイン！　あの宝玉を破壊しないと、このままじゃみんなが!?」

　ひざまずくティオーレたちの中にあって、ナナシキだけはこの荒れ狂う波動の嵐あらしに、表情を崩すこともなく立っていた。サードアイがアインに告げる。

「彼女は私が生み出した、この世界で産まれた魔剣です。どうやら対象外のようですね」

　アインはナナシキに手を伸ばした。今、満足に動けるのは彼女だけだ。

「来てくれナナシキ！」

　ナナシキはそっと視線をアインに向けると、足を止めたまま呟つぶやいた。

「……申し上げにくいのですが、それはできませんアイン」

「どうしてそんなことを言うんだ？　みんなを救えるのはお前だけなんだぞ!?」

「……たとえ契約者であるアインの命令でも無理なのです」

　そのままナナシキは頭上を見上げた。視線の先にはサードアイの姿がある。

　サードアイは返答するように小さくうなずいた。

「……私は制作者に逆らうことができません。そのように作られた存在ですから」

「できない……って」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアインを、ティオーレたちの苦痛の声が包む。

「くっ……こ、これくらいなによ！　ぜ、全然へっちゃら……なんだから」

　強がるティオーレだが、彼女もエペタムのように、今にも泣き崩れる寸前だった。

「うっ……うう……苦しいよ……」

　こぼれた涙が光の粒子となって溶ける。エペタムはうずくまり、動けずにいた。

「神様……あいつ殺そう……早く……」

　威勢も消し飛び、ただ憎らしげに愛あい染ぜんはサードアイを睨にらみ続けた。

　そんな愛染の視線さえ、サードアイは涼やかに受け流す。

　アインはナナシキにもう一度、訴えかけた。

「頼むナナシキ。力を貸してくれ」

「……できません」

「なんでだ！　いったいどうしちまったんだよ!!」

　契約した魔剣はいつでも力を貸してくれる。それは自分の思い込みに過ぎなかったのだろうか？　アインの瞳ひとみから光が消えかけたその時──。

「……アイン。今の貴方あなたなら、きっとこの窮地を脱することはできるはずです」

　力は貸せないというのに、ナナシキはそう告げた。

「今の……俺なら？」

「……はい。魔剣士の常識にとらわれないでください。なぜ貴方が複数の魔剣と契約できるのかを考えるのです」

　一番小さなエペタムの身体からだが、輪郭を失い光に分解され始めた。時間がない。

　アインは駆ける。疾しつ駆くする。同時に思考もぐるぐるとアインの頭の中を巡った。

　魔剣と魔剣士は本来一対。だが、アインは複数の魔剣と契約し、使い分ける。

　切り替える。本当にそれだけなのだろうか？　魔剣の可能性はそこまでなのか？

　アインは左手に蛍ほたる丸まるを握ったまま、エペタムに手を伸ばす。

「来いエペタム！」

「ふぇ？　けど……エペタム、弱いから……」

　アインはエペタムの手を取り抜き払った。右手に飛ひ翔しよう刀のエペタムを構え、左手には蛍丸を顕現させたままだ。

　アインが行き着いたのは──二本の魔剣を同時に使うことだった。

　だが、単純な二刀流では終わらない。愛染と蛍丸が二人で一つになっていたことをアインは思い出していた。

　成功する根拠も裏付けもなく、直感に従ったぶっつけ本番の力ちから業わざだ。

　できると信じる気持ちを、アインは両手に込める。

「いくぞ二人とも！」

『あわわ！　蛍ほたる丸まるお姉ちゃんといっしょなの!?』

『これは……ああ、こんなことがあるなんて。心が溶け合うようです』

　二刀を拝おがむように合わせると、短刀と大太刀が混ざり合い、新たな魔剣がアインの手の中で再構成された。

　サードアイが「ほぅ……」と、かすかに感嘆の入り交じった声を上げる。

　生まれたのは透明な刃やいばの大太刀だ。刃はそのものは透明だが、刀身を緑色の光が覆っている。隠おん密みつ性は失われたものの、脆もろかったエペタムの刃は蛍丸の力で強化されていた。

　あまりの光景に、一瞬だけ苦しみを忘れたような惚ほうけた顔で愛あい染ぜんが声を上げた。

「うわあああ！　ボクの蛍丸がああああ！」

　愛染には悪いと思うものの、一刻の猶ゆう予よもない。アインが巨人の頭部を見み据すえる。

「飛べ……刃よ！」

　大太刀を振るうと、その長大かつ透明な刃が放たれた。

『行きましょうエペタムちゃん』

『うん！　がんばろうね蛍丸お姉ちゃん！』

　一度大きく弧を描き飛ひ翔しようしてから、エペタムが巨人の頭部の宝玉を目指した。

　反応して巨人の腕がハエを払うように振り抜かれる。巨大な手のひらにエペタムの軌道は遮さえぎられてしまった。シオンが顔を手で覆いながら声を上げる。

「だめよエペタム！　そのまま行ったら！」

『大丈夫ー！　ひょいひょい行くよー！』

　曲芸飛行でもするように、ぶつかる寸前のところでエペタムが上昇方向に軌道を変えると、天井すれすれでターンした。

『うりゃあああ！』

『お覚悟！』

　きりもみ回転を加えながら、エペタムと蛍丸は巨人の顔面に浮かんだ宝玉に、体当たりをぶちかました。

　透明な刃が宝玉に直撃する。その場でエペタムは回転し続けた。

『ぐるぐる目が回るけど、まだまだだから！』

　宝玉が削り取られ、相殺するようにエペタム自身も削れていく。すかさず蛍丸が力を解放させた。

『修復いきますね』

　エペタムの不可視の刃を包む緑の蛍光が、よりいっそう強い光となった。刃の再生をしながら、二人は力を合わせて宝玉を削りきる。

　サードアイの視線はそれを観察するように追っていた。巨人の武装が破壊されたことには、まるで興味もないという風だ。

　目標の破壊を達成して、透明な刃やいばはアインの元に戻ってきた。

　巨人は一度のけぞったが、すぐに体勢を立て直す。アインは警戒を解かず、巨人の動きを注視した。

　不快な波動は──止やんでいる。宝玉は完全に破壊され、再生される気配も無かった。

　ティオーレと愛あい染ぜんが、ふらつきながらも立ち上がる。

「やるじゃないアイン。それにエペタムと蛍ほたる丸まるも。今のはちょっと……すごかったかも」

「ボクは寂しいよ！　なんで蛍丸とボクじゃないのさ!!」

　シオンがつい、フォローする。

「ま、まあまあ、そう言わないで。今のはエペタムの空を飛ぶ力と、蛍丸の修復する力の両方が必要だったと思うの」

「あんなすごい合体を見せられるなんて……ボクは超悔しいよ！」

　本気で悔し涙を流す愛染を、ティオーレが「今はそれどころじゃないでしょ」と諭す。

　そして、ティオーレの視線はナナシキに向けられた。

「それよりナナシキ。あなた裏切るつもりなの？」

「……それは……」

　言いよどむナナシキに、ティオーレはフンッと鼻を鳴らしてから続けた。

「けど、ありがと。あなたの助言がなかったら、アインは自分の力に気付けなかったわ」

　ナナシキは黙り込んだ。返答の無いことで生じた沈黙は、愛染によって破られる。

「神様！　ボクもボクも！　合体してみたい！」

　宝玉を失っても巨人の脅威は未いまだに健在だ。

「ああ。それじゃあ……ティオも来てくれ」

「「えっ!?」」

　アインの選択にティオーレと愛染はお互いの顔を見合わせた。

　アインの手が二刀を分離させ、エペタムと蛍丸をそっと手放した。蛍丸がエペタムをお姫様抱っこするような形で、元の姿に戻って着地する。

「わーい！　抱っこだぁ」

「いっぱいがんばりましたから、少し休憩しましょうね、エペタムちゃん」

「はーい！」

　エペタムを抱きかかえたまま、シオンの元へと蛍丸は向かう。そんな姿に愛染が「うわああああああん！　蛍丸のサービス過剰だあああああ！」と、半泣きになった。

　アインが声を上げる。

「今度は二人の番だな」

「か、神様！　なんでボクがこんなちんちくりんとしなきゃなんないの!?　初めては蛍丸とがいいよ！」

「ちょ、ちょっとアイン！　あたしだって嫌よ！」

　シオンが「二人とも喧けん嘩かしてる場合じゃないわよ」と諫いさめるのだが、ティオーレも愛あい染ぜんもお互いに「フンッ！」とそっぽを向いてしまった。

　なかなか前に出てくれない二人に業を煮やし、アインの方から走り込んで、少し強引に二人の手を取り告げる。

「二人の力、頼りにしてるぞ」

　同時に抜き払った。

「強引すぎるわよ！」

「神様だからって、こんなのあんまりだああああ！」

　二人は光の粒子に変わると、アインの手に収まった。右手にティオーレを。左手に愛染という布陣だ。これを合わせる。

『や、やだ……ちょっと……サイズぴったりじゃない！』

　ティオーレの声には余裕があったが、一方の愛染は息を呑のむように声を震えさせた。

『こいつ、ちんちくりんのくせに……すごすぎて、どういう力なのかわからないかも』

　アインにもちょうど扱いやすい刃渡りの二振りは、長剣と短刀という不思議な組み合わせだった。様式が違うため合成されて異形の魔剣となったのだが、取り回しもしやすく、それを手にしてアインは駆ける。駆けながら自分に言い聞かせるように念じた。

　あいつを倒す。あいつを倒す。あいつを倒す──あのデカブツをぶっ倒す。

　普段のアインらしくない激しい感情に、戸惑ったのはティオーレだった。

『ちょ、ちょっとアイン！　いきなり飛ばしすぎよ！』

「たたみかけろ！　余力なんか残すな！　ありったけをぶつけてやれ!!」

『愛染も止めて！　説得しなさいってば！』

　アインの干渉力が一気に流れ込み、愛染はうっとりとした声を上げた。

『神様が流れ込んでくるうう！　ぼ、ボク……こんなの初めて！　こ、壊れちゃうぅ！』

　巨人は単眼のような宝玉を潰つぶされても視認できるらしく、向かってきたアインめがけて拳こぶしを振り上げる。左右の拳を交互に地面に叩たたき付つけ、足下を駆け回るアインを捕ほ捉そくしようとするのだが、アインの速度についてはいけていなかった。

　巨人の肩にそっと座ると、足を組んでサードアイがあくび混じりに言う。

「魔剣の合体とは興味深いですが、逃げてばかりでは勝てませんよ？」

「うるせええ！」

「おや、魔剣だけでなく性格まで豹ひよう変へんしましたね。ナナシキ、よく見ておきなさい」

　サードアイの言葉はナナシキに向けられていた。ナナシキは返答せず、じっとアインの挙動の一つ一つに注目しているようだった。

　アインは無防備にまっすぐ巨人めがけて突っ込む。それに合わせて巨人の拳が振り下ろされた。シオンが声を嗄からして悲鳴を上げる。

「いけないわアイン！　馬鹿正直に行きすぎよ！」

　振り下ろされた岩のような拳こぶしを、アインはティオーレと愛あい染ぜんの合体魔剣で弾はじく。

　ガゴンッ！　と、鈍い打撃音とともに、振り落とされた巨大な拳が、打ち返された。

　瞬間──七色の光が爆はぜる。

　刃やいばの痕こん跡せきが巨人の拳に刻まれていた。そこから裂さけるように銀色の装甲が剥はく離り、崩壊していく。アインの手にした合体魔剣の刀身から、虹にじ色の輝きが溢あふれ出ていた。

「うおおおおおおらあああああああああああああああああああ！」

　効果有りとわかると、アインは巨人の右脚に魔剣を打ち込む。

『無む茶ちやしすぎっていうか、させすぎよ！　ちょっとは加減しなさいよねアイン！』

　抗議しながらもティオーレは力を解き放ち続け、アインはそれを存分に振るう。普段のアインらしくなく〝たが〟が外れたような打ち込み方だ。

『ボクがついてるよ神様！　ガンガンやっちゃえええぇ！』

「おうらあああああああああああああああああああ！」

　アインは何度も巨人の足首を打ち据えた。虹のような閃せん光こうが巨人の脚部を侵食し、朽ち果てさせるように破壊する。体勢を崩して巨人は赤子が這はうような格好で倒れ込んだ。

　シオンのそばまで戻った蛍ほたる丸まると、抱っこされたままのエペタムが声を上げる。

「ティオーレ様も愛染ちゃんもがんばってー！」

「がんばれー！　だけど、大変になったらエペタムは、いつでも代われるからー！」

　蛍丸の腕の中から降ろしてもらって、エペタムも自分の足で立つ。少しだけふらついたが、エペタムはぐっとこらえるようにした。

　すぐそばでシオンが「本当に無茶しちゃだめよエペタム」と、気づかう。合体技で負荷がかかっているのは、見ていることしかできないシオンにも想像がついた。

　戦況はアインたちの優勢に進んでいる。

　巨人が倒れ込んだのを好機とみて、アインは頭部に飛びかかり、合体魔剣を突き立てた。引きちぎるように剣を振り抜くと、七色の輝きが爆ぜて巨人の頭部を消し飛ばす。

　巨人の肩に座って観戦していられず、飛び降りてサードアイはアインに視線を向けた。

「始祖たる魔剣が放つ虹の光彩も使いこなせるようになりましたか。どうやら、この巨人では太刀打ちできないようですね」

「こんなもんで魔剣士を倒せると思ってたんなら、魔ま導どう文明人なんざ雑ざ魚こだ」

　アインらしくない語感の激しさもサードアイはさらりと受け流した。

「油断大敵ですよ」

　頭部がなくなろうと、巨人は動き続けた。開いた手でアインを掴つかむ。ほんの一瞬──サードアイに注意を向けた隙すきを突かれて、アインは捕らわれてしまった。

「アインッ！」

　シオンが幾度目かの悲鳴をあげる。

「お願いナナシキ……力を貸して。サードアイにやめるように言って！」

「……シオン。貴方あなたの願いでもそれはできません」

　エペタムと蛍ほたる丸まるも、まだ足下がおぼつかない。

　巨人が手に力を込める。アインの身体からだが圧迫された。

「こんのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　獣のように雄お叫たけびをあげながら、アインは戒めを解こうとする。

『がんばってアイン！　あたしたちがついてるわ！』

『神様をいじめるなああああ！』

　二人の魔剣が抗あらがうように力を発揮して、巨人の圧力を緩かん和わしていた。

　それでも徐々にアインの身体は締まっていく。このまま握りつぶされるのを待つしかないのか……と、アインの脳裏に諦あきらめの言葉が浮かんだ瞬間──愛あい染ぜんから力が抜けた。

『神様！　弱気は禁物だよ！　心の加速を止めちゃだめだ！』

　愛染の力は攻め続ける気持ちが重要だった。身動きがとれなくとも、闘志を持ち続ければ維持できる。だが気持ちが立ち止まると、途端に〝加速〟の効力が弱まってしまう。

　ぐい、とアインの身体が絞め潰つぶされる。

「しまっ……」

　しまった。と、言い切る前にアインの身体は……解放された。代わりにアインの顔を熱風が焼く。ハイトーンな声が地下空洞いっぱいに響き渡った。

「私の許し無く勝手に死なれてはこまるな！」

　刀身を炎に包まれた魔剣を携たずさえて、金髪碧へき眼がんの美少年が颯さつ爽そうと姿を現した。

「げふ……ふう……ありがとな。助かったよゼロン、リットゥ」

「貸し一つであるぞ」

　巨人の腕が溶けたチーズのようにどろりと落ちる。

　それを見て魔剣の姿のまま、リットゥがつまらなそうに言った。

『なんだいこりゃ？　たいしたことないねぇ』

　一方で、眼鏡を中指でクイッと上げながら、サードアイが興味深げに呟つぶやく。

「高位の炎の魔剣ですか。使い手には恵まれていないようですが、単体でみればＡクラスに分類……といったところでしょうね。悪くはないですよ」

『今、なにか言ったかい？』

　ゼロンの腕を勝手に動かして、リットゥは切っ先をサードアイに向けさせた。

「私としては褒めたつもりなのですが、気に障りましたか？」

『ゼロンにケンカを売るのは構わないけど、アタシをなめたら焼き尽くしてあげるわぁ』

　ゼロンが不満げに呟く。

「そこは、自分は侮辱されても、主人の侮辱は許さないと言うべきところだろうに？」

『口だけは一丁前だねぇ。ところで、このデカブツはなんなんだい？』

　アインが呼吸を整えながら返答した。

「これが願望器だ。先に見つけたから、賭かけは俺の勝ちになるのかな？」

　いっぱいいっぱいなアインに向けて、ゼロンがさらに不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「フンッ！　こうして助けてやったのだから貴様の勝ちは帳消しだな」

「そっか。じゃあ引き分けだな」

　そう言って軽く笑うと、アインは表情を引き締め直した。視線が再び巨人を見み据すえる。

「こいつは……この世界にあっちゃいけないものだから……潰つぶさせてもらう。悪いんだけど、俺が戦う間だけでいいから、シオンたちを守ってやってくれないか？」

「貸し二つだな。きっちり返せよ」

　ゼロンはリットゥを手にしたまま、シオンたちとアインの間に立った。

「ところでアインよ。珍しい得物だな。しかし、また魔剣が増えたのか」

「愛あい染ぜんと蛍ほたる丸まると契約したんだ。でもそれだけじゃなくて、魔剣の力を合わせてみた」

「まったく、食えぬどころの騒ぎではないな貴様という男は。その力、見せてもらうぞ」

　ゼロンの言葉にアインはうなずいた。

　再びティオーレと愛染の合体魔剣を構えて、倒れた巨人に向き直る。

　片腕と片足、そして頭部を失った巨体が地面に這はいつくばったまま、蠢うごめいている。

「いくぞ……二人とも」

『いいわよ。やっつけちゃいましょ』

『もちろんだよ神様！』

　アインは跳ぶと、巨人の背に降り立った。その巨大な頸けい骨こつの辺りに合体魔剣を突き立てて、背骨に沿うように走り巨体を背開きにする。

　刀身の長さでは表皮を傷つけるくらいにしかならないのだが、魔剣の放つ虹にじ色の閃せん光こうが巨人の身体からだを分断した。

　分かたれた巨人の身体は銀の砂の山に分解される。その山から人間の腕が生えていた。奇妙な光景だが、アインが引っ張り出すと、それは取り込まれたカイリュウだった。

「悪運が強いって、こういうやつのことを言うみたいだな」

　アインはカイリュウの身体をゼロンの前に投げてよこした。

「こいつは譲るよ。願望器も潰しちまったしな」

「ほほう。殊勝な心がけではないか」

　アインはじっとゼロンを見据える。

「だから、ここから先も俺に任せてくれ」

「私に命令しようというのか？」

　二人の魔剣士が言葉を交わすのを気にも留めず、銀の砂山を前にして「願望器も噂うわさに尾ひれがついただけでしたね」とサードアイが呟つぶやく。それを見据えてアインは言う。

「あいつが俺の探してた奴やつなんだ」

　ゼロンは空いた手の指であごを挟むようにして聞き返した。

「あやつが？　はて……帝都に行ったのではないのか？」

「ここで俺を待ってたらしい。だから……頼む」

　アインはそれ以上言葉を重ねなかった。ゼロンは口元を緩ませる。

「良かろう。好きにするが良い。ただし、見物はさせてもらうぞ。帝国にすべてを売った男にも、いささか興味がある」

　ゼロンは背を向け歩き出し、シオンと並ぶくらいの距離で立ち止まると振り返った。魔剣を鞘さやに納める。鞘ごと魔剣は光に包まれ、分解されると妖よう艶えんな女の姿に再構成された。

「アタシはまだ満足できてないんだけどねぇ」

　舌なめずりするリットゥをたしなめるように、ゼロンは言った。

「アインたっての希望だ。火の粉が降りかかれば払いはするが、手出しはせんぞ。どのような形であれ、時には部下への寛大さを見せることも、上に立つ人間には必要であろう」

「あの子はアンタの部下になるタマじゃあなさそうだけどねぇ。まあ、いいさ」

　やや不満を残しながらも、リットゥもアインの申し出を承諾した。

　アインは改めてサードアイと対たい峙じする。

「巨人は倒した。諦あきらめて降参してくれ」

「降参……ですか？　私を殺そうとは思わないんですね」

「殺してどうなるってんだよ」

「私は貴方あなたを殺す気でいましたよ？　自分の命を脅かす相手を許せるんですか？」

　落ち着いた口振りでサードアイは淡々と告げる。内容は挑発的だが、アインは熱くはならなかった。そっと合体魔剣を解除して、ティオーレと愛あい染ぜんを少女の姿に戻す。

　夢中で戦っていたから気付かなかったのだが、合体状態の維持にはかなりの集中が必要なのだ。アインの手を離れて、驚いたようにティオーレと愛染はきょとんとしていた。

「ちょっとアイン！　いきなり手放さないでよ！」

「神様はもっと警戒しなきゃだめだって！　隙すきだらけじゃないか！」

　抗議する二人にアインは「じゃあ、いつでも抜けるようそばにいてくれ」と告げて、再びサードアイに向き直った。魔剣を手放したアインにサードアイが聞く。

「攻撃の意思はないと？」

「俺は知りたい。なんでこんなことをしたんだ？　海賊に手を貸したり、剣けん封ぷう結けつ社しやを帝国に売ったり……それでどうなるっていうんだよ？」

　サードアイはレンズ越しに冷たい眼まな差ざしをアインに浴びせる。

「言ったでしょう。世界平和を実現するためです。そのためにも、この世界から魔剣を排除するしかありません」

「その切り札だった巨人は俺たちが倒しちまったぞ」

「そうですね。困ったものです……が、方法は何も一つではありませんから」

「俺がこの場であんたを止めれば、その方法ってのも実行できないだろ」

　アインのそばに控えていたティオーレと愛染が身構える。再び臨戦態勢だ。

　首を左右に振ってから、サードアイは視線をナナシキに向けた。

「どうですかナナシキ？」

「……先ほどの戦闘でデータは十分に収集できました」

「では、こちらへ」

　ナナシキはそっと歩き出す。向かう先はサードアイの元だった。

　シオンがナナシキを引き留めようと腕を伸ばす。

「待ってナナシキ！　裏切る気なの!?　あなたはアインと契約してるじゃない！　いくらサードアイに作られたといっても……いったいどうして!?」

　シオンに背を向けたまま、ナナシキは歩みを止めずに告げた。

「……シオン。今すぐこの場から離れてください。そして、私のことは忘れてください」

　まるで別れの言葉だ。すでに一度、魔剣士としてその所有権を失い、事実上別れたシオンだが、今もこうして友人として隣を歩いている。

　その友情さえも否定されて、シオンの声には深い悲しみがにじんでいた。

「忘れろなんて言われても、従えるわけないでしょ？」

　シオンはじっと去りゆく背中を見み据すえる。ナナシキは振り返らない。

　アインが悔しそうにナナシキに聞いた。

「なんでこんなことになるんだ？」

　問いかけには応こたえず、アインから視線を背けるとナナシキは一方的に通告する。

「……警告はしました。私は……いいえ、私ではない私がこれから行う事は、きっとシオンには許容できないことです。見せたくはなかった……残念です」

　エペタムが駆け寄ってナナシキの服の裾すそをきゅっと掴つかむ。その丸い瞳ひとみは潤うるんでいた。

「ナナシキお姉ちゃん、行っちゃダメ！」

「……離してください」

　袖そでにすがるエペタムを振り払って、ナナシキは歩みを進めた。淡々とした口振りの中に、かすかな冷酷さを感じさせた。拒絶されたと感じてエペタムは半歩下がる。

　その行動が、アインにはわざとらしく思えた。嫌われるために冷たく振る舞っているようでならない。ティオーレが吠ほえる。

「本気なの？　あいつに味方するってことは、あたしたちと戦うってことじゃない？」

　ナナシキは小さくうなずいた。

「……おそらくそのようになるでしょう」

「何が嫌なの？　あたしがアインの一番だから？　だ、だったら……交代してあげてもいいわよ！　だから……」

「……そういうことではありません。どうすることもできないのです」

　一番を譲るというのは、ティオーレにとって最大限の譲歩だった。それでもナナシキを引き留められない。一方で愛あい染ぜんの反応は、至極単純で明快だ。

「敵になるならぶっ殺す」

「……それで結構です」

　蛍ほたる丸まるがシオンの隣で愛染に告げた。

「愛染ちゃん、そんな言い方はしなくっても……」

　気づかう蛍ほたる丸まるにナナシキは声だけ返した。

「……むしろ……憎んでくださった方が楽ですから」

　引き留める言葉を選ぼうにも、蛍丸が仲間に加わったのはつい先ほどのことなので、何を言ってもうわべだけにしか聞こえないかと思うと、蛍丸は言葉を呑のみ込むしかなかった。

　サードアイは急せかすわけでもなく、徐々に自分の元へと歩みを進めるナナシキを見守っている。アインたちが彼女を引き留められないことを、知っているかのようだった。

　歩み続け、アインとすれ違いざまに、ナナシキは告げた。

「……短い間でしたが、お世話になりました」

　声を荒あららげてアインは再び問う。

「どうしてなんだ？　これも平和のためだっていうのか。平和ってなんだよ？　ナナシキは本当にそれでいいのか!?」

　伏し目がちにナナシキは視線を落とす。

「……私の任務は貴方あなたの監視と、その力の解析でした。シオンが折られて貴方と契約することになったのは誤算でしたが、おかげで直接貴方に抜かれたことによって、より深く貴方を理解することができたのです」

　淡々と事務的にナナシキは語った。

「俺との契約は切れてないだろ？」

「……人造魔剣の私は魔剣とは似て非なる存在ですから。契約者よりも造物主の命令を優先するよう、私は造られたのです」

「ナナシキが何を言いたいのか、俺にはわからない。けどさ……」

　アインはナナシキの腕を掴つかむように取った。

「俺に抜かせてくれ。ナナシキ！」

「……拒否します」

　アインがいくら念じても、ナナシキは人の姿のままだった。

　それでもアインはナナシキの手を離さない。

「お前は俺の魔剣だ。他の誰にも渡さない」

　アインに並んでティオーレが声を上げた。

「そうよ！　出自がなんだっていうの？　人造魔剣でも魔剣でも人間でもいいじゃない。あたしたちは仲間よ！」

　一瞬──かすかにナナシキの瞳ひとみが潤うるみかけたのを、アインは見逃さなかった。

「行くなナナシキ。俺たちはずっと一緒だ」

　ナナシキの声が二人の名を呼ぶ。

「……アイン……ティオーレ……」

　ナナシキの足が止まる。すぐそばで愛あい染ぜんが笑った。

「怖おじ気けづいたか？　戻ってくるなら今だけ特別に許してやる」

　後方から蛍丸が、一度呑み込んだ言葉を吐露した。

「わたしたちが仲間と言うには早すぎると思いますが、考え直してはくれませんか？」

　愛あい染ぜんがうなずく。

「せっかく神様に仲間にしてもらったのに、勝手に抜けるなんてもったいないぞ！」

「……愛染……蛍ほたる丸まる……」

　ナナシキは振り返った。エペタムの頬ほおに涙の粒が流れ落ちる。

「いっぢゃだめええええええええ！」

　シオンがエペタムを勇気づけるように、肩を抱き寄せながらナナシキに願う。

「お願いだから、戻ってきて」

「……エペタム……シオン……」

　ナナシキはうつむいた。彼女の異変にサードアイが優しい口振りで聞く。

「どうしましたナナシキ？」

　サードアイと対たい峙じしてナナシキは苦く悶もんを顔に浮かべた。

「……サードアイ。本当にこれで良いのでしょうか？」

「ええ……アインは魔剣の始祖たる彼女を抜いた。ですがこれ以上、力をつけられては困ります。魔剣を同時に扱うどころか、その力を合成するなど進化も著しい……ですが、今ならまだ貴方あなたでも対処できる範はん疇ちゆうでしょう」

　ナナシキは静かにうなずく。

「……はい。ですが……あの方法しか無いのでしょうか？　人と魔剣は共存できないのでしょうか？　私はこの目でアインたちの行動を観察し続け、その可能性の種が萌ほう芽がする瞬間に、幾度も立ち会いました」

　サードアイは小さく息を吐つく。

「芽吹いてもそれは枯かれるか、成長しても一世代までの実を結ばないあだ花です」

「……どうしてそう言い切れるのですか？」

「それはアインが良くも悪くも希け有うな存在だからですよ」

　ナナシキの声がかすれるように震えた。

「……たしかに……そうかもしれませんね」

　二人の会話に割って入るようにアインが聞き返す。

「なんだよ、あの方法って……何のことを話してるんだよ二人とも!?」

　ナナシキは悲しげに呟つぶやいた。

「……貴方一人の優しさだけでは、世界は救われないということです」

　この世界で振るわれる魔剣の大半は、他者を傷つけ打ち倒し、奪い支配するために使われる力だった。

　一方、アインのそれは守るために使われる。同じ力でも、それが使われた結果、残るものは違っていた。だが、アインのような魔剣士は圧倒的に少数であり、最初は高い志こころざしを持っていた者も、いつか魔剣の力に取り込まれ、溺おぼれてしまう。

　ゆえに魔剣であり魔剣士なのだ。聖剣にも聖者にもなり得ない。

　サードアイの声が、静かに響く。

「魔剣はすべて願望器のようなものです。自己の欲望を実現させるための力。それに溺おぼれて呑のまれる人間が大半で、殺し合い争い続けて、今の世界ができあがりました。ですからたとえ仮かり初そめの平和と言われても、それを手に入れるためには魔剣以上の力で魔剣士たちを押さえ込むか、そもそも異世界から来訪した魔剣という存在そのものを、元の世界へと返すかしかないのです」

　ずっと傍観を続けてきたゼロンが不機嫌そうに呟つぶやく。

「弱者救済後の世界に残るのは、より強い弱者と弱い弱者ではないか？」

　リットゥが笑った。

「アンタにしちゃあ、解わかってるじゃないさ。で？　どうするんだい？　やるのかい？」

「約束だからな。アインが倒されることがあれば、出番もあるやもしれぬが……」

「律儀だねぇ。言った以上はその律儀さを、最後まで突き通しなよ」

　ゼロンは再び傍観者へと戻る。その言葉はサードアイにも、ナナシキにも届いていた。

　ナナシキが告げる。

「……魔剣が消えても争いは消えません」

　サードアイはニコリと笑った。

「ええ。解っていますよ。それでも、たった一振りで海賊団の団員数百名を皆殺しにするような化け物が、自由に闊かつ歩ぽしている世界よりは良いでしょう？　魔剣士の気まぐれで地図の上から消えた町や村だって、一つや二つではありません」

　傍観者たちに視線は向けず、サードアイは皮肉っぽく笑う。

　黙り込むナナシキの手は、ずっとアインに握られたままだった。

「嫌なら行くな。ナナシキは俺たちが守るから」

「……アインのような人間が、すべての魔剣の契約者であればと思います」

　ナナシキは悲しそうな表情を浮かべながら、制止を振り切った。再びサードアイの元へと歩き出す。

「行くなナナシキ！」

「……さようなら」

　遠のくナナシキの背中にアインは言い知れぬ悲しみを感じる。アインだけでなく、シオンもエペタムもティオーレも、引き留められなかったことを悔やんでいた。

　愛あい染ぜんは闘志を燃やし、蛍ほたる丸まるは諦あきらめたような顔をしている。

　ナナシキはついに、サードアイの側へと下った。そっと彼女の胸に手をかざす。

「貴方あなたは任務を全うしました。眠りなさい。後のことは私が責任をもって遂行します」

「……はい」

　ナナシキが瞳ひとみを閉じる。サードアイは呪じゆ文もんのような言葉を紡いだ。そして、命じる。

「目覚めなさい九十九式」

「……起動します」

　その声こわ色いろはナナシキと変わらず、抑よく揚ようのない雰囲気もナナシキと何が違うのかわからないほどだが、次にナナシキが目を開くと、瞳ひとみはグレーと白の中間のような、不思議な色に変わっていた。アインの口から言葉が漏もれる。

「あいつ……誰だ？」

　隣でティオーレが声を上げる。

「誰って、ナナシキじゃないの？」

「全然雰囲気が違う……というか、あいつ……」

　感情が無い。見た目は瞳の色以外、ナナシキと違わない。にも拘かかわらず、その顔から感情が完全に消え失うせて、まるで抜け殻のようだとアインは愕がく然ぜんとした。

　自分が知っているナナシキではない、別の何かなのだ。

「九十九式。私と契約しなさい」

「……はい」

　ナナシキだったはずの少女の手を取って、サードアイは告げる。そして……ゆっくりと搾り出すように人造魔剣の少女を抜き払った。

　少女の身体からだは光に包まれ長剣となって、サードアイの手に収まる。

　人造魔剣を軽く振るってサードアイはアインに確認した。

「どうです。自分の魔剣を奪われる気分は？」

　アインはじっと切っ先を見み据すえた。

「ナナシキは必ず返してもらう」

「返すもなにも、九十九式こそがこの人造魔剣の主人格です。ナナシキは試験用の予備人格でしかありません。感情を廃した九十九式は、貴方あなたを殺すことをためらいません」

「悪いんだけど、愛あい染ぜん……一いつ旦たん下がってくれないか」

　アインはあえて、愛染との合体魔剣を選ばなかった。愛染は強力だが冷静さを失い、半ば自身が狂戦士化してしまう。

「なんで？　神様？　ボクの出番は？」

「助けが必要になったら呼ぶから、それまでみんなを守ってあげて欲しいんだ」

「しょうがないなぁ。けど、いいよ！　神様に頼りにされるのって、悪い気がしないし」

　愛染は快く承諾して、シオンたちのもとに戻った。

　これはあくまでナナシキを奪還するための戦いだ。相手を殺すためでも、破壊するためでもない。そのためにはティオーレの力が必要だと、アインは直感していた。

　刃やいばを持たない彼女となら、できると信じる。

「行けるな？」

「当然よ。あたしを誰だと思ってるの？　天才で最強の魔剣ティオーレなんだからね！」

　決まり文句のように言い、ウインクしてみせるティオーレの手を取って、アインはそっと抜き払った。光の粒子が少年の手の中で、一振りの剣となって再構成される。

　お互いの準備が整ったところで、サードアイが口を開いた。

「では始めましょうか」

「いくぜ……サードアイ！」

　ティオーレを構え、アインは跳ぶと一瞬でサードアイとの間合いを詰めた。ティオーレの一番の特徴は、その刀身に刃やいばを持たないことだ。

　斬きれないことは、斬らずに済むこと。だからこそアインはティオーレを信じて、全力で打ち込める。

「九十九式。わかりますね」

『……コントロールをこちらに』

　フッとサードアイの身体からだから力が抜けた。アインが斬りかかると、サードアイの身体が本来曲がらない方向に曲がって、アインの初太刀をかわす。

『……負荷による身体への損傷を確認。修復を開始します』

　サードアイは表情一つ変えず、アインに告げた。

「ナナシキによって解析された攻撃は、私には通じません」

「それがどうしたッ！」

　アインは打ち込み続ける。だが、サードアイの前言通りすべてが回避された。

　その回避のされ方も、蛍ほたる丸まるが得意とする舞うような体たい捌さばきの華麗さなど微み塵じんも無く、サードアイの身体を九十九式が振り回していた。

　アインが最初にティオーレにされたような、身体に負荷の掛かる方法だ。

「そんな避よけ方をしてたら、身体が持たないぜ」

「剣は扱ったことが無いんですよ」

　ティオーレがもどかしそうに呟つぶやく。

『アイン……こっちの攻撃、確かに全部読まれてるわ。これがナナシキにずっと見られてたってことの意味なのね。アインの癖とか、あたしの間合いとかバレバレみたい』

　うなずくとアインは一度、後ろに跳んだ。間合いを計り直そうとしたところへ、突然小さな影が遮さえぎるようにアインの前に立つ。

「ナナシキお姉ちゃんもうやめて！　ケンカはよくないよ！」

　エペタムだった。アインが咄とつ嗟さに叫ぶ。

「下がるんだエペタム！」

　飛び込んで来たエペタムに反応し、アインの前方で棒立ちだったサードアイが、剣を手にした右手だけをブンと振るった。瞬間──衝撃波がエペタムを襲い、小さな身体が宙に放ほうり上げられる。アインは滑すべり込むように、落下してきたエペタムの身体を地面すれすれのところで受け止めた。

「エペタムしっかりしろ！」

　外傷は見られないのだが、エペタムはぐったりとしていた。シオンの悲鳴が響き、愛あい染ぜんが「守れって言われたばっかりなのに、ボクのバカああ！」と声を上げた。

　ティオーレがアインの手中で呟く。

『気絶してるみたいね。まったく、ナナシキならこんなこと絶対にしないわ！』

　アインがそっとエペタムを地面に寝かせると、すぐに蛍ほたる丸まるが駆け寄り、エペタムを介抱した。

　そんな中、間を取るようなタイミングでゼロンがサードアイに聞く。

「口出しをするなとは言われたが、一つ聞かせてもらおうか」

「なんでしょう？」

「仮に貴様がアインを倒せたとして、まさか私に勝てるつもりではおるまいな？」

　サードアイは不思議そうに首を傾かしげる。

「私たちには戦う理由が見当たりませんが？」

　チッチと人差し指を立てて振りながら、ゼロンは告げた。

「それがあるのだ。もしアインが倒された場合、理由が二つできる。一つはアインが将来、私の部下になることが決定しているということだ。私としては、アインを殺されるのがおもしろくない。そしてもう一つは、リットゥが強い魔剣との戦いを望んでいるということ。アインを倒すほどなら、リットゥも楽しめるであろう」

　サードアイは口元を緩ませた。

「そうですか。それは……残念ですね」

「アインが決着をつけたいというから、今は観客席についてやっているにすぎない。貴様が言う通り、残念ながらそちらに勝ち目は無いぞ？」

「ええ、そうですね。私は最初から勝ち目の無い戦いをしてきました。せめて引き分けくらいには持ち込みたいものですが……」

　独り言のように呟つぶやくサードアイの右腕が、勝手に振るわれた。牽けん制せいの衝撃波に反応してゼロンがリットゥを抜き払う。炎の壁が衝撃波とぶつかり合い、絡み合うと炎の竜たつ巻まきとなって天に向かって伸び、互いの技の威力が相殺された。

　リットゥがサードアイの右手の人造魔剣を、半眼視するような口振りで言う。

『つまんないわねぇ。使い手の血がまったく通ってない剣ってのはさ』

　その間に、再びアインは戦いに臨む準備を済ませてゼロンに告げる。

「ゼロン。手出しはしないでくれ」

「その小さな黒髪の魔剣は良いのか？」

「心配してくれるんだな。シオンたちが看みててくれるから、きっと大丈夫だ」

「別に心配などしておらぬぞ」

　再びアインはティオーレの柄つかを握り込む。

「相手はナナシキだけど、ナナシキじゃない。油断したらやられる」

『大丈夫よ。最強で天才なあたしがついてるんだもの。アインは絶対に負けないわ』

　その声はこの場の誰よりも明るく、前向きなものだった。






９　限界を超えて






　ティオーレを構えたアインと、九十九式を手にしたまま棒立ちのサードアイが再び対たい峙じした。

　傷ついた仲間たちを守るように立つアインの背中に、シオンが語りかける。

「アイン！　ここはゼロンに助けてもらってもいいんじゃないかしら？　いくら強くったって、死んだら終わりなのよ！　ううん、仮に死ななくても、敗北すれば……」

　ティオーレたちを失うことになる。魔剣を失う辛つらさを知るシオンの言葉を受けとめながらも、サードアイから視線を外さずアインはゼロンに告げた。

「こんなこと頼める義理じゃないんだけど、俺にもしもの事があったら……シオンを頼んでもいいか？」

　ゼロンは髪をかき上げて言う。

「貴様が負けるとは考えておらぬぞ」

「ありがとうな、ゼロン」

「承諾したとも言っておらぬのに、困った奴やつよ」

　サードアイが眼鏡を中指で押し上げるようにした。

「シオンを殺す理由は私にはありません。彼女の無事は保障しましょう」

　ゆっくりとサードアイは九十九式の切っ先をアインに向けた。

「私の目的は貴方あなたです」

　アインが身構えて睨にらみ返かえす。

「そんなことはわかってる」

　サードアイの口がフッと笑った。

「勘違いしないでください。私の目的は貴方の魔剣……全すべての魔剣の始祖たる流星剣メティオーレですから」

　アインは怪け訝げんな顔をした。

「メティオーレって？　ティオはティオーレだろ」

　ティオーレの切っ先がフルフルと左右にぶれた。

『ちょ、ちょっとアイン！　ティオーレってちゃんと呼べるなら、そう呼んでって何度も言ってるでしょ？』

「そう言われても、やっぱりティオの方が愛着がわくんだよな」

『あ、愛着って……もう！　ともかくあたしはティオーレ。なんで一文字増えちゃうのかしら。メティオーレなんて知らないわ』

「そうだぞ。ティオの名前を間違えるなんて、ひどいな」

『あっ！　アインわざとでしょ！　本当に失礼しちゃうわね』

「ごめんごめん。それにしても、ティオを手にしてるとほっとして落ち着くな」

『落ち着きすぎて気が緩んでるんじゃない？』

　緊迫した状況が嘘うそのように、軽口をたたき合うアインとティオーレ。一方で、シオンが深く考えこみながら呟つぶやいた。

「メティオーレって……どこかで聞いたことがあるような気がするんだけど……えーと、なんだったかしら。喉のどまで出かかっているのだけれど」

　自然とシオンは空を見上げていた。

　サードアイの視線が、スッと後方のシオンに向けられる。

「十じゆう字じ星せい教きようの女神という呼び名の方が一般的ですからね」

　シオンは顔を前に向けながら「あっ」と声を上げる。

「そ、そうだわ。結社のアジトで見たのよ。十字星教の女神像にその名前が刻まれていて……けど、女神なんて実在するわけないわ！　十字星教はあくまで王国が国をまとめるために利用してるだけなのだし……」

　そう言いながら、シオンの声は自信無げに小さくなった。

「それでも……もしティオーレが十字星教の女神なら、鞘さやが無い理由も説明がつくのよ。確か願望器──ミーティアムの片割れが、セインクルス王国に保管されているのよね？　ティオーレが本当に十字星教の女神で願望器だって言うなら、きっとその鞘はティオーレにぴったりと合うはず……けど……」

　困惑するシオンをサードアイがそっと指さした。

「さほど詳しく教えた記憶は無いのですが、十字星教に関する知識を、よく覚えていましたね。なかなか優秀です」

　シオンは黙り込んだ。覚えていたのではなく、先日、ゼロンに協力した時に船上で聞かされた伝承を思い出したに過ぎなかった。

　ミーティアムとメティオーレ。語感が似ているのも偶然ではないのかもしれない。

　ただ、もしティオーレが女神だというなら、なぜ名前を偽ったのだろうか。

　ティオーレ自身「メティオーレなんて知らない」と明言している。

　シオンはハッとなった。

「記憶……喪失……」

　ティオーレがもともとメティオーレという女神のような存在で、それがなんらかの原因で剣と鞘に分離してしまい、鞘はセインクルス王国に保管されてしまった。

　残された剣の部分──それが現在のティオーレで、不完全さから記憶に障害があるのかもしれない。と、そこまでシオンは推測した。

「アイン。ティオーレは本当にメティオーレかもしれないわ。セインクルス王国にあるっていう鞘が、ティオーレのもう一つの身体からだで、二つに分かれてしまったからこそティオーレには記憶が無いのよ！」

　アインの目が点になった。

「ちょっと待ってくれ！　シオンが何を言ってるのかさっぱりわからない！」

「だ、だから……」

　うまく説明できないシオンに、魔剣姿のティオーレが声を上げる。

『シオン。その話は、こいつを倒してからゆっくり聞かせてもらうわね』

　そしてティオーレはアインにも告げた。

『何があってもあたしはアインの味方よ。自分がどこの誰かなんてことよりも、今どうしたいかの方が大切だから……みんなを守りたいならあたしを信じて！』

　ぎゅっと柄つかを握り込み、アインは力強くうなずいた。

「ティオもみんなも俺が守る……守ってみせる！　行くぞサードアイ！」

「せっかく真相に近づいたというのに、自分から遠ざかるとは……それに、急せいては事をし損じますよ」

　アインは跳ねるようにサードアイに躍りかかった。

　サードアイはアインの剣を避よける。その動きには相変わらず自我がない。九十九式によって踊らされる操り人形のようだ。

　アインとティオーレではその動きを捉とらえきれなかった。それでも諦あきらめず、アインは攻撃の手を緩めるどころか、さらに手数を増やす。

　その圧倒的な攻めに、愛あい染ぜんは息を呑のみ蛍ほたる丸まるはエペタムを治癒しながらも見入っていた。

　ゼロンもどことなく満足げな顔だ。リットゥだけは「当たらないねぇ」と、眉まゆを八の字にさせていた。

「仕方ありませんね」

　不意にサードアイの腕が、のたうつ蛇のように蠢うごめいた。その動きは剣を振るうのではなく、剣に振り回されるようだった。なにより初動から微み塵じんも殺気が無い。

　サードアイは殺意という感情さえも殺してしまっているのか──次の瞬間にはアインの左脇わき腹ばらが下段から斬きり上げられていた。

　血を噴いてアインはのけぞり、倒れそうになる。なんとか持ちこたえようとしたところに、サードアイの腕から次々と刃やいばが放たれた。その斬ざん撃げきの全すべてをアインは身体からだに浴びる。

　シオンたちの表情が凍り付いた。

『アインのバカ！　いくらなんでも斬られ過ぎよ！』

　ティオーレが傷を塞ふさぎながら、同時に自律防御でアインを援護しようとした。

　そこへ冷徹さすら感じさせない、事務的な声が響く。

『……回避と防御も合わせて解析済みです』

『嘘うそ……でしょ……』

　ティオーレの行う自律防御をすり抜けるように、九十九式の刃がアインを打ちのめす。いくらティオーレが守ろうとしても、九十九式の攻撃はアインに届いてしまった。

　剣の技量差という次元ではない。いくら攻撃してもかわされるアインと、ただ腕を軽く伸ばすだけで斬りつけることができるサードアイでは、勝負にならなかった。

　アインが身体を支えきれなくなり膝ひざをつく。その首はちょうど落とすのに良い高さになり、サードアイは音も立てずに九十九式を振り上げた。

　アインの窮地に愛あい染ぜんが飛び出しそうになる。

「やめろおおおお！　神様に指一本でも触れたら、ボクがキミを殺す！」

「愛染ちゃん待ってください！　飛び込んで行ってもエペタムちゃんの二の舞です」

　蛍ほたる丸まるに制止されて愛染は歯がゆそうに引き下がるしかなかった。シオンたちを守れと言われた命令も、取り消されてはいない。

　気にする素振りも見せず、サードアイはアインを見下ろしながら聞く。

「アイン……どうしました？　貴方あなたの力はこの程度なのですか？　貴方が大切に思う、全すべてをその手で守るのでしょう？」

「クッ……」

　魔剣士としての経験は、浅いながらも自分の方が上だという、思い込みがアインにはあった。同じようにティオーレも、これほどまで九十九式との差があるとは考えてもいなかった。使い手も魔剣も、まるで大人と子供のような力の差を見せつけられた格好だ。

　いつでもアインの首を落とせる間合いで、サードアイは口元を緩ませる。

「さて……メティオーレ。先ほどシオンが言いかけていた、話の続きをしましょうか」

『な、なによ！　偉そうに……って、思うけど、ちょっとくらいなら付き合ってあげなくもないわ。できればゆっくりと時間をかけて話してちょうだい』

　軽口を叩たたきつつ、ティオーレはアインの傷を塞ふさぐことに集中した。時間稼ぎであることはサードアイにもバレているだろうと、半ば開き直りだ。

　無論、そのことはサードアイもわかっているだろう。アインも傷が癒えるのを感じながら、いつでもこの状況から脱せられるよう、心の中で身構えた。

　サードアイはティオーレの刀身に視線を落とし、告げる。

「自分の本当の名前を知らないということは、やはり記憶は鞘さやの方にあるようですね」

『記憶ならちゃんとしてるわよ！　最近食べた美お味いしいものの事とか、無人島生活のこととか、みんなでお風呂に入ったことだって、ばっちり覚えてるんだから！』

「それは今の貴方……ティオーレとして新たに生まれてからの記憶でしょう。メティオーレだった頃の記憶ではありません」

「それで何か問題あるわけ？」

　ムッとした口振りのティオーレにも、サードアイは淡々とした態度を崩さなかった。

「問題といえばそうですね。今の不完全な貴方では困る反面、仮に貴方が本来の力を取り戻していた場合、私にはどうすることもできませんでした。人造魔剣では到底太刀打ちできそうにありませんしね」

『…………』

　ティオーレは返事をしなかった。

「結論を言えば……魔ま導どう文明人たちを滅ぼした張本人は貴方なんですよメティオーレ」

　ティオーレの切っ先が細かく痙けい攣れんするように震えだした。

　文明を滅ぼしたと言われても、あまりに大事すぎてピンとこない。アインもシオンたちも要領を得ないようだった。ただ、ティオーレだけは猛反発する。

『何よそれ！　魔ま導どう文明人って、ずっとずーっと昔に滅んだんでしょ？　いくら魔剣に寿命がないっていっても……そ、そんなわけないじゃない!!　あたしは……目を覚ますまでずっと、封印されてたんだし……知らないわよ！』

「ですから、おそらく鞘さやの方に本来の貴方あなたの記憶があるのでしょうね」

『鞘なんて知らない！　確かにあたしには鞘はない……無くした時のことだって覚えてないけど……あたしはあたしよ！　メティオーレでも女神でもないわ！　ずっと暗い闇やみの中にひとりぼっちで……生まれた時からそういう魔剣なの！　だから、アインたちがくれた思い出だけが、あたしにとって真実で……全すべてなのよ！』

　その言葉はアインにとっても同じだった。ティオーレはティオーレで、それ以上の存在と言われたって、すぐには受け止めきれない。サードアイはうなずいた。

「そうですか。参考になりました。どうやら、鞘の方も後々処分しなければならなそうです。まあ、刀身である貴方さえいなくなれば、おそらく問題は無いのですが」

　含みを持たせるようなサードアイの言葉尻に、ティオーレが噛かみつくように返す。

『処分って……あたしを壊すつもりなの？　それでどうなるっていうのよ？　アインとあたしたちをバラバラにするのが、あなたの望みなわけ？』

「それだけではありません。貴方を消せば、この世界からすべての魔剣を消し去ることができるんですよ」

『ど、どうしてそうなっちゃうのよ？』

　サードアイは愛いとおしげに目を細めた。

「この地に魔剣を引き込んだのは貴方だからです。この世界に初めにやってきた魔剣の始祖だからこそ、貴方は特別なのですよ……メティオーレ。かつて世界の支配者だった魔導文明人の破滅を願った、現存する人類たちの願いを糧かてに、貴方は異世界より幾多の魔剣を召喚した。その貴方が消えれば、この世界にかけられた呪のろいも消えるのです」

　ティオーレは一瞬、凍ったように言葉を失った。細かく震えていた切っ先が、ぴたりと止まる。

「おや、どうしました？　まだ説明が必要ですか？」

『ば、バカなこと言わないでよ。そんなわけ……ないでしょ！　あなた偉ぶってるくせに、何にも知らないのね。教えてあげるわ！　魔剣が折られた場合、すぐその場で契約できないと光になって、この世界のどこかに飛ばされるの。そしてまた、誰かの手に取られて抜いてもらうまで、ずーっと孤独に耐えなきゃいけないんだから。あたしを折っても何も変わらないわ。ただ、アインが干渉力を失って……あたしも、みんなもどこか遠くに飛ばされて……アインと離ればなれになるのは嫌よ！　だって、初めてあたしを抜いてくれたんだもの。だけど……』

　レンズの奥からサードアイの蔑さげすむような視線が、ティオーレを見下ろした。

『何か言いなさいよ！　あたしはただの魔剣で……魔剣なのに刃はがなくて……』

　泣きじゃくるような声で叫ぶティオーレに、サードアイは吐と息いき混じりに宣告する。

「それがなによりの証拠です。貴方あなたは魔剣どころか、剣ですらありません。ただの祭器──祭さい祀しに用いる器具なのですから」

　その言葉はティオーレの心の急所をえぐった。切っ先が下を向く。

『……そう……なんだ。あたし……魔剣じゃ……ないんだ……』

　ずっと黙り込んでいたアインが顔をあげた。

「ティオ。こんなやつの言うことは真に受けるな」

『………祭器なんだって……笑っちゃうわよね。何がお姉ちゃんよ……自分が特別だって自分に言い聞かせて、ずっと目を背けてきただけじゃない』

　魔剣の姿のまま、ティオーレは今にも泣き出しそうに声を震えさせた。同時にアインの身体からだがズンと沈み込むように重くなる。

　とじかけていたアインの傷口が開く。そこから血潮が流れ落ち、アインの足下に血の池を造った。ティオーレからアインにもたらされる魔剣の加護が消えたのだ。

　シオンも愛あい染ぜんも蛍ほたる丸まるも、ただただ、どうすることもできずに言葉を失っていた。それでもアインは言う。

「大丈夫だティオ。大丈夫だから」

『……でも……でもぉ……』

　ティオーレの心の揺らぎが、アインの手を通じて流れ込んでくるようだった。

　ティオーレの異変を確認して、サードアイは更に語る。

「この世界が紡いだ物語を教えてあげましょう。メティオーレは数多あまたの魔剣を召喚し、魔ま導どう文明から人間たちを救い女神となりました。その女神信仰が十じゆう字じ星せい教きようの始まりです。しかし世界に平穏は訪れず、彼女を待っていたのは魔剣士が争い合う戦乱の世の中だった。力に溺おぼれ私利私欲の限りを尽くす魔剣士と、女神を祭り上げ十字星教の教えを広めようと、正義の戦いを行った魔剣士たち。魔剣士同士がぶつかり合い、大地の色を赤く塗り替えるほどの血が流れました。それを目の当たりにして悲しみに暮れた女神は、誰にも荷担することなく、自身を封印してしまったのです。その時に、知識と力にその身を分けたのでしょう。力の部分──それが貴方なのですよ。貴方が消えて魔剣も消えれば、世界は今より少しだけ平和になります。アインもシオンも救われるんですよ？」

　アインは自ら作った血だまりの中で、ゆっくりと立ち上がった。両手でぎゅっとティオーレの柄つかを握り直す。

　ひどく重たい。いつも身体の一部のように思えていたティオーレが、鉛の塊のようだった。それでもアインは手を離さず、強く思う。思いを声に、言葉に出す。

「ティオ……お前がなんだろうと誰だろうと、お前はお前さ」

『アイン……けど、あたしが死ねば……もしかしたら……この世界が平和になるかもしれなくて……アインもシオンも戦わないで生きていけるかもしれないって……本当……なのかな？　あたし……いない方がいいのかな？』

「そんな悲しいこと言うなよ。ティオやみんながいなくなったら、俺は寂しい」

　ずっしりと重たいティオーレの刀身をアインは振り上げ、身構えた。

　対決姿勢を崩さないアインに、サードアイは冷淡な視線だけを返す。

　シオンもゼロンも、見守る魔剣少女たちも、サードアイの語る歴史に困惑した。

　独り、リットゥだけは口元を緩ませて笑う。

「なるほど……アタシはなんとなくだけど、覚えてるんだよねぇ」

　ゼロンが目を剥むいた。

「どういうことだリットゥ？」

「マルドゥーク家の家宝として代々引き継がれてきたもんだから、歴史も色々と見てきてるってことさ。ずいぶんと昔のことなんで、ほとんど忘れちまってたけどねぇ……それに、あたしがおぼろげに覚えてるメティオーレってのは、あんなちびっ子のちんちくりんじゃなくて、背も高いし胸だってあったんだけどさ。成長するはずだった分が、鞘さやの方に全部吸われちまったのかねぇ？」

　思わぬ証言に裏付けられて、サードアイが嘆息する。

「なるほど……しかし、少し悔しいですね。遺い跡せきを調べ、書物を開き、これまで研究してようやくたどり着いた答えを、経験し記憶していた存在がいるなんて……」

　ゼロンが吠ほえた。

「もし、その銀髪の小娘が折られて、リットゥが失われるというなら見過ごせぬぞ」

　リットゥに手を伸ばしたのだが、それは拒まれた。ゼロンが睨にらみつける。

「なぜ力を貸さぬリットゥ！　もはやアインは死に体ではないか」

「約束だろぅ？　アインはまだ倒れちゃいない。それまで任せるんじゃあなかったのかい？　上に立つ男なら度量ってもんを見せてごらんよ」

「くっ……わ、わかっている。今のは別に貴様を失うと危き惧ぐしたのではない……戯れだ」

　アインはもとより助太刀を期待する素振りも見せず、手中のティオーレに語りかける。

「俺はお前を離さない」

『は、離さないって……あたしなんて……何も斬きれないポンコツじゃない……』

「斬れなくてもいいんだ。それがティオなんだから」

『弱くて……全然、アインの力になってあげられないし……』

「弱くたってかまわない。そばにいてさえくれれば」

『誰も救えないから……なにが女神よ……』

「俺を救ってくれたじゃないか」

『今だって、アインの傷を癒やそうって思うのに、自分がなんなのかわからなくなったら、全然できなくなっちゃったのよ！』

「無理に自分が誰なのか、決めることなんて無いんだ。それにもし、ティオがティオのことを忘れても、俺やみんなが覚えてる」

『……本当に？　本当に覚えててくれる？』

「忘れたりなんてしないさ。ティオは俺の初めての魔剣なんだから」

　魔剣の姿のままティオーレは涙を涸からした声を上げた。

『アイン……あたし……あたしね！　アインに抜いてもらえて良かった！』

　前にも同じことを言った彼女だが、その時とは少し違っている。純粋な喜びに加えて、より強い信頼がアインに注がれた。

　再び、アインの身体からだに力がわき上がった。ティオーレとの結びつきをアインは強く強く感じる。サードアイが冷淡な声で告げた。

「もし素直に折られるというのであれば、アインの命は助けましょう。どうですかメティオーレ？　悪い取引ではないでしょう？」

　戦いに加わることもできず、悔しげな顔でシオンが声を上げた。

「卑ひ怯きようよ！　そんな方法を選ばないと、アインとまともに戦えないっていうの？」

「非力な私には手段を選ぶことはできません。戦いに美学を持ち込む余裕もありません」

　シオンは一度、ぐっと拳こぶしを握り込む。そっと開いて腰こしに提さげた長剣の柄つかに手を掛けた。

　万に一つの可能性さえ無くても、アインが倒れる前に、シオンは飛び出す覚悟を決めていた。

　だが、シオンが剣を抜くことは無かった。アインたちがそうさせなかった。

　アインの命を天てん秤びんに掛けられて、ティオーレの刀身が震える。不安と恐怖が柄を通じてアインに流れ込む。心の痛みを分かち合うようだった。こんな言い方は意地悪だと思うのだが、それがアインには嬉うれしい。












　真剣に案じて、悩んで、守ろうとしているからティオーレはつらいのだ。

「ありがとうな、ティオ」

『きゅ、急に……何言い出すのよ。まさか、死んでも良いなんて言わないわよね？』

　アインは笑顔を作る。

「死ぬつもりはない。むしろ決めた。この世界にある魔剣は……全部俺が引き受ける？」

『ふぇ……？』

　少し間の抜けたようなティオーレの声に、アインは言い直した。

「魔剣を悪用されないようにすればいいんだろ。だったらティオが折れてやる必要なんてないんだ。むしろ、俺たちが折って折って折りまくって、この世界にある全すべての魔剣を俺のものにしちまえばいい」

『……バカ……なの？　そんなことできるわけ……ないじゃない』

「バカとは失礼な。俺は本気だぞ。そもそも、複数の魔剣と契約できる時点で俺はちょっとおかしいわけだけどさ」

『で、できるからって、無む茶ちや苦く茶ちやよ！』

「俺にこの力が与えられたのは、きっとそうしろっていうことなんだ。だから……まずはその第一歩として、ナナシキを取り返そう」

　全身血まみれになりながら、アインはすがすがしい表情で言い切った。

　ティオーレの切っ先がちょこんとお辞儀をするように上下する。

『本当に、あたしがついてないと、無茶苦茶なんだから！　いいわよやってやろうじゃない！　あたしが魔剣の始祖っていうなら、みんなまとめて面倒みてあげるわ！』

「よし！　その意気だぜ……ティオ」

『ほ、本当の名前はメティオーレらしいんだけど……』

「ティオーレが気に入ってるのか？」

『名前にこだわってたのは、それがあたしの……残ってた数少ない記憶だったから。けど、その記憶だって足りて無くて……もう、ティオでいいわよ。女神の片割れでもなんでもない、祭器だとか関係ない。今のあたしはアインの魔剣ティオだから』

「じゃあ、ティオ。これからも……よろしくな。行くぞ！」

『ここからが本番よ！』

　アインはティオーレを手にサードアイに斬きりかかった。サードアイは毅き然ぜんとしたまま、九十九式の自律防御に任せきりだった。

　上段からティオーレが振り下ろされる。九十九式はそれを受け止めた。

　二合三合と打ち合いが続く。いや、打ち合いというにはサードアイが消極的で、アインが一方的に攻撃を仕掛ける状況だ。

　刃やいばが重なる度にティオーレが苦しそうにうめく。

『くっ……この力……あたしと同じなのね』

　虹にじの光を四散させながら、九十九式の声が返す。

『……貴方あなたを元に、この世界の技術と魔ま導どう文明の力を結集し、私は作られました』

『じゃあ、やっぱりあたしの妹みたいなもんじゃない！　お姉ちゃんの言うことを聞いて、帰ってきなさいナナシキ！』

　アインが踏み込み突きを放つ。その突きに狙ねらいをしぼっていたように、九十九式が刃やいばを巻き上げるようにして弾はじいた。アインの上腕が跳ね上がり、空いた胸元にサードアイの蹴けりがたたき込まれる。

「ぐおっ！　けど、負けねぇ!!」

　半歩下がりながらも、そこで踏みとどまってアインはティオーレの切っ先を向ける。

「困りましたね。ここまで抵抗されるとは想定外です」

「なんだよ？　攻撃を全部防がれて、困ってるのはこっちだってのに」

　睨にらみ返かえすアインにサードアイは口元を緩ませた。

「では、諦あきらめたらどうですか？」

「諦めたらみんなを失う。なら、諦められるか！」

　アインの背後には守るべき大切な仲間たちがいた。

　ただ、打ち合うほどティオーレが苦しむことが、アインにもつらい。

『アイン、遠慮は無用よ』

「ああ、わかってる！」

　それでも剣を振るい技を放ち続けるしかない。アインは再び跳びかかった。

　さらに数合、刃を叩たたき付つけ合ったところで奇妙な違和感に気付く。

　サードアイが剣を構えていた。棒立ちで九十九式の自由にさせているのではなく、柄つかを両手に握っている。

　そこに──防御のほころびが生まれた。隙すき間まをかいくぐりアインは突きを放つ。

　防御の反応が無い。サードアイの頬ほおをティオーレの刃を持たない刀身が撫なでた。

『アイン！　こっちの攻撃が、ちゃんと当たるわ！』

「だな。どういうことかわかんないけど、攻めるぞティオ！」

　鉄壁に近い九十九式の自律防御が働いていなかった。九十九式の声が主あるじに告げる。

『……何者かが介入しています。防御行動に支障発生』

「介入の発生源はどこですか？」

『……ナナシキの人格部分と特定しました』

「原因はわかりますか？」

『……メティオーレとの攻防により、私の支配能力が低下したと判断します』

「本当に……困りますね。よりにもよってあちらに付くとは……」

　ナナシキの名前が出て、アインは本能的に感じ取った。

「ナナシキ！　まだそこにいるんだな!?」

　ずっと沈みがちだったティオーレの声に、淡い月の光ほどだが希望が生まれる。

『どうやら、戦ってるのはあたしたちだけじゃなかったみたいね』

　ティオーレの言葉にうなずきながら、アインは踏み込み、その刀身を振るった。

　サードアイが対応するように九十九式で弾はじく。

「剣は使ったことは無いんじゃなかったのか？」

「ええ。ですからとても不本意です。それよりも、いいんですか？　このまま続ければ先にメティオーレが折れますよ」

　アインは首を左右に振った。

「そっちもいっぱいいっぱいなんだろ」

　サードアイはニコリと笑った。

「正解です。窮地にあっても意外と冷静なんですね」

「ガキの頃から誰かさんに鍛きたえられてきたからな」

　アインはティオーレを深く引くように構えた。力と絆きずなを取り戻した今ではもう、腕の延長のように自在に扱うことができる。

　やはりアインにとって、ティオーレは絶妙な長さだった。だが、それをあえて体勢が崩れるほどに深く引き、振り絞った弓の弦を解放するように、一気に強く振り抜いた。

　サードアイは打ち合わず回避すると、アインが大きく晒さらした隙すきをめがけて斬きり込む。アインの背中はがら空きだった。

「この程度で死なれては困りますよ」

　サードアイからの一撃を背中に受ける。傷は浅い。それでアインは確信した。

「やっぱりそうか。さっき、首を落とせたのに殺さないんで変だと思ってたけど……俺を殺せないんだな！」

　サードアイの眉まゆが片方だけ上がった。

　アインを殺してしまえば、持ち主を失ったティオーレは再びどこかへと飛び去ってしまう。折るにはアインが手にしている状態でなければならない。

　だから殺せない。サードアイにはアインを一撃で屠ほふることのできない理由がある。あえて語る時間をつくって、ティオーレを精神的に揺さぶり自ら折られることを望むよう、誘導したのもそのためだ。

　アインは身体からだをひねり、返す刀でサードアイを強襲した。

　肉を切らせて骨を断つ。シオンに教わった綺き麗れいなカウンターにはほど遠い、不格好なものだが、それがアインの狙ねらいだった。

「うおりゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

『いけええええええええええええええええええええええええええええええええええ！』

　同調するようにティオーレも吠ほえた。

　ティオーレだけではない。気を失ったままのエペタムを抱いて介抱する蛍ほたる丸まるが、アインの復活に熱い眼まな差ざしを注ぐ愛あい染ぜんが……そして、一度は剣を抜きかけたシオンが、二人を後押しするように鬨の声ウオークライを上げた。

　声に後押しされ放たれた抜き打つような胴への一いつ閃せんが……サードアイを完かん璧ぺきに捉とらえる。ずしりと重い手て応ごたえを感じながら、アインはサードアイの身体からだごと振り切った。

「──ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげて、サードアイの身体がズザザと後退する。両足は地面についたまま、直撃を受けても男は倒れなかった。

　口元から赤いものがツーっと流れ落ちる。こみ上げたものを吐き捨てると、サードアイは口元をぬぐった。

　表情は変わらないが、アインを見つめる瞳ひとみはむしろ淀よどみない清流のように澄んでいた。

　そして、サードアイは自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「これが魔剣の始祖……隕鉄剣メテイオーレ……。人の願いを天へと届ける祭器の力……ですか」

　絶たえ絶だえにそう言うと、サードアイは再び九十九式を構えた。アインの背中の傷はすでにティオーレがとじている。アインを止めようと思うなら、その息の根を止めなければならないだろう。

「殺せないってわかった以上、今のあんたじゃ俺には勝てない。降参してナナシキを返してくれ……先生」

「先生……ですか」

「あんたのことは嫌いだ。俺もティオも、みんなを利用してきたことにも反へ吐どが出る。だから……そうは呼びたくないのにな」

　アインは心の中で嘆息した。サードアイの行動は、他者を犠牲にすることをいとわない。それは憎むべきことだ。

　だが、魔剣士ジュークや海賊団長カイリュウと、サードアイの瞳は違っていた。

　フッと、一瞬だけサードアイの表情が緩む。穏やかな口振りで、九十九式に命じた。

「九十九式……最後の命令です。リミッターを解除してください」

『本当によろしいのですか？』

「どうなるかは、造った私が一番よく知っています。構いません」

　一拍置いて、九十九式は応こたえた。

『……リミッターを解除します。三十秒後に貴方あなたの肉体は干渉力を失い、自壊します』

　アインはあっけにとられた。やりとりの直後、目の前でサードアイの全身から、干渉力のオーラが吹き上がる。

「自壊って……なに言ってんだよ！　もしかして死ぬ気なのか？」

「時間がありません。私の最後の一太刀……受けてくれますね」

　ティオーレが叫ぶ。

『アイン！　覚悟を決めて。あいつは他人の命も自分の命も、目的のために賭かけられる人間なのよ』

　そうだとアインは思った。ティオーレの言う通り──。

　今が決戦の時だ。

　最初の一歩でサードアイは開いた間合いを一瞬で詰めると、アインに貼はり付くように近接して九十九式を振るう。アインはそれをギリギリで避よけた。

　もし、ティオーレで正面から受ければ二つの魔剣が砕け散る。そんな予感がする。

「残り時間を告げさせる仕様にしたのは失敗でしたね。ですが、逃がしません」

　サードアイが一振りすると、アインはなぜか左右から同時に斬きりつけられていた。胸を×の字に切り裂さかれて、アインの心が震える。

　サードアイの剣が速すぎて、追えなかったのだ。一瞬で背筋が凍る太刀筋だった。

　アインは思う。このまま自分が殺されて、サードアイと引き分ければティオーレも、ナナシキもエペタムも、蛍ほたる丸まるも愛あい染ぜんも、持ち主を失ってどこかへと飛ばされる。

（──みんなと別れることになっても、それで守れるなら）

　意識が脳裏によぎった瞬間、手中から少女の叫びが怯おびえる心に届いた。

　涙混じりの声でティオーレはアインに訴える。

『アイン。戦って！　アインと離ればなれになるなら、折れて消えるのも変わらないわ！　だったら最後まで一緒に戦って！』

　アインの戦いを見守る魔剣少女たちも、ティオーレの声に同調していた。

　蛍丸の修復治療が完了し、ようやく回復したばかりのエペタムが立ち上がる。

「ずっと聞こえてたよ……あのね、エペタムは、みんなといっしょがいいな」

　フラフラのエペタムの身体からだをそっと支えつつ蛍丸が告げた。

「たとえどうなろうと、アイン様を誰も責めたりなどしません」

　二人を守るように前に立ち、愛染が吠ほえた。

「むしろ戦ってくれない神様の方がいやだよ！」

　魔剣少女の三人は悔しそうにしていた。今すぐにでもアインの力になりたいのに、戦う力は残されていない。だから言葉にして託すしかなかった。

　むしろ、いつも見守ることしかできないシオンの方が、勇ましく声を上げる。

「勝ってアイン！　あなたならきっとできるわ！」

　最後に、サードアイの手中からもアインに声が届く。

『……私も同意見です。貴方あなたの勝利を望みます』

　それはナナシキの声だった。ともに旅をしてきた仲間の声だ。

　アインはティオーレをぎゅっと握りしめ、振り上げる。

　サードアイはアインからの一撃を受ける姿勢を取った。

「いっけえええええええええええええええええええええええええええッ！」

　アインの振り下ろしたティオーレと、サードアイの構えたナナシキがぶつかり合った瞬間──これまでにない激しい光が溢あふれ、地下深い大空洞を満たすように爆はぜた。




　光が止やむと、アインの目の前にはナナシキを手にしたサードアイの姿があった。

　アインの手には……ティオーレが残っている。

「どうやら、時間ぴったりだったようですね」

　サードアイはそう呟つぶやいた。ピシッ！　と、乾いた音がしたかと思うと、サードアイの手にしていたナナシキの刀身が真っ二つに折れる。

「俺……先生に勝ったのか？」

　サードアイは力無く口元を緩ませた。

「ええ。私の負けです」

　サードアイの肌がナナシキを握った手から順に白く染まっていった。表皮がぽろぽろと崩れていく。肉体が細かな光の粒子になって、サラサラと流れ落ち始めた。

　その光景にぽつりとシオンが呟いた。

「干渉力の限界を超えたのね……」

　もはやアインたちには為なす術すべがなかった。

　最期にサードアイは目を細める。あまりに穏やかな表情に、対たい峙じするアインの胸に懐かしさがこみ上げた。

　年に何度か、こんな顔をすることがあった。決まってそれは、アインが何かしら成長できた時だ。

「アイン……貴方あなたならこの世界の魔剣を……本当に、すべて従えてしまうかもしれませんね。迷惑かもしれませんが、期待……させてもらいますよ」

　言い残すと、ドサリと音を立ててサードアイの身体からだは、その身につけていたものを残して空気に溶けて消えた。

　それはあまりにもあっけなく、サードアイという存在が、魂すら残さず燃え尽きたようにアインには感じられた。

「勝手に利用して、勝手に期待して、勝手に消えちまって……なんだよ！　最後の最後で……昔に戻りやがって！」

　アインが視線を落とすと、今にも光に溶けて消えそうな少女が、ちょこんと尻しり餅もちをついていた。サードアイの立っていた場所を少女──ナナシキはぼんやり見つめる。

「……行ってしまったのですね」

　口振りにはかすかに悲しみがにじんでいる。それだけで、アインは彼女が元に戻ったのだとわかった。ナナシキにしてみれば、親を失ったのだ。悲しくないわけがない。

「俺のこと、怨うらむなら怨んでくれ」

　消え入りそうになりながら、ナナシキはそっと首を左右に振る。

「……貴方にとっても、サードアイは家族でした。むしろ、裏切った私こそ罰せられるべきです」

　アインがサードアイを止めるために、全力をぶつける以外無かったのと同じで、あの時のナナシキもきっとそうするしかなかったのだろう。

　必要以上に自分を罰してしまいそうなナナシキを、アインは案じる。

「ナナシキは何も悪くないさ」

「……私は」

　口ごもるナナシキにアインはそっと、手を差さし伸のべる。

「また、一緒に来てくれるか？」

「……ですが……私は……裏切り者です」

「最後まで一緒に戦ってくれた、大切な仲間だよ」

　戸惑うナナシキの手をとってアインは立たせると、祝福の光がアインとナナシキを包み込んだ。

　柔らかく広がった光が二人の身体からだを包み込み、収束していく。

　あっけにとられたような口振りでナナシキは呟つぶやいた。

「……契約……してしまいました」

「ナナシキだけを消させたりしないって。そうだろティオ？」

　アインの左手に携たずさえられたティオーレが声を上げる。

『当然じゃない！　これからは、何があってもずっと一緒よ。いいわねナナシキ？』

「……はい。今後とも……よろしくお願いいたします」

　アインはナナシキを引き連れて仲間たちの元へと凱がい旋せんしようとした。

　その瞬間──。

「さぁて……やっとアタシらの番かねぇ？」

　ゼロンの隣でリットゥがあくび混じりに告げる。

　アインはもちろん、その仲間の魔剣少女たちも力を出し切り疲ひ弊へいしていた。

　シオンがリットゥの前に立ちふさがるように立つ。

「まさか、今のアインたちと戦うつもりじゃないでしょうね？」

　シオンを上から見下ろすようにリットゥは笑った。

「ちょっと燃えてきちゃってねぇ。それに、この世界の魔剣を全部手に入れるっていうなら、アタシを倒して仲間に加えたいだろぅ？」

　赤く燃える瞳ひとみでリットゥがアインに視線を送る。

「そうは言ったけど……まいったな」

　アインはティオーレの柄つかを握り込んだ。再び緊張が高まる。

　備えるようにティオーレも集中しなおし、アインのすぐ後ろに立ったナナシキも、いつ抜かれても良いよう身構える。

　見つめ合うアインとリットゥを、ゼロンが鼻で笑った。

「貴様にリットゥをくれてやるつもりはないぞ。それにリットゥ……本気でもないくせに、アインたちをからかって戯れるでない」

　リットゥがぺろっと舌を出して、ティオーレばりにウインクをしてみせた。

「ばれてたのかい。もちろん、そっちが今すぐしたいっていうんなら、アタシは歓迎なんだけどねぇ……もう少し強くなってからの方が、戦い甲が斐いもありそうだし悩むわぁ」

　ゼロンが重ねてリットゥに告げる。

「私とアインが戦うことなどあり得ぬ。諦あきらめよリットゥ」

　アインが目を丸くさせた。

「そっか。俺たち友達だもんな」

　すぐさまゼロンが訂正した。

「違うぞ！　貴様は私の部下だ」

「あー。じゃあ、そのうち戦うかもな」

「ほほう……私に仕えるのはそんなに嫌か？」

　ゼロンが突然、リットゥの手を取った。

「あらぁ？　やっぱりやろうっていうのかい？」

　魔剣の姿になったリットゥを鞘さやから抜くと、刀身がボウッと燃え上がる。

　燃える刃やいばをアインに向けてゼロンは構えた。エペタムが声を上げる。

「こ、恐こわくない！　エペタム恐くない！」

　愛あい染ぜんが憎らしげにゼロンを睨にらみつけた。

「ボクが回復してたら、オマエたちなんて……」

　少女の姿のままでも挑みかかっていきそうな愛染を、蛍ほたる丸まるが制した。

「いけませんわ。愛染ちゃん、ここは抑えて」

　度重なる修復で蛍丸も頭をふらふらとさせていた。限界という意味では、すでに蛍丸は一線を越えてしまっている。

「ナナシキ……頼めるか？」

「……準備はできています」

　即座にアインはナナシキを抜き、ティオーレと二刀流で構える。

　二人の力は共鳴するようだった。姉妹というか親子というか、ティオーレの持つ力と、本来の力を解放したナナシキのそれはよく似ている。

『アイン！　これならいけるかも！』

『……ティオーレと力を合わせることを提案します』

「そうだな。やるぞ二人とも！」

　アインが手にしたティオーレとナナシキを束ねるようにすると……ゼロンが表情を崩した。余裕たっぷりに笑ってみせる。

「ははッ！　冗談だ。貴様と戦うつもりはない。さすがに魔剣を手にしていなければ、こいつを運ぶのは骨が折れるのでな。それとも部下の貴様がやってくれるか？」

　そう言うと、ゼロンは地面に這はいつくばって気絶したままのカイリュウの身体からだを、軽々と持ち上げた。アインは心の中で安あん堵どする。

　改めてティオーレとナナシキを手放した。

　ナナシキは「……無防備すぎます」と苦言を呈したが、アインが大きく息を吐つき、今にも倒れそうなのを見て、それ以上は言わなかった。

　ゼロンがアインに背中を晒さらしたまま告げる。

「帰るぞ。この島は後日、帝国軍によって調査が行われる。もう二度とは戻らぬだろう」

「ちょっと待ってくれ」

　アインは立ち止まると振り返った。床に落ちたままのサードアイの遺品から、眼鏡を手にとる。

　このレンズを通して見た今の世界を否定して、魔剣と魔剣士の存在しない世界に作り替えようとしていた。それに自分は利用されていただけだと解わかってもなお、アインは憎みきれなかった。

　共に過ごした時間の全すべてが、嘘うそだとは思えない。アインに対して厳しく接することの方が多かったが、時折サードアイが見せる素の表情は、どことなくお人ひと好よしで穏やかで、少しだけ隙すきがあって、人間くさいものだった。

　アインはそっと道具袋に眼鏡をしまう。

　そして、再び仲間の輪に加わると、全員の顔を一人一人見つめてから告げた。

「帰ろう。みんな」

　エペタムが笑う。

「帰ろう帰ろう！」

　戦いが終わったことを喜ぶように、蛍ほたる丸まるが目を細めた。

「はい。お供しますわね」

　やっと警戒心を解いて愛あい染ぜんが声を上げる。

「ボクも神様についていくよ！　どこまでだってね！」

　ナナシキが全員の髪の傷いたみ具合を確認して、アインに告げた。

「……全員傷ついていますので、可及的速やかに研ぐ必要があります」

　魔剣少女たちの中にあって、唯一人間であるシオンが困り顔で言う。

「え、えっと……わたしももちろん……魔剣じゃないけど、アインの力になりたいし」

　そう言いつつ、シオンはふと思いついたように付け加えた。

「もしかしたら、サードアイはアインに世界を変えて欲しいと思っていたのかも。魔剣士の才能が無い、わたしだから……少しだけサードアイの気持ちがわかるのよ……きっとアインに自分の夢を託すために、わざと辛つらく当たってたんじゃないのかな？　って。けど、これはあくまでわたしがそう信じたいだけの話だから、あんまり真に受けないでね」

「そうかも……しれないな」

　シオンの言葉でアインの心も少しだけ軽くなる。

　最後に、銀髪のツインテールを揺らしてティオーレが締めくくった。

「アイン元気出して！　これからもずっと、ずーっと一緒だからね！」

　弾はじけるような笑顔に、アインはゆっくりうなずいた。





エピローグ




　イビサに戻ったアインたちは、海軍基地で一泊すると、翌朝にはゼロンとリットゥを港で見送った。

「帝都に来ることがあれば、いつでも私を頼るが良い。しかし、本当に来ないのか？」

「ああ。帝都にもいつか行くけど、それより先に行ってみたい場所があるんだ」

　ゼロンがフンと鼻を鳴らす。

「まあ、しばらくは世界を見て回ることだな。見聞を広めることで、改めて帝国の偉大さを知れば、自おのずと私に仕えたくもなるだろう。行くぞリットゥ」

　桟橋から軍船に乗り込む二人に、アインは告げた。

「次に会う時までにもっと強くなっておくよ」

　リットゥは背を向けたまま軽く手を振った。

「楽しみに待ってるわよぉ。ふふふ♪　しばらく退屈しなくて済みそうねぇ」

　出港した軍船を見送り終えると、アインたちは青空の下にぽつんと立ち尽くす。

　仲間は増えたが、どことなく振り出しに戻ったような感じだ。

　シオンが呟つぶやいた。

「なんだか、大所帯になってきたわね」

　エペタムが両手をあげる。

「お姉ちゃんいっぱいで、エペタムはわくわくだよ！」

　蛍ほたる丸まるはそっとアインに視線を向けていた。

「アイン様。これからどうなさるのですか？」

　蛍丸の隣で、愛あい染ぜんが「うんうん！　どうすんのどうすんの？　悪い奴やつを見つけてぶっ飛ばしに行く？」と、興奮気ぎ味みに聞いてくる。

　シオンが「それはちょっとどうかしら」と愛染を制しつつ、アインに告げた。

「どこに行くか迷ってるなら、一度故郷に戻るのもいいんじゃない？」

　アインは笑顔を浮かべて小さく首を左右に振ると、まぶしそうに水平線の向こうを指さした。

「……西の方角が気になるのですか？」

　ナナシキの確認にうなずいてから、その視線をティオーレに向け直す。

「な、なによアイン？　あたしの顔になにかついてるの？」

「さっき朝飯で食べたオムレツのケチャップがほっぺたに……」

「え、ええ!?　ほんと？　やだ……恥ずかしいんだけど」

「嘘うそだよ」

「ちょ、ちょっと！　なによそれ！」

　手をグーにしてティオーレはぽかぽかとアインの胸を叩たたいた。

「ごめんごめん」

　それから改めてアインは一同に告げる。

「セインクルス王国に行こうと思うんだ。ティオの鞘さやには、記憶があるっていうからな」

　怒り顔だったティオーレが、手を止めてアインを見つめた。

「ほ、本当に!?　いいの？　けど、記憶を取り戻すのって恐こわい気もするんだけど」

「無理に嫌なことを思い出す必要は無いと思うけど、ティオの鞘がどんなものなのか、俺も興味があるんだ。どうかなみんな？」

　全員がうなずくのをみて、アインは笑顔で告げる。

「よし！　じゃあ本日も気合いをいれて船探しだな！」

　愛あい染ぜんが両腕を振り上げた。

「気合いだけならボクが一番だ！　任せてよ神様！」

　シオンが軽くせき払いを挟んで言う。

「帝国船籍の船は王国には就航してないから、陸路になるかも。となると国境越えね」

　エペタムが首を傾かしげた。

「こっきょうってなぁに？」

　蛍ほたる丸まるが優しく解説する。

「国境っていうのは、国と国の境で、そこから先は外国になるんですよ」

　愛染がエペタムと一緒にうなずいた。

「おー。国を越えるのか。なんかボクもワクワクしてきた！」

　ナナシキが珍しく困ったように眉まゆを八の字にさせる。

「……国境周辺は警備が厳しそうですね。きちんと下調べをして計画は綿密かつ完かん璧ぺきにしなければいけません」

　アインとティオーレが口をそろえた。

「「なんとかなるって!!」」

　二人の息があまりにぴったりすぎて、一同はどっと笑い合った。

　次の旅路に向けて、一行は歩き出す。

　風は西へと流れていた。





〈おわり〉














あとがき




　お久しぶりです。すぎやまリュウです。

　いやぁ幼女ってかわいいですね。あどけない仕草。無垢なハート。小さな手。

　ちょっぴり背伸び気味に見上げてくる上目遣いもまた、良いものです。

　ええ、ロリコンではありません。あくまで「かわいいなぁ」と思うだけですから。

　そんなわけでお送りいたしました「破剣クロニクル」二巻。

　途中、担当さんの交代などもあって、少し遅れてしまいましたが、無事お届けできてほっとしております。

　今回はエペタムの幼女っぷりが炸裂して、ティオがお姉ちゃん属性に目覚めるというお話でもありました。前作から姉妹が好きなようです。

　ほら！　ロリコンではありません。かわいい女の子が好きなだけですから！

　というわけで、ぜひぜひ最後まで、強くてかわいい魔剣少女たちの活躍をお楽しみくださいませ。
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